
履修要項・シラバス
2024

（2021年度以前入学生対象）

札幌保健医療大学
保健医療学部　看護学科



週 1年 2年 3年（看護） 3年（栄養） 4年（看護） 4年（栄養） 行事　（予定）
～ 入学式 前期講義開始 1 前期講義開始 1 前期講義開始 1 前期講義開始 1 前期講義開始 1 4/3（水）入学式
～ 前期講義開始 1 4/11（木）12（金）健康診断

～
～ 4/26（金）体育大会
～
～ 5/1（水）創立記念日
～
～
～ 給食経営管理論実習Ⅱ

～ 栄養教育実習
～
～
～
～
～
～ 共通定期試験 外来実習
～ 追再試期間
～
～ 共通定期試験
～
～ 追再試期間
～
～
～
～
～
～ 後期講義開始 1 後期講義開始 1 後期講義開始 1 後期講義開始 1
～ 10/12（土）、13（日）
～ 後期講義開始 1 大学祭
～
～
～
～
～ 後期講義開始 1
～
～
～
～
～ 冬冬 季季 休休 業業 12/26（木）～1/3（金）
～ （２週） （２週） （２週） （２週） （２週） （２週） 冬季休業　
～
～
～
～
～ 入試 入試 入試 入試 入試 入試 2/4（火）、5（水）
～ 共通定期試験 共通定期試験
～ 追再試期間 追再試期間
～
～
～ 3/15（土）学位記授与式
～ 春春 季季 休休 業業 3/4（火）～3/28（金）
～ （4週） （4週） （4週） （4週） （4週） （4週） 春季休業　

2024年度　保健医療学部　学年及び学科別学事暦

期　間

基礎看護実習1（看） 

成人看護実習Ⅰ
母性看護実習Ⅰ
成人看護実習Ⅰ
高齢者看護実習

地域看護実習（看）

給食経営管理論実習Ⅱ

精神看護実習
看護総合実習
在宅看護実習

公衆衛生看護実習
Ⅰ～Ⅲ

公衆栄養学実習Ⅱ
臨床栄養学実習Ⅳ
臨床栄養学実習Ⅴ

看護基礎実習Ⅱ（看）



～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

栄栄））1144 栄栄））1166 栄栄））1166 栄栄））1166 栄栄））1155
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

栄栄））1144

※年度集定義：当該年度の4月の最初の水曜日を含む週をその年度の第1週目と定義しています。 ※定期試験は暫定で表示しています。

●：看護基礎実習Ⅰ
※実習期間の共通講義は休講

大学祭

2024年度 学事暦
1年次（学科共通）

週 期　間 月 火 水 木 金
健診

土 日

体育大会

新入生G 入学式 新入生G 新入生G

こどもの日
振替休日
昭和の日 創立記念日 憲法記念日 みどりの日

補講日

補講日
補講日

補講日

海の日

共通定期試験 共通定期試験 山の日

● ● ● ● ●
● ● ● ● ●

追再試期間 追再試期間 追再試期間 追再試期間
振替休日

敬老の日 秋分の日

後期ガイダンス
授授業業開開講講回回数数 看看））1122 看看））1155 看看））1144 看看））1155 看看））1133

振替休日

スポーツの日
大学祭

文化の日
振替休日

勤労感謝の日

冬季休業 冬季休業 冬季休業 冬季休業 冬季休業
冬季休業 冬季休業

成人の日

月補講日 月補講日
入試 入試

追再試期間 追再試期間 追再試期間 追再試期間 天皇誕生日
共通定期試験 建国記念の日 共通定期試験

春季休業 春季休業 春季休業 春季休業 春季休業
春季休業 春季休業 春季休業 春季休業

振替休日

授授業業開開講講回回数数 看看））1133

春季休業 春季休業 春季休業 春季休業 春季休業
春季休業 春季休業 春季休業 春季休業 春季休業
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栄栄））1144 栄栄））1177 栄栄））1177 栄栄））1155 栄栄））1177
※年度集定義：当該年度の4月の最初の水曜日を含む週をその年度の第1週目と定義しています。 ※定期試験は暫定で表示しています。

●：地域看護実習 ■：看護学科補講日
▲：看護基礎実習Ⅱ　 ▼：栄養学科補講日
※実習期間の共通講義は休講

「文学と人間」…仮設定　集中講義/カリキュラム移行期により、2年（看護・栄養）・4年（看護）の合同授業
「国際社会論」…仮設定　集中講義/カリキュラム移行期により、2年（看護・栄養）・4年（看護）の合同授業

大学祭

2024年度 学事暦
2年次（学科共通）

週 期　間 月 火 水 木 金
健診

土 日

体育大会
こどもの日

振替休日
昭和の日 創立記念日 憲法記念日 みどりの日

■
■　▼

海の日

追再試期間 追再試期間 追再試期間 追再試期間 山の日

共通定期試験 共通定期試験

振替休日

敬老の日 ● ● ● ● 秋分の日
後期ガイダンス

授授業業開開講講回回数数
振替休日 ● ● ● ●

大学祭

集中開講①
スポーツの日

文化の日
振替休日 グローアップ

集中開講①

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ 集中開講②

勤労感謝の日

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

冬季休業 冬季休業 冬季休業 冬季休業 冬季休業

集中開講②
冬季休業 冬季休業

成人の日

入試 入試 ■

追再試期間 追再試期間 追再試期間 追再試期間 天皇誕生日
共通定期試験 建国記念の日 共通定期試験

春季休業 春季休業 春季休業 春季休業 春季休業
春季休業 春季休業 春季休業 春季休業

振替休日

集中講義②
集中講義①

授授業業開開講講回回数数 看看））1122 看看））1155 看看））1155 看看））1166 看看））1155

春季休業 春季休業 春季休業 春季休業 春季休業
春季休業 春季休業 春季休業 春季休業 春季休業
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※年度集定義：当該年度の4月の最初の水曜日を含む週をその年度の第1週目と定義しています。 ※定期試験は暫定で表示しています。

●：外来実習
▲：成人看護実習Ⅰ、母性看護実習Ⅰ
　　成人看護実習Ⅱ、高齢者看護実習

※実習期間の共通講義は休講

大学祭

授授業業開開講講回回数数

春季休業 春季休業 春季休業 春季休業 春季休業
春季休業 春季休業 春季休業 春季休業 春季休業

春季休業 春季休業 春季休業 春季休業 春季休業
春季休業 春季休業 春季休業 春季休業

振替休日
天皇誕生日

建国記念の日
入試 入試

成人の日

冬季休業 冬季休業 冬季休業 冬季休業 冬季休業

補講日
冬季休業 冬季休業

補講日

勤労感謝の日

▲ ▲ ▲ ▲ ▲
後期ガイダンス

文化の日
振替休日 ▲ ▲ ▲ ▲
▲ ▲ ▲ ▲ ▲
▲ ▲ ▲ ▲ ▲

スポーツの日 ▲ ▲ ▲ ▲
▲ ▲ ▲ ▲ ▲ 大学祭
▲ ▲ ▲ ▲ ▲

授授業業開開講講回回数数
振替休日 ▲ ▲ ▲ ▲
敬老の日 ▲ ▲ ▲ ▲ 秋分の日
▲ ▲ ▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲ ▲ ▲
▲ ▲ ▲ ▲ ▲

振替休日
山の日

海の日 ● ● ● ●

補講日
補講日

こどもの日
振替休日
昭和の日 創立記念日 憲法記念日 みどりの日

体育大会

健診

土 日

2024年度 学事暦
3年次（看護学科）

週 期　間 月 火 水 木 金
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※年度集定義：当該年度の4月の最初の水曜日を含む週をその年度の第1週目と定義しています。 ※定期試験は暫定で表示しています。

●：精神看護実習、看護総合実習、在宅看護実習
▲：公衆衛生看護実習Ⅰ、公衆衛生看護実習Ⅱ、公衆衛生看護実習Ⅲ
※実習期間の共通講義は休講

「文学と人間」…仮設定　集中講義/カリキュラム移行期により、2年（看護・栄養）・4年（看護）の合同授業
「国際社会論」…仮設定　集中講義/カリキュラム移行期により、2年（看護・栄養）・4年（看護）の合同授業

集中講義①
集中講義②

授授業業開開講講回回数数

大学祭

学位記授与式

振替休日
天皇誕生日

建国記念の日
入試 入試

成人の日

集中開講②

集中開講②

勤労感謝の日

文化の日
振替休日

集中開講①
集中開講①

スポーツの日 後期ガイダンス
▲ ▲ ▲ ▲ ▲ 大学祭
▲ ▲ ▲ ▲ ▲

授授業業開開講講回回数数
振替休日 ▲ ▲ ▲ ▲
敬老の日 ▲ ▲ ▲ ▲ 秋分の日
▲ ▲ ▲ ▲ ▲

● ● ● ● ●
振替休日 ● ● ● ●
● ● ● ● ● 山の日

● ● ● ● ●
● ● ● ● ●

● ● ● ● ●
海の日 ● ● ● ●

● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●

こどもの日
振替休日
昭和の日 創立記念日 憲法記念日 みどりの日

体育大会

健診

土 日

2024年度 学事暦
4年次（看護学科）

週 期　間 月 火 水 木 金



Ⅰ　履修要項
Ⅰ-１ 本学の教育理念 ･･････････････････････････････････････････････････････
Ⅰ-２ 本学の教育目的 ･･････････････････････････････････････････････････････
Ⅰ-３ 本学の教育目標 ･･････････････････････････････････････････････････････
Ⅰ-４ 看護学科の教育目的  ･･････････････････････････････････････････････････
Ⅰ-５ 栄養学科の教育目的 ･･･････････････････････････････････････････････････
Ⅰ-６ 札幌保健医療大学の三方針

１）ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） ････････････････････････････････
２）カリキュラム・ポリシー（教育課程の基本方針） ･･････････････････････････
３）アドミッション・ポリシー（入学者の受入れ方針） ････････････････････････

Ⅰ-７ 学生ポータルサイト（Campus Plan)
１）Campus Plan 機能説明････････････････････････････････････････････････
２）Campus Plan アクセス方法････････････････････････････････････････････

Ⅰ-８ 履修について
１）学期 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････
２）授業科目の種類 ･･････････････････････････････････････････････････････
３）授業科目の履修登録 ･･････････････････････････････････････････････････
４）授業の聴講について･･････････････････････････････････････････････････
５）CAP制について ･･････････････････････････････････････････････････････

Ⅰ-９ 授業について
１）授業中のマナー･･････････････････････････････････････････････････････
２）授業の出席・授業内課題における不正････････････････････････････････････
３）授業時間････････････････････････････････････････････････････････････
４）休講・補講・補講等（補習）・集中講義･･････････････････････････････････
５）欠席の取扱い････････････････････････････････････････････････････････
６）公欠（公認欠席）制度･････････････････････････････････････････････････
７）欠席回数の自己管理について････････････････････････････････････････････
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Ⅰ 履 修 要 項

履修要項は、大学における学修のルールや履修についての規則、進級及び卒業に必要な単位な
ど皆さんにとって重要な事項を記載しています。
配付は入学時のみであり卒業まで使用しますので、必ず熟読し活用をしてください。
なお、卒業までの間、記載内容に変更が生じた場合は、ガイダンス等で周知を行うとともに学

内ポータルサイト「 」にてお知らせします。



Ⅰ １  本学の教育理念  

本学は、吉田学園の建学の精神に込められた「豊かな人間性」と「職業人としての基礎能力」をもつ人財
を育成する伝統を継承しています。
本学は、学生一人ひとりの人間力として、「豊かな感性」「高潔な精神」「確かな知力」を培い、これら

の人間的調和と自己成長をはかるとともに、「他者と共存」できる医療人を育成します。
この教育理念の実現によって、社会から必要とされる人財を地域に輩出することで、保健医療福祉の充実

・向上に貢献します。

◆本学の教育がめざす、人間力とは、
・豊かな感性：人の心に寄り添い、他者の思いや苦悩を汲み取る力
・高潔な精神：真・善を追求し、公共の使命と責任を全うする意志力
・確かな知力：人間的な判断と行動の知的拠り所となる力
・他者との共存：多様な文化や社会、個性ある互いを認め合い、他者と共に生きる力

Ⅰ ２  本学の教育目的  

本学の教育理念である「人間力教育」を根幹に、「豊かな感性」、「高潔な精神」、「確かな知力」を培い、「他者
との共存」ができる人間力を有し、多様化する保健医療の進展と地域のニーズに対応できる実践力を備えるとともに、
将来にわたり保健医療の専門性を追求し続ける保健医療専門職者を育成する。

Ⅰ ３  本学の教育目標  

（１）人間力を涵養し、社会の一員としての社会的態度と行動をとることができる人材を育成する。
（２）生命への畏敬の念を抱き、人間の尊厳と多様な価値観を尊重できる人材を育成する。
（３）人間と環境と健康の相互作用を理解し、健康を社会的視点から捉えることができる人材を育成する。
（４）保健医療の専門職として求められる知識・技術・態度を有し、実践力のある人材を育成する。
（５）社会生活や保健医療福祉で関わる人々との連携および協働できる人材を育成する。
（６）保健医療福祉の諸課題への探求心を持ち、将来にわたり学修し、成長し続ける人材を育成する。

Ⅰ ４ 看護学科の教育目的  

看護学科では、本学の教育目的に則り、社会人としての人間力を涵養するとともに、看護学とこれに関連する保健医
療福祉の幅広い知識・技術を体系的に理解し、看護を実践できる能力、多職種と連携し協働できる能力、さらに将来に
わたり成長し続ける基礎的な能力を有する看護専門職者を育成する。

Ⅰ ５ 栄養学科の教育目的  

栄養学科では、本学の教育目的に則り、社会人としての人間力を涵養するとともに、栄養学とこれに関連する保健医
療福祉の幅広い知識・技術を体系的に理解し、栄養の管理・指導を実践できる能力、多職種と連携し協働できる能力、
さらに将来にわたり成長し続ける基礎的な能力を有する栄養専門職者を育成する。
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さらに将来にわたり成長し続ける基礎的な能力を有する栄養専門職者を育成する。
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本学において卒業時に修得できる学位の名称は、次のとおりです。
学科 学位

看護学科 学士（看護学）

栄養学科 学士（栄養学）

本学の保健医療学部看護学科・栄養学科は、教育理念・目的をふまえ、学部教育目的の「人間と自然、多様な文化や社
会に関する知識・理解」「汎用的技能」「態度・志向性」「専門分野の基礎知識・技術・態度」
「多職種との連携協働力」「生涯学習力」の６つの資質・能力のもと、下記の到達目標に応じた看護師、管理栄養士の
専門職業人としての人間的基盤の形成および、各専門的能力を修得するとともに各国家試験受験資格の要件となる単位を
含む 単位以上の修得を求めます。これらの方針を満たした者は、看護学科においては学士（看護学）、栄養学科にお
いては学士（栄養学）の学位を授与します。

【【看看護護学学科科】】
（１） 職業人として、日本語および英語の運用能力、ならびに情報リテラシーの基礎を身につけ、これらを用いて論

理的な分析と思考・判断および表現する能力を有している。
（２） 自己の良心と社会規範に従い、社会の一員としての責任感のもとに自己を統制し行動できるとともに、社会の

ために積極的に関与できる態度を有している。
（３） 生命への畏敬の念と人間の尊厳を守るための倫理的態度を有している。
（４） 人間と生活、心身の健康、社会の直面する諸課題についての基礎知識を習得し、人間・健康・社会の関係を体

系的に理解する能力を有している。
（５） 看護の目的と対象となる個人・家族・集団の特性を理解し、健康課題の特定と解決に必要な看護実践ができる

基礎的能力を有している。
（６） 保健医療福祉体制のもとで、看護職と他職種の役割について認識し、多職種とチーム連携・協働するために必

要な基礎的能力を有している。
（７） 自己の看護能力の向上のために、最新の知識・技術を学び続ける学修態度と看護の課題を発見し、課題を解決

する能力を有している。

【【栄栄養養学学科科】】
（１） 職業人として、日本語および英語の運用能力、ならびに情報リテラシーの基礎を身につけ、これらを用いて論

理的な分析と思考・判断および表現する能力を有している。
（２） 自己の良心と社会規範に従い、社会の一員としての責任感のもとに自己を統制し行動できるとともに、社会の

ために積極的に関与できる態度を有している。
（３） 生命への畏敬の念と人間の尊厳を守るための倫理的態度を有している。
（４） 社会や環境の人間への影響、および健康との相互関係について基礎的な知識を有し、人間の生活の機構、環境

の変化に対する機構、ならびに疾患の成因から治療、保健医療福祉体制について基礎的な知識を有している。
（５） 栄養学、食品学の基礎的な知識・技術を有し、あらゆる健康レベルおよび全てのライフステージにある人々を

対象に、栄養と食生活に関する課題を評価・判定し、適切な栄養・食事管理を総合的にマネジメントする基礎
的な能力を有している。

（６） 地域社会や職域等における健康・栄養問題とその要因を総合的に評価および判定し、効果的な教育や支援活動
を実践できる基礎的な能力を有している。

（７） 望ましい栄養状態、食生活の改善・管理を目的に、関連職種と連携・協働する基礎的な能力を有している。
（８） 生涯にわたって自ら専門知識や技術の向上をめざして、自己研鑽する能力を有している。
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２）カリキュラム・ポリシー（教育課程の基本方針）

人間は常に環境の影響を受け、健康はその相互作用によって変化します。「保健医療活動」は、健康の保持・増進、
病気の予防、健康の回復を目的に人と環境に働きかけることで、最適な健康状態で生活が維持できるように特定専門分
野の知識と技術をもって支援することです。
本学の教育課程は、保健医療における共通概念「人間」「環境」「健康」「保健医療活動」とその関係性を枠組み

に、「看護」「栄養と食」に係る専門職業人の育成をめざしています。

本学は、教育課程の基本方針のもと、社会人としての基盤を形成する「基礎教育科目」群からなる基礎教育と看護職
あるいは管理栄養士職としての専門職業人の基盤となる「専門基礎科目」「専門科目」群による専門教育で編成されて
います。

【看護学科】
●基礎教育
基礎教育は、本学部の共通教育課程として、看護学科と栄養学科において共通科目（一部除く）をもって構成され

ています。基礎教育課程は保健医療の共通概念である「人間」と「環境」を中心に、「学習と思考力」「言語と表現
力」「人間と社会」の科目群から構成されています。

●専門教育
看護職としての基盤形成となる「専門基礎科目」および「専門科目」から編成されています。

（１） 専門基礎科目では、基礎教育科目の学修を活用しながら、看護学の理論と実践の支持基盤として「人間」
「環境」「健康」の観点から保健医療福祉に関する学修をします。「個人と健康」「社会と健康」の科目群
から構成されています。

（２） 専門科目では、基礎教育科目と専門基礎科目を基盤にして、看護学の理論と実践を体系的かつ系統的に学修
します。「看護の基本」「人間の発達段階と看護活動」「看護の統合と探究」および「公衆衛生看護学」の
科目群から構成されています。

【栄養学科】
●基礎教育
基礎教育は、本学部の共通教育課程として、看護学科と栄養学科において共通科目（一部除く）をもって構成され

ています。基礎教育課程は保健医療の共通概念である「人間」と「環境」を中心に、「学習と思考力」「言語と表現
力」「人間と社会」の科目群から構成されています。

●専門教育
管理栄養士職としての基盤形成となる「専門基礎科目」および「専門科目」から編成されています。

（１） 専門基礎科目では、基礎教育科目の学修を活用しながら、専門科目を修得するうえでの基礎となる知識・技
術の修得を目的として系統的に学修します。「社会・環境と健康」「人体の構造と機能及び疾病の成り立
ち」「食べ物と健康」の科目群から構成されています。

（２） 専門科目では、基礎教育科目と専門基礎科目を基盤として、管理栄養士に求められる能力を身につけるため
に、体系的・実践的に学修します。「管理栄養士論」「基礎栄養学」「応用栄養学」「栄養教育論」「臨床
栄養学」「公衆栄養学」「給食経営管理論」「総合演習」「統合科目」「臨地実習」の科目群から構成され
ています。
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（１） 専門基礎科目では、基礎教育科目の学修を活用しながら、専門科目を修得するうえでの基礎となる知識・技
術の修得を目的として系統的に学修します。「社会・環境と健康」「人体の構造と機能及び疾病の成り立
ち」「食べ物と健康」の科目群から構成されています。

（２） 専門科目では、基礎教育科目と専門基礎科目を基盤として、管理栄養士に求められる能力を身につけるため
に、体系的・実践的に学修します。「管理栄養士論」「基礎栄養学」「応用栄養学」「栄養教育論」「臨床
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３）アドミッション・ポリシー（入学者の受入れ方針） 

本学は、保健医療（看護学、栄養学）の分野における学修と実践活動への意欲ならびに、それらを実現できる適性と
能力を備え、特に本学への入学を希望する人を求めます。

（１） 確かな学力
基礎的な知識をもち、学習意欲が旺盛で、積極的に課題解決に取り組む人。

（２） 保健医療への関心
人々の健康と生活を支える保健医療への興味・関心をもっている人。

（３） 豊かな社会性
社会の一員として責任をもち、相手の立場になって考え、様々な人と協力し合いながら行動できる人。

（４） 強い向上心
保健医療に携わる専門職業人を通して社会の役に立ちたいという意欲をもち、生涯にわたり自己の向上に努
力する人。
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Ⅰ ７ 学生ポータルサイト   

本学では、学内でのポータルサイトとして「 」を導入しています。「 」では履修登録を始
め、時間割や成績表の閲覧、授業の出席状況を把握することができます。
また、大学からの重要なお知らせや必要事項の伝達は、 から行いますので、 日 回以上は必ずアクセ

スするようにしてください。

１） 機能説明 
機機 能能 内内 容容

履修登録 授業科目の履修登録を行うことが出来ます。
時間割の確認 履修登録した科目の時間割を確認できます。
出欠席確認 履修登録をした授業の出欠席の確認ができます。
成績照会 成績や単位修得状況を表示します。
お知らせ機能 教員及び事務局からのお知らせが届きます。
カレンダー機能 休補講情報及び学校行事の日程を確認できます。
シラバス閲覧 シラバスを閲覧することが出来ます。

※詳細は、ガイダンスにおいて説明をします。

２） アクセス方法 
パソコン又はスマートフォンのブラウザからアクセス
してください（ ）

※アプリケーション版のダウンロードを推奨しています。 
アプリ版は、毎回のログインが不要となります。 
また、通知機能もあるためお知らせが届いたときに
すぐに確認することができます。

Ⅰ ８  履修について  

１）学期 
本学では、 つの年次を前期と後期の２学期にわけています。各学期は、学則で次のように定められています。

前期 後期

４月１日～９月 日 月１日～３月 日

２）授業科目の種類 
授業科目は、基礎教育科目、専門基礎科目、専門科目および教職に関する科目に区分され、次のように分類されます。

必 修 科 目：卒業までに単位を修得しなければならない科目です。
選 択 科 目：卒業までに定められた各区分の必要単位数以上を修得しなければならない科目です。
選択必修科目：指定された科目の中から、必要単位数を修得しなければならない科目です｡
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また、大学からの重要なお知らせや必要事項の伝達は、 から行いますので、 日 回以上は必ずアクセ

スするようにしてください。

１） 機能説明 
機機 能能 内内 容容

履修登録 授業科目の履修登録を行うことが出来ます。
時間割の確認 履修登録した科目の時間割を確認できます。
出欠席確認 履修登録をした授業の出欠席の確認ができます。
成績照会 成績や単位修得状況を表示します。
お知らせ機能 教員及び事務局からのお知らせが届きます。
カレンダー機能 休補講情報及び学校行事の日程を確認できます。
シラバス閲覧 シラバスを閲覧することが出来ます。

※詳細は、ガイダンスにおいて説明をします。

２） アクセス方法 
パソコン又はスマートフォンのブラウザからアクセス
してください（ ）

※アプリケーション版のダウンロードを推奨しています。 
アプリ版は、毎回のログインが不要となります。 
また、通知機能もあるためお知らせが届いたときに
すぐに確認することができます。

Ⅰ ８  履修について  

１）学期 
本学では、 つの年次を前期と後期の２学期にわけています。各学期は、学則で次のように定められています。

前期 後期

４月１日～９月 日 月１日～３月 日

２）授業科目の種類 
授業科目は、基礎教育科目、専門基礎科目、専門科目および教職に関する科目に区分され、次のように分類されます。

必 修 科 目：卒業までに単位を修得しなければならない科目です。
選 択 科 目：卒業までに定められた各区分の必要単位数以上を修得しなければならない科目です。
選択必修科目：指定された科目の中から、必要単位数を修得しなければならない科目です｡

３）授業科目の履修登録 
履修登録とは、自身で立てた履修計画に基づき受講する科目を登録することをいいます。履修登録科目に誤りがな

いか、進級及び卒業が見込まれるか、また資格取得に必要な科目を履修しているか等の確認は、学生自身の責任にお
いて確認するものとします。新入生においては 月に教員による履修相談が実施されますので履修計画を立てる際
は、積極的に出席してください。なお、履修相談については、指定された時期に限らず必要に応じて適切に相談をす
るようにしてください。

① 履修科目は、履修登録をしなければなりません。各年次４月の履修登録期間内に１年分を本人が か
ら登録します（履修登録に関する詳細はガイダンスでお知らせします）。

② 期間内に履修登録しなかった場合の履修は認められません。
③ 各学期の履修訂正期間に履修科目の変更（追加・取消）を行うことができます。
④ 休学中または学費未納の学生は、履修登録および受講、試験の受験はできません。
⑤ 同一曜日で同一時限に２科目以上を重複して履修登録をすることはできません。
⑥ 前年度までに履修し、単位を修得した科目を再度履修登録することはできません。
⑦ １年間で履修登録可能な単位数には、上限があります（ＣＡＰ制）。
⑧ 在学する学年より上位学年に配当されている科目を履修登録することはできません。なお、下位学年に配当され

ている科目を履修する場合は、以下の点に注意してください。

●下位学年の開講科目を履修する際の注意点（再履修科目を除く） 

① 授業変更により、所属学年科目と下位学年科目が重複した場合は、下位学年開講科目の授業は「欠席」扱いとな
り、補講等の対象になりません。

② 所属学年の臨地実習を履修するため、下位学年科目に出席できない場合においても、下位学年開講科目の授業は
「欠席」扱いとなり、補講等の対象になりません。

③ ①・②による「欠席」回数が、授業実施時間数の 分の 以上を超えた場合、下位学年開講科目は自動的に「失
格」となることを、あらかじめ理解した上で履修登録を行ってください。

④ 時間割は、教育課程に定められた学年ごとに編成されるため、下位学年で開講されている科目を履修した場合、
①・②・③により単位修得ができなくなる可能性があることを十分理解しておいてください。

⑤ 下位学年の開講科目の学習内容に強い興味があり、学びたい場合は、科目担当教員が「聴講」を認めることがあ
りますので学務課へ申し出てください（授業に出席し学ぶことができますが、すべての授業に出席できた場合で
あっても単位修得はできません）。

４）授業の聴講について 
本学の学生及び卒業生が、復習及び学力強化を目指し、すでに単位を修得した本学の授業科目を再び受講すること（聴
講）ができます。ただし、聴講する者として不適当と認められたときには、受講の許可を取り消すことがあります。

聴講の許可
科目の開講学年より上位学年の学生が卒業及び国家試験の合格を目的に、一度単位認定された授業科目を受講する
場合、又は、国家試験を不合格となった卒業生が、国家試験の合格を目的に本学の授業科目を受講する場合

聴講科目
聴講を許可する科目は、講義科目及び演習若しくは実験・実習科目において「講義形態」で実施される時間となり
ます。また、科目担当教員により許可された授業科目に限り、受講することができます。

手続き方法
単位修得した科目の受講を希望する学生及び卒業生は、前期開講科目は３月末日まで、後期開講科目は９月末日ま
でに科目担当教員へ聴講の希望を申し出た上で許可を得ることが必要です。
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５）ＣＡＰ制について 
大学で学修する講義・演習・実習・実験などの各授業科目には単位数が定められており、単位を修得するためには、

大学における授業に加えて予習・復習からなる自己学習が必要です（ 参照）。
本学では、学修すべき授業科目を精選して十分な学修時間を確保し、授業内容を深く修得できることを目的にＣＡＰ

制を導入しています。ＣＡＰ制とは、各学年が履修できる 年間の総単位数に上限を設定することで、各学科のディプ
ロマ・ポリシーを達成するための学修を計画的に進められるよう適切に授業科目を履修できることを目的とした制度で
す。１年間の履修科目登録単位の上限は、学科により異なります。

項 目 看護学科 栄養学科
履修科目登録単位の上限（１年間） 単単位位 単単位位

ＣＡＰ制対象外の科目
・再履修科目
・編入学生及び転学科生の履修科目

・栄養教諭一種免許取得に必要な科目
・再履修科目
・編入学生及び転学科生の履修科目

※栄養教諭一種免許取得に必要な科目においては、卒業要件の単位に含まれません。

Ⅰ ９  授業について  

１）授業中のマナー
授業を受ける際は、下記の内容を厳守した上で受講してください。

（１） 授業中の私語は禁止です。
（２） 遅刻はしないでください。やむを得ない事情で遅刻した場合は、授業の妨げにならないよう静かに教室に入室

してください。授業終了後に、理由を授業担当教員に伝えてください。また、授業担当教員に断りなく途中退
室はしないでください。

（３） 授業担当教員の指示により、もしくは、授業担当教員の許可を得て授業のために使用する場合を除き、携帯電
話・スマートフォン・ ・タブレット端末などの使用を禁止します。授業中は電源を切るか、マナーモードに
してください。

（４） 特別な理由がある場合を除き、授業の撮影・録画・録音は原則禁止です。必要な場合は、必ず授業担当教員の
許可を得てください。

（５） 飲食は原則禁止としますが、授業担当教員の指示に従ってください

２）授業の出席・授業内課題における不正 
下記に該当する行為は、不正行為の対象となります。
 
（１） 本人が授業に出席をしていないにもかかわらず出席カードやそれに代わるものを他人が記入し提出する
（２） 科目の出席登録サイト（ 等）の を他人に流出する
（３） 他人の学生証を所持・使用する
（４） 授業内課題の不正（剽窃・盗用等）

３）授業時間 
本学の授業は、１時限 分を原則としています。

時 限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限
授業時間 ９ ～ ～ ～ ～ ～
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５）ＣＡＰ制について 
大学で学修する講義・演習・実習・実験などの各授業科目には単位数が定められており、単位を修得するためには、

大学における授業に加えて予習・復習からなる自己学習が必要です（ 参照）。
本学では、学修すべき授業科目を精選して十分な学修時間を確保し、授業内容を深く修得できることを目的にＣＡＰ

制を導入しています。ＣＡＰ制とは、各学年が履修できる 年間の総単位数に上限を設定することで、各学科のディプ
ロマ・ポリシーを達成するための学修を計画的に進められるよう適切に授業科目を履修できることを目的とした制度で
す。１年間の履修科目登録単位の上限は、学科により異なります。

項 目 看護学科 栄養学科
履修科目登録単位の上限（１年間） 単単位位 単単位位

ＣＡＰ制対象外の科目
・再履修科目
・編入学生及び転学科生の履修科目

・栄養教諭一種免許取得に必要な科目
・再履修科目
・編入学生及び転学科生の履修科目

※栄養教諭一種免許取得に必要な科目においては、卒業要件の単位に含まれません。

Ⅰ ９  授業について  

１）授業中のマナー
授業を受ける際は、下記の内容を厳守した上で受講してください。

（１） 授業中の私語は禁止です。
（２） 遅刻はしないでください。やむを得ない事情で遅刻した場合は、授業の妨げにならないよう静かに教室に入室

してください。授業終了後に、理由を授業担当教員に伝えてください。また、授業担当教員に断りなく途中退
室はしないでください。

（３） 授業担当教員の指示により、もしくは、授業担当教員の許可を得て授業のために使用する場合を除き、携帯電
話・スマートフォン・ ・タブレット端末などの使用を禁止します。授業中は電源を切るか、マナーモードに
してください。

（４） 特別な理由がある場合を除き、授業の撮影・録画・録音は原則禁止です。必要な場合は、必ず授業担当教員の
許可を得てください。

（５） 飲食は原則禁止としますが、授業担当教員の指示に従ってください

２）授業の出席・授業内課題における不正 
下記に該当する行為は、不正行為の対象となります。
 
（１） 本人が授業に出席をしていないにもかかわらず出席カードやそれに代わるものを他人が記入し提出する
（２） 科目の出席登録サイト（ 等）の を他人に流出する
（３） 他人の学生証を所持・使用する
（４） 授業内課題の不正（剽窃・盗用等）

３）授業時間 
本学の授業は、１時限 分を原則としています。

時 限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限
授業時間 ９ ～ ～ ～ ～ ～

４）休講・補講・補講等（補習）・集中講義 
休講、補講、講義変更等の連絡は、 でお知らせします。

休 講 担当教員等の都合により予定されていた授業が行われないことを「休講」といいます。

補 講 休講等により授業時間が不足した場合、授業回数を補うために「補講」が行われます。

補講等（補習） 大学が認める特段の理由による欠席として扱われた場合に本人の申し出により受けることができます。

集 中 講 義
科目によっては、通常の時間割以外のある一定期間（長期休業日等）に集中して授業を行います。これ
を「集中講義」といいます。

５）欠席の取扱い 
（１） 欠席により、授業への出席回数不足が生じると、失格となります。
（２） 遅刻、早退などにより授業を 分以上受講しない場合は、欠席として取り扱います。
（３） 欠席事由によっては、「大学が認める特段の理由」による欠席として扱われます（大学が認める特段の理由に

よる欠席の適用範囲参照）。
（４） 試験又は実習を欠席した場合は、 を確認してください。

大大学学がが認認めめるる特特段段のの理理由由にによよるる欠欠席席のの適適用用範範囲囲
事由 許可日数 必要添付書類等

災災害害、、公公共共交交通通機機関関のの障障害害 当該日のみ 被災（罹災）証明書、事故証明書、遅延証明書

忌忌引引きき
配偶者 ７日以内 新聞の死亡欄又は葬儀礼状等

※上記書類がない場合は保護者による証明を提出
（要押印）

一親等 父母、子 ７日以内
二親等 祖父母、兄弟姉妹 ３日以内

イインンフフルルエエンンザザ等等のの感感染染症症にによよ
るる出出席席停停止止（（学学生生便便覧覧参参照照））

医師の診断書により、出席停止を必要
とされた期間に限る

・医師の診断書又は登校許可証明書（感染症用）
※病名、受診日および出席停止期間（自宅療養に要す
る日数または出席停止解除日）の記載が必要。

そそのの他他教教務務委委員員会会がが認認めめたた事事由由
欠席事由を証明できる書類等から判断
できる期間に限る

・欠席事由を証明できる書類等

※新型コロナウイルス感染症にについて
濃厚接触者及びコロナ疑いの症状により受診・受検した者については「大学が認める特段の理由による欠席」には

該当しません。

授授業業のの欠欠席席届届・・欠欠席席連連絡絡ににつついいてて
大学が認める特段の理由による欠席 その他の欠席（風邪等の自己都合による）

①学務課（ ）宛に欠席理由を連絡
※教員への欠席連絡については、授業科目ごとのルールに従う。

①学務課への連絡は不要
※教員への欠席連絡については、授業科目ごとのル
ールに従う。②欠席日を含めた原則 日以内に授業欠席届を学務課窓口に提出する。

（メールやチャットでは受付不可）
※欠席理由を明確にする証明書を添付する。
※ 日経過後も登校できない場合は、その都度学務課の指示を受ける。
※補講等は、学生が教員へ申し出ること。学生の申し出がなければ補講等
は実施しません。（補講実施の有無に問わず、欠席の扱いになることは変
わりありません。）
※疾病などの理由で 日間以上連続して欠席する場合は、「長期欠席届」を提出する必要があります。
※「大学が認める特段の理由による欠席」以外の欠席については、特段の指示がない限り病院の診断書は不要です。
※実習や試験の欠席については実習要項、又は履修要項「試験について」を確認してください。
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６）公欠（公認欠席）制度 
以下の事由で授業を欠席し指定された手続きをした場合、公欠と認められ欠席の扱いとなりません。ただし公欠とし

て取り扱う欠席の回数は、授業実施時間数の 分の までとなります。
公欠制度を利用する場合は、事前に学務課まで申し出てください。

（１） 学長の指示又は許可により、学内及び学外で行われる行事、式典等に参加する場合
（２） スポーツ特待生が公式試合に出場する場合
（３） 学生の団体（サークル）が全道大会以上の大会に出場する場合
（４） （３）以外の活動で、各種団体・連盟等から個人を特定して出場要請があった場合
（５） 「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」に基づき、裁判員としての任務を果たす場合
（６） その他教務委員会が必要と認めた場合

７）欠席回数の自己管理について
（１） 授業への出席回数不足（授業出席時間数がその授業時間数の３分の２未満）が生じると、単位を修得できませ

ん。出欠席回数については、学生各自、自己管理を徹底してください。
（２） 科目担当教員や学務課から学生に対し、欠席回数に関する警告連絡はしません。出欠席については自己管理を

徹底した上で、確認する場合は学生自身が直接科目担当教員に行ってください。

８）天候による非常事態への対応 
悪天候が予想される場合は、必ず下記の時刻に天気予報を確認してください。なお、休講措置については、確認の意

味から学生緊急メールに一斉送信します。メールが受信できない学生は、必ず事前に設定を行っておいてください。
（１） 学生の休講措置の条件

午前７時および午前 時の時点で石狩中部（札幌市、江別市）または石狩全域に次のいずれかの特別警報また
は警報が発令された場合は、午前および午後の授業を休講にします。

（２） 発令警報の種類
① 「暴風特別警報」または「大雨特別警報」が発令されている場合
② 「暴風警報」と「大雨警報」が同時発令されている場合
③ 「大雪特別警報」または「大雪警報」が発令されている場合
④ 「暴風雪特別警報」または「暴風雪警報」が発令されている場合

※１．注意報は該当しません。
※２．日本気象協会では、石狩全域を次の３つに分類しています。
・石狩北部【石狩市、当別町、新篠津村】
・石狩中部【札幌市、江別市】
・石狩南部【千歳市、恵庭市、北広島市】

（３） 地震等の災害が発生した時に一斉に緊急メールを送信するので、その指示に従ってください。

９）授業評価アンケート 
履修しているすべての科目について、授業評価アンケートを行います。アンケートの結果は、データ化して記述式回

答とともに各科目担当者へフィードバックし、今後の授業改善および組織的教育改善に活用します。集計結果は、掲示
および図書館にて開示します。

確認時刻 休講する時限
午前７時 １・２時限の授業を休講にします。
午前 時 ３・４・５時限の授業を休講にします。
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６）公欠（公認欠席）制度 
以下の事由で授業を欠席し指定された手続きをした場合、公欠と認められ欠席の扱いとなりません。ただし公欠とし

て取り扱う欠席の回数は、授業実施時間数の 分の までとなります。
公欠制度を利用する場合は、事前に学務課まで申し出てください。

（１） 学長の指示又は許可により、学内及び学外で行われる行事、式典等に参加する場合
（２） スポーツ特待生が公式試合に出場する場合
（３） 学生の団体（サークル）が全道大会以上の大会に出場する場合
（４） （３）以外の活動で、各種団体・連盟等から個人を特定して出場要請があった場合
（５） 「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」に基づき、裁判員としての任務を果たす場合
（６） その他教務委員会が必要と認めた場合

７）欠席回数の自己管理について
（１） 授業への出席回数不足（授業出席時間数がその授業時間数の３分の２未満）が生じると、単位を修得できませ

ん。出欠席回数については、学生各自、自己管理を徹底してください。
（２） 科目担当教員や学務課から学生に対し、欠席回数に関する警告連絡はしません。出欠席については自己管理を

徹底した上で、確認する場合は学生自身が直接科目担当教員に行ってください。

８）天候による非常事態への対応 
悪天候が予想される場合は、必ず下記の時刻に天気予報を確認してください。なお、休講措置については、確認の意

味から学生緊急メールに一斉送信します。メールが受信できない学生は、必ず事前に設定を行っておいてください。
（１） 学生の休講措置の条件

午前７時および午前 時の時点で石狩中部（札幌市、江別市）または石狩全域に次のいずれかの特別警報また
は警報が発令された場合は、午前および午後の授業を休講にします。

（２） 発令警報の種類
① 「暴風特別警報」または「大雨特別警報」が発令されている場合
② 「暴風警報」と「大雨警報」が同時発令されている場合
③ 「大雪特別警報」または「大雪警報」が発令されている場合
④ 「暴風雪特別警報」または「暴風雪警報」が発令されている場合

※１．注意報は該当しません。
※２．日本気象協会では、石狩全域を次の３つに分類しています。
・石狩北部【石狩市、当別町、新篠津村】
・石狩中部【札幌市、江別市】
・石狩南部【千歳市、恵庭市、北広島市】

（３） 地震等の災害が発生した時に一斉に緊急メールを送信するので、その指示に従ってください。

９）授業評価アンケート 
履修しているすべての科目について、授業評価アンケートを行います。アンケートの結果は、データ化して記述式回

答とともに各科目担当者へフィードバックし、今後の授業改善および組織的教育改善に活用します。集計結果は、掲示
および図書館にて開示します。

確認時刻 休講する時限
午前７時 １・２時限の授業を休講にします。
午前 時 ３・４・５時限の授業を休講にします。

Ⅰ 試験について  

１）試験の種類・手続き 
（１） 定期試験
原則として、学期末（前期末と後期末）の指定された期間に実施する試験です。ただし、科目責任者が必要と認める場合には適宜

に実施することがあります。
（２） 追試験
公欠又は大学が認める特段の理由によって、定期試験（定期試験に相当する試験を含む）を欠席した場合に実施する試験です。
評点の上限は、定期試験と同様の扱いとします。届け出をし、教務委員会に認められた場合、各科目１回限り受験することができ

ます。
【【追追試試験験受受験験手手続続ききのの流流れれ】】

欠席事由 教務委員会審議結果 受験の可否等 提出期限

①公欠により受験できない場合（履修規程
第 条に定める事由による取扱い）

教務委員会で認め
られた場合

無料で受験できます 公欠期間開始の
週間前までに提出

②大学が認める特段の理由よる欠席

・災害、公共交通機関の障害
・忌引き
・感染症等による出席停止（感染症とその
出席停止期間は、別に定める。）

教務委員会で認め
られた場合

無料で受験できます

指定された日時までに、
欠席届を提出

教務委員会で認め
られなかった場合 追試験を受験できません

・その他教務委員会が認めた事由

教務委員会で認め
られた場合

科目 円で受験できます
（支払方法：証明書発行サービス）

教務委員会で認め
られなかった場合 追試験を受験できません

※理由を明らかにする証明書類を「追試験受験願」に添付のうえ、指定された日時までに本人が学務課に提出
※体調不良で定期試験を欠席した場合は、必ず病院等を受診し、診断書を追試験受験願に添付のうえ、学務課へ届け出てください。
※診断書には、病名のほか、受診日および出席停止期間（自宅療養に要する日数または出席停止解除日）の記載が必要です。
※受診日と診断結果、病名のみの診断書、また病院等を受診せず、市販薬の領収書等を添付しても証明書としては認められません。

（３） 再試験
定期試験等又は追試験において不合格となり、再試験の該当となった場合は、再試験開始前までに試験料を証明書発行サービスに

て支払手続を行ってください。再試験は有料とし、各科目１回限り徴収します。再試験の実施は科目により異なります。
ただし、定期試験（定期試験に相当する試験を含む）又は、追試験を受験しなかった者、不正行為を行ったことにより受験資格を

失った者には、再試験を実施しません。

２）受験資格 
以下のすべてに該当しなければ試験を受けることはできません。受験資格のない者が試験を受けても単位は与えられ

ません。

（１） 履修登録をしていること。
（２） 講義、演習、実習および実技における授業出席時間数が、その授業実施時間数の３分の２以上であること。

※授業実施時間数＝授業実施回数とする。
受験資格に必要な出席回数

８回実施科目の場合 回以上の出席
回実施科目の場合 回以上の出席
回実施科目の場合 回以上の出席

（３） 授業料その他納付金を納めていること。また、追・再試験の場合は、必要な手続きをしていること。
（４） 学生証を提示していること。また、追・再試験の場合は、受験許可書または受験票とともに提示すること。
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３）試験の方法 
試験は、以下のいずれかの方法で行います。

試験形式 ①筆記試験、②口述試験、③レポート試験、④実技試験
※各科目の試験方法は、シラバスの「評価方法・基準」にて確認してください。

４）試験時間 
試験の時間割は、必ず で確認してください。
試験時間は、原則１時限 分ですが、科目によっては 分の場合もあります。なお、天候等により試験時間の開

始時間が遅くなる場合があります。
時 限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限
試験時間 ９ ～ ～ ～ ～ ～

※また、試験規程第４条第２項に定めるとおり、定期試験は、科目担当責任者が必要と認める場合には、適宜行うこ
とができる。その場合、手続き及び実施は、科目責任者の責任下で行うこととする。

５）受験心得 
受験にあたっては、下記の注意事項を十分留意のうえ、試験に臨んでください。
また、体調管理を行い、早めに登校するよう心がけてください。特に冬は交通機関の乱れが予想されますので注意

が必要です。

（１） 受験者は、必ず学生証を携行し、試験の際は、試験監督者の見やすい通路側の机上に提示しなければなりませ
ん。また、追・再試験の場合は、それぞれの受験許可書または受験票も必ず提示してください。

（２） 学生証を紛失または忘れた場合は、学務課で仮学生証を発行します。仮学生証は、発行当日のみ有効で発行手
数料は、 円です。

（３） 指定された座席で受験してください。教室に座席表が貼られるので確認のうえ着席してください。
（４） 試験開始 分前には着席してください。
（５） 試験開始後 分以上遅刻した者は、受験を認めません。遅刻による試験時間の延長も行いません。
（６） 試験開始後 分が経過するまで及び試験終了 分前からは、退室を認めません。
（７） 試験場における物品の賃借および私語を禁じます。
（８） 答案用紙は、原則として再配付しません。
（９） 机上には、学生証（追試験・再試験受験票）、シャープペンシル、替え芯、鉛筆、消しゴム、鉛筆削り、時計

（時計機能だけのもの）、眼鏡、ハンカチ、目薬、ティッシュぺーパー（袋又は箱から中身だけ取り出したも
の）、科目担当教員から持ち込みを許可されたものを置くことができます。その他、事前に申請し教務委員会
から持ち込みの許可を得たものを置くことができます。それ以外の持ち物は、すべて鞄の中に入れて椅子の下
に置いてください。

（１０） 携帯電話や音の出る機器は、電源を切り、かばんに入れてください。
（１１） 答案用紙を提出する場合は、試験監督者の指示する場所に提出してください。
（１２） 体調不良、トイレに行きたい場合などは、挙手をして試験監督者に申し出てください。ただし、原則再入室は

できません。
（１３） その他、試験場においては、すべて試験監督者の指示に従ってください。従わない場合は不正行為と同様に扱

います。
（１４） 解答用紙には、必ず学籍番号と氏名を記載して必ず提出してください。室外に持ち出さないよう注意してくださ

い。
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３）試験の方法 
試験は、以下のいずれかの方法で行います。

試験形式 ①筆記試験、②口述試験、③レポート試験、④実技試験
※各科目の試験方法は、シラバスの「評価方法・基準」にて確認してください。

４）試験時間 
試験の時間割は、必ず で確認してください。
試験時間は、原則１時限 分ですが、科目によっては 分の場合もあります。なお、天候等により試験時間の開

始時間が遅くなる場合があります。
時 限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限
試験時間 ９ ～ ～ ～ ～ ～

※また、試験規程第４条第２項に定めるとおり、定期試験は、科目担当責任者が必要と認める場合には、適宜行うこ
とができる。その場合、手続き及び実施は、科目責任者の責任下で行うこととする。

５）受験心得 
受験にあたっては、下記の注意事項を十分留意のうえ、試験に臨んでください。
また、体調管理を行い、早めに登校するよう心がけてください。特に冬は交通機関の乱れが予想されますので注意

が必要です。

（１） 受験者は、必ず学生証を携行し、試験の際は、試験監督者の見やすい通路側の机上に提示しなければなりませ
ん。また、追・再試験の場合は、それぞれの受験許可書または受験票も必ず提示してください。

（２） 学生証を紛失または忘れた場合は、学務課で仮学生証を発行します。仮学生証は、発行当日のみ有効で発行手
数料は、 円です。

（３） 指定された座席で受験してください。教室に座席表が貼られるので確認のうえ着席してください。
（４） 試験開始 分前には着席してください。
（５） 試験開始後 分以上遅刻した者は、受験を認めません。遅刻による試験時間の延長も行いません。
（６） 試験開始後 分が経過するまで及び試験終了 分前からは、退室を認めません。
（７） 試験場における物品の賃借および私語を禁じます。
（８） 答案用紙は、原則として再配付しません。
（９） 机上には、学生証（追試験・再試験受験票）、シャープペンシル、替え芯、鉛筆、消しゴム、鉛筆削り、時計

（時計機能だけのもの）、眼鏡、ハンカチ、目薬、ティッシュぺーパー（袋又は箱から中身だけ取り出したも
の）、科目担当教員から持ち込みを許可されたものを置くことができます。その他、事前に申請し教務委員会
から持ち込みの許可を得たものを置くことができます。それ以外の持ち物は、すべて鞄の中に入れて椅子の下
に置いてください。

（１０） 携帯電話や音の出る機器は、電源を切り、かばんに入れてください。
（１１） 答案用紙を提出する場合は、試験監督者の指示する場所に提出してください。
（１２） 体調不良、トイレに行きたい場合などは、挙手をして試験監督者に申し出てください。ただし、原則再入室は

できません。
（１３） その他、試験場においては、すべて試験監督者の指示に従ってください。従わない場合は不正行為と同様に扱

います。
（１４） 解答用紙には、必ず学籍番号と氏名を記載して必ず提出してください。室外に持ち出さないよう注意してくださ

い。

６）不正行為 
不正行為または疑わしい行為（試験監督者の指示に従わない者も含む）を行った場合は、即時退室を命じ、それ以

降の受験を停止します。解答用紙及び回収予定の問題冊子の持出しについても不正行為です。不正行為または疑わし
い行為を行った学生に対しては、「札幌保健医療大学試験規程第 条に定める別表「試験における不正行為の措
置」」に基づき対応するとともに、学則第 条の定めるところにより懲戒を行います。

＜＜不不正正行行為為のの種種類類＞＞
試験における不正行為とは、次に定めるものの他、監督員の指示に従わない行為をいう。

（１） 代人受験
（２） 解答用紙の交換
（３） 偽名の記載
（４） カンニング
（５） 使用が許可されていない電子機器その他の物品等の使用
（６） 持ち込み（使用）可の資料等の貸借
（７） レポート等の課題における盗用・剽窃
（８） 問題・解答用紙配付中、配付後及び回収中の私語
（９） 解答用紙の持ち出し

（１０） 回収予定の問題冊子の持ち出し

Ⅰ 単位・成績について  

１）単位について 
単位とは、科目を修得するために必要な学習量を示すもので、単位の計算方法は、１単位の授業科目は 時間の学

修を必要とする内容をもって構成することとしています。例えば、１単位の講義の単位を修得するためには、大学にお
ける 時間の講義に加えて 時間の予習・復習の自己学習が伴った 時間の学修をし、授業実施時間数の３分の２
以上出席して試験等の評価を受けて合格した場合に授与されます。本学では 分の授業で２時間相当の授業時間とみ
なしており、 分の講義に対して２時間の予習と２時間の復習が必要です。授業時間だけではなく、自学自習時間とし
て、予習・復習を行う必要がありますので、以下に例を記載します。

（１） 授業形態ごとの単位の計算方法
単位数は、各授業科目に定められており、授業形態によって必要な学習時間が異なります。
本学では、次の基準により計算しています（学則第 条）。

講義・演習 講義と演習は、 時間から 時間の範囲内で定める時間の授業をもって１単位とします。
実験・実習・実技 実験・実習および実技は、 時間をもって１単位とします。

卒業研究等 卒業研究等の授業科目は、その学修の成果を考慮して単位数を定めます。

（２） 単位と自学自習時間について

区分 具体例 必要学修時間 授業時間
授業時間以外の
自学自習時間

講講義義
２単位の講義科目を
修得するための学修時間

時間
（ 時間×２単位）

時間
（２時間× 回）

時間
（４時間× 回）

演演習習
１単位の演習科目を
修得するための学修時間

時間
（ 時間×１単位）

時間
（２時間× 回）

時間
（１時間× 回）

実実習習
１単位の実習科目を
修得するための学修時間

時間
（ 時間×１単位）

時間
（３時間× 回）

―
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２）単位修得に関する事項 
（１） 成績評価

① 成績評点は 点満点とし、 点以上を合格、 点未満を不合格とします。
② 成績は、秀（ ～ 点）、優（ ～ 点）、良（ ～ 点）、可（ ～ 点）、不可（ 点未満）で表示

され、可以上を合格とします。
③ 追試験の評価は 点満点とし、再試験の評価上限は 点とします。
④ 修得した科目（単位）の成績評価は、成績表に記載されます。成績表には、過去に修得したすべての科目の成

績が記載されています。

（２） ＧＰＡ制度
本学はＧＰＡ制度を導入しています。ＧＰＡ制度とは、学生が履修登録した全科目の成績評価、評定に対して点数

（グレード・ポイント（以下ＧＰ）を設定し、履修登録科目単位数を基に平均値を算出します。
ＧＰＡの最高値は「 」、最低値は「 」となります。

① 成績評価とＧＰ
評価区分 評定（英語表記） 付加するＧＰ

～ 点 秀（Ｓ） ４
～ 点 優（Ａ） ３
～ 点 良（Ｂ） ２
～ 点 可（Ｃ） １

点未満（ ～０点） 不可（Ｄ） ０
出席時間数の２／３に満たない者 失格（Ｐ） ０

学期途中での休学、退学 評定不能（Ｗ） ０
既修得単位認定科目 認定（Ｎ） ＧＰＡの対象としない

② ＧＰＡの算出方法
上表の「付加するＧＰ」を基に計算を行います。

③ ＧＰＡに関する注意事項
）転学科（栄養学科）については、単位認定した科目の成績は「認定」となることから、ＧＰＡ算出の対象にな
りません。
）履修訂正期間内に取り消し手続きを行わなかった場合や履修放棄した場合などは、不合格科目もＧＰＡの算出
に含まれます。履修をやめた科目や不必要な科目は、必ず履修登録の訂正期間に取り消しの手続きを行ってくだ
さい。
）累積成績に基づくＧＰＡを算出する際に、再履修科目が合格した場合は、当該科目を履修する以前に不合格と
なった科目（単位数）は計算式（分母）から除きます。

ｄ）入学前に修得した単位のうち、本学で既修得単位と認定した科目は、ＧＰＡの対象にはなりません。

＜ を活用する主な例＞
① 履修計画や学修指導※

② 保健師国家試験受験資格希望者選抜
③ スポーツ特待生喪失基準
④ 本学学業成績優秀者給付奨学金選抜
⑤ 就職活動の際の学校推薦者選抜

ＧＰＡ＝
（「秀」の単位数×４＋「優」の単位数×３＋「良」の単位数×２＋「可」の単位数×１）

総履修登録単位数

※算出された数値の小数点第３位以下は切り捨てる。
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本学はＧＰＡ制度を導入しています。ＧＰＡ制度とは、学生が履修登録した全科目の成績評価、評定に対して点数

（グレード・ポイント（以下ＧＰ）を設定し、履修登録科目単位数を基に平均値を算出します。
ＧＰＡの最高値は「 」、最低値は「 」となります。
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既修得単位認定科目 認定（Ｎ） ＧＰＡの対象としない

② ＧＰＡの算出方法
上表の「付加するＧＰ」を基に計算を行います。

③ ＧＰＡに関する注意事項
）転学科（栄養学科）については、単位認定した科目の成績は「認定」となることから、ＧＰＡ算出の対象にな
りません。
）履修訂正期間内に取り消し手続きを行わなかった場合や履修放棄した場合などは、不合格科目もＧＰＡの算出
に含まれます。履修をやめた科目や不必要な科目は、必ず履修登録の訂正期間に取り消しの手続きを行ってくだ
さい。
）累積成績に基づくＧＰＡを算出する際に、再履修科目が合格した場合は、当該科目を履修する以前に不合格と
なった科目（単位数）は計算式（分母）から除きます。

ｄ）入学前に修得した単位のうち、本学で既修得単位と認定した科目は、ＧＰＡの対象にはなりません。

＜ を活用する主な例＞
① 履修計画や学修指導※

② 保健師国家試験受験資格希望者選抜
③ スポーツ特待生喪失基準
④ 本学学業成績優秀者給付奨学金選抜
⑤ 就職活動の際の学校推薦者選抜

ＧＰＡ＝
（「秀」の単位数×４＋「優」の単位数×３＋「良」の単位数×２＋「可」の単位数×１）

総履修登録単位数

※算出された数値の小数点第３位以下は切り捨てる。

※成成績績不不振振学学生生にに対対ししててのの指指導導ににつついいてて
各学期の学期 に基づき一定の基準以下の場合、指導、警告及び退学勧告を行います。

ただし、本人及び学年担当教員の意見を聞いた上で、成業の可能性があると判断された場合はこの限りではあ
りません。

＜基準＞
指 導：学期 が 未満の者（学年担当教員による指導）
警 告： 期連続して学期 が 未満の者（学科長による警告）
退学勧告： 期連続して学期 が 未満の者（学部長による退学勧告）

（３） 他大学等における科目の履修等（学則第 条参照）
① 教育上有益と認める時は、他大学等との協議に基づき、当該他大学等の科目を履修することができます。修得

した単位は、 単位を限度として卒業要件単位として認められる場合があります。
② 入学前の既修得単位の認定（学則第 条参照）入学する前の大学または短期大学等において修得した単位に

ついて、審査を受け承認されると本学の科目として単位が認定されます。なお、本学において修得した単位以
外のものについては、合わせて 単位を超えることはできません。詳細は、「既修得単位認定規程」をご覧
ください。

（４） 転学科における科目の履修等
転学科前に在籍していた学科で履修した科目の単位認定は、該当科目において行われます。
２年次以降の科目の履修については、担任または学務課で相談してください。

３）成績通知 
最終評価が記載された成績表は、学期末の試験終了後に学生および保護者へ にてお知らせします。

保護者への通知時期
●前期：９月下旬
●後期：３月下旬
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Ⅱ 看 護 学 科

Ⅱ １ 看護学科の履修要件（先修条件）

１）実習の先修条件
臨地実習に係る科目を履修するためには、あらかじめ単位を修得しておかなければならない科目があり、『先修条件』

として次のとおり細則で定めています。
臨地実習を受講する際は、各実習のオリエンテーションで「実習要項」を配付しますので、熟読して臨んでください。

臨地実習先（病院など）や時期は、科目によって異なります。

【【 年年度度以以降降入入学学生生にに適適用用】】
先修条件のほか、専門基礎科目の必修科目については、その科目の開講年度に単位を修得していなければ、次年度開講科

目の履修ができません。
科 目 先 修 条 件

看護基礎実習Ⅱ

２年次前期までに開講している専門基礎科目の必修科目すべての単位を修得しているこ
と。
看護基礎実習Ⅰ及び看護学概論、看護技術総論、看護技術論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、援助関係論の
科目すべての単位を修得、若しくは修得見込みであること。

成人看護実習Ⅰ
２年次までに開講している専門基礎科目及び専門科目の必修科目すべての単位を修得し
ていること。
３年次前期に開講している成人看護活動論Ⅲの単位を修得、若しくは修得見込みである
こと。成人看護実習Ⅱ

高齢者看護実習

２年次までに開講している専門基礎科目及び専門科目の必修科目すべての単位を修得し
ていること。
３年次前期に開講している高齢者看護活動論Ⅱの単位を修得、若しくは修得見込みであ
ること。

小児看護実習

２年次までに開講している専門基礎科目及び専門科目の必修科目すべての単位を修得し
ていること。
３年次前期に開講している小児看護活動論Ⅱの単位を修得、若しくは修得見込みである
こと。

母性看護実習

２年次までに開講している専門基礎科目及び専門科目の必修科目すべての単位を修得し
ていること。
３年次前期に開講している母性看護活動論Ⅱの単位を修得、若しくは修得見込みである
こと。

精神看護実習
４年次前期までに開講している精神看護学の科目すべての単位を修得、若しくは修
得見込みであること。

在宅看護実習
３年次の臨地実習すべての単位を修得、若しくは修得見込みであること。
４年次前期までに開講している在宅看護論の科目すべての単位を修得、若しくは修得見
込みであること。

看護総合実習 ３年次の臨地実習すべての単位を修得、若しくは修得見込みであること。

公衆衛生看護実習Ⅰ
精神看護実習、在宅看護実習、看護総合実習及び４年次前期までに開講している公衆衛
生看護学の科目すべての単位を修得、若しくは修得見込みであること。

公衆衛生看護実習Ⅱ

公衆衛生看護実習Ⅲ
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２）臨地実習における追実習と再実習について

（追実習）
臨地実習における追実習とは、「大学が認める特段の理由による欠席」等により、やむを得ず実習を欠席した

場合、当該科目を修得するために行う実習をいいます。

・追実習を受けようとする学生は、「授業欠席届」と「欠席理由を明らかにする証明書類」を当該科目の実習終了
後５日以内に学務課に提出する。

・所定の手続きにより教務委員会で認められた場合、各科目１回限り実習することができる。
・追実習は原則として履修登録した年度内の全実習終了後、実習施設との調整可能な期間に実施する。ただし、調

整が不可能な場合は次年度に実施する。
・追実習の期間および日程、内容は当該科目欠席日数および学習状況により決定する。
・単位認定のためには、原則３分の２以上の出席が必要である。
・評価は、通常の単位認定評価と同様とする。

（再実習）
臨地実習における再実習とは、不合格（ 点未満）となった実習科目について当該科目を修得するために行

う実習をいいます。

・再実習は、原則履修登録した当該年度内に行うことはできない。
・当該年度内に単位が修得できなかった実習科目は、次年度に再履修登録を行い実習に臨まなければならない。
・単位認定のためには、原則３分の２以上の出席が必要である。
・評価は、通常の単位認定評価と同様とする。

３）実習以外の科目の先修条件
また、下記の科目の履修については、次表の先修条件となっている科目の単位を修得していなければならない。

科 目 先修条件（単位を修得していなければならない科目）
成人看護活動論Ⅰ

成人看護学概論
成人看護活動論Ⅱ

成人看護活動論Ⅲ
成人看護活動論Ⅰ
成人看護活動論Ⅱ

高齢者看護活動論Ⅰ 高齢者看護学概論
高齢者看護活動論Ⅱ 高齢者看護活動論Ⅰ
小児看護活動論Ⅰ 小児看護学概論
小児看護活動論Ⅱ 小児看護活動論Ⅰ
母性看護活動論Ⅰ 母性看護学概論
母性看護活動論Ⅱ 母性看護活動論Ⅰ
精神看護活動論Ⅰ 精神看護学概論
精神看護活動論Ⅱ 精神看護活動論Ⅰ
公衆衛生看護活動論Ⅰ

公衆衛生看護学概論公衆衛生看護活動論Ⅱ
公衆衛生看護管理論

公衆衛生看護活動論Ⅲ
公衆衛生看護活動論Ⅰ
公衆衛生看護活動論Ⅱ
公衆衛生看護管理論

看護課題研究 看護学研究法
実践総合演習 看護総合実習
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２）臨地実習における追実習と再実習について

（追実習）
臨地実習における追実習とは、「大学が認める特段の理由による欠席」等により、やむを得ず実習を欠席した

場合、当該科目を修得するために行う実習をいいます。

・追実習を受けようとする学生は、「授業欠席届」と「欠席理由を明らかにする証明書類」を当該科目の実習終了
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・所定の手続きにより教務委員会で認められた場合、各科目１回限り実習することができる。
・追実習は原則として履修登録した年度内の全実習終了後、実習施設との調整可能な期間に実施する。ただし、調

整が不可能な場合は次年度に実施する。
・追実習の期間および日程、内容は当該科目欠席日数および学習状況により決定する。
・単位認定のためには、原則３分の２以上の出席が必要である。
・評価は、通常の単位認定評価と同様とする。

（再実習）
臨地実習における再実習とは、不合格（ 点未満）となった実習科目について当該科目を修得するために行

う実習をいいます。

・再実習は、原則履修登録した当該年度内に行うことはできない。
・当該年度内に単位が修得できなかった実習科目は、次年度に再履修登録を行い実習に臨まなければならない。
・単位認定のためには、原則３分の２以上の出席が必要である。
・評価は、通常の単位認定評価と同様とする。

３）実習以外の科目の先修条件
また、下記の科目の履修については、次表の先修条件となっている科目の単位を修得していなければならない。

科 目 先修条件（単位を修得していなければならない科目）
成人看護活動論Ⅰ

成人看護学概論
成人看護活動論Ⅱ

成人看護活動論Ⅲ
成人看護活動論Ⅰ
成人看護活動論Ⅱ

高齢者看護活動論Ⅰ 高齢者看護学概論
高齢者看護活動論Ⅱ 高齢者看護活動論Ⅰ
小児看護活動論Ⅰ 小児看護学概論
小児看護活動論Ⅱ 小児看護活動論Ⅰ
母性看護活動論Ⅰ 母性看護学概論
母性看護活動論Ⅱ 母性看護活動論Ⅰ
精神看護活動論Ⅰ 精神看護学概論
精神看護活動論Ⅱ 精神看護活動論Ⅰ
公衆衛生看護活動論Ⅰ

公衆衛生看護学概論公衆衛生看護活動論Ⅱ
公衆衛生看護管理論

公衆衛生看護活動論Ⅲ
公衆衛生看護活動論Ⅰ
公衆衛生看護活動論Ⅱ
公衆衛生看護管理論

看護課題研究 看護学研究法
実践総合演習 看護総合実習

Ⅱ ２ 看護学科の卒業要件・進級要件
１）卒業要件

４年以上在学し、卒業に必要な単位数を修得していることが必要です。
科目区分 基礎教育科目 専門基礎科目 専門科目 小計
必修単位 単位 単位 単位 単位
選択単位 単位以上 ４単位以上 ６単位以上 単位以上
小 計 単位以上 単位以上 単位以上 単位以上
合 計 単位以上

※養護教諭二種免許状取得申請に必要な科目（情報管理論とスポーツ理論）は、卒業要件に含まれません。

２）進級要件
上級学年に進級するためには、次の要件を満たしていることが必要です。

●２年次進級
在学期間 基礎教育科目 専門基礎科目 専門科目

１年以上 ― １年次に配当されている
必修科目のすべてを修得

●３年次進級
在学期間 基礎教育科目 専門基礎科目 専門科目

２年以上
配当されている

必修科目のすべてを修得
選択科目７単位以上

２年次に配当されている
必修科目のすべてを修得

●４年次進級
在学期間 基礎教育科目 専門基礎科目 専門科目

３年以上 ― ―
３年次に配当されている

必修科目を 単位以上修得
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ⅡⅡ ３ 看護学科の資格の取得
１）看護師国家試験受験資格
本学保健医療学部看護学科を卒業した者は、看護師の国家試験受験資格を取得することができます。
（１） 国家試験申請手続きの流れ

時期（予定） 内 容
月 国家試験ガイダンスの実施
月 大学から願書を一括提出

２月 受験票配付と免許申請ガイダンスの実施
２月 保健師・看護師国家試験
２月 卒業判定会議で卒業の認定
３月 国家試験合格発表

（２） 免許申請について
国家試験合格後の免許の申請は、各自で行ってください。

２）保健師国家試験受験資格（選抜制）
本学保健医療学部看護学科が指定する科目を修得して卒業した者は、保健師の国家試験受験資格を取得することがで

きます。定員は 名です。
保健師国家試験受験資格取得を希望する者は、公衆衛生看護学履修生審査会の審査が必要なため、次の選考基準をす

べて満たしたうえで、申請してください。
（１） 選抜基準

① 保健師への興味・関心および学習意欲が認められること。
② ２年次までの必修科目の全ての単位を修得していること。
③ ２年次までの専門科目（必修）の全科目成績評価において、ＧＰＡが原則２ ５以上であること。
④ 学業生活が全般に安定し、成業の見込みがあること。

（２） 手続きの流れ
（３） 選抜方法については、１年次の入学ガイダンスから説明を開始します。

年 次 時期（予定） 内 容
２年次 ２年次後期～ 履修申請書、志望理由書配布

３年次

４月 一次審査：履修申請書、志望理由書提出
５月 二次審査：申請者への面接実施（成績確認）
５月 最終審査：審査会による総合審査
６月 審査結果の通知（学内公表）

月～ 対象科目受講
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ⅡⅡ ３ 看護学科の資格の取得
１）看護師国家試験受験資格
本学保健医療学部看護学科を卒業した者は、看護師の国家試験受験資格を取得することができます。
（１） 国家試験申請手続きの流れ

時期（予定） 内 容
月 国家試験ガイダンスの実施
月 大学から願書を一括提出

２月 受験票配付と免許申請ガイダンスの実施
２月 保健師・看護師国家試験
２月 卒業判定会議で卒業の認定
３月 国家試験合格発表

（２） 免許申請について
国家試験合格後の免許の申請は、各自で行ってください。

２）保健師国家試験受験資格（選抜制）
本学保健医療学部看護学科が指定する科目を修得して卒業した者は、保健師の国家試験受験資格を取得することがで

きます。定員は 名です。
保健師国家試験受験資格取得を希望する者は、公衆衛生看護学履修生審査会の審査が必要なため、次の選考基準をす

べて満たしたうえで、申請してください。
（１） 選抜基準

① 保健師への興味・関心および学習意欲が認められること。
② ２年次までの必修科目の全ての単位を修得していること。
③ ２年次までの専門科目（必修）の全科目成績評価において、ＧＰＡが原則２ ５以上であること。
④ 学業生活が全般に安定し、成業の見込みがあること。

（２） 手続きの流れ
（３） 選抜方法については、１年次の入学ガイダンスから説明を開始します。

年 次 時期（予定） 内 容
２年次 ２年次後期～ 履修申請書、志望理由書配布

３年次

４月 一次審査：履修申請書、志望理由書提出
５月 二次審査：申請者への面接実施（成績確認）
５月 最終審査：審査会による総合審査
６月 審査結果の通知（学内公表）

月～ 対象科目受講

（４） 保健師国家試験受験資格取得要件
卒業要件とあわせて次表の科目を修得していることが必要です。

科目区分 科目名 単位数

専門基礎科目
疫学
保健医療福祉行政論Ⅱ
保健統計学Ⅱ

２単位
２単位
１単位

専門科目

慢性看護論家
族看護論国際
看護論
公衆衛生看護学概論
公衆衛生看護活動論Ⅰ
公衆衛生看護活動論Ⅱ
公衆衛生看護活動論Ⅲ
公衆衛生看護管理論
公衆衛生看護実習Ⅰ
公衆衛生看護実習Ⅱ
公衆衛生看護実習Ⅲ

２単位
１単位
１単位
１単位
２単位
２単位
１単位
１単位
２単位
２単位
１単位

３）養護教諭二種免許
下記の科目の必要単位数を修得し、かつ保健師免許を取得したうえで、各都道府県教育委員会に申請することによって、

養護教諭二種免許を取得することができます。
保健師免許を取得する予定で、養護教諭二種免許も申請しようとする場合は、下記の必要科目の単位を修得してください。

養護教諭二種免許取得申請に必要な科目は、次表のとおりです。
なお、※の科目の修得単位は、卒業に必要な単位数および１年間の履修科目の登録上限（ 単位）には含みません。

教職免許法施行規則
第 条の６に定める科目

本学の授業科目

科目名 単位数 科目名 単位数
日本国憲法 ２単位 法と人権 ２単位

体育 ２単位 スポーツ科学と運動 １単位
※スポーツ理論 １単位

外国語コミュニケーション ２単位 英語Ⅰ（基礎） １単位
英語Ⅱ（会話） １単位

情報機器の操作 ２単位 情報処理 １単位
※情報管理論 １単位

●免許状申請について
卒業後、保健師免許を取得したうえで、養護教諭二種免許の申請をする場合は、本学で「学力に関する証明書」（上記科

目単位の取得を証明するもの）の発行を受けてください。１通 円になります。
北海道で申請する場合は、北海道教育委員会に確認し、各自で申請してください。
必要書類等は、北海道教育委員会のホームページで確認できます。
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Ⅱ-４ 教育課程表 （卒業までに必要な授業科目と単位数の一覧）

看護学科

看護師
のみ

保健師
希望者

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 履修 履修 履修
学びの理解 講義 ● ● ●

生物学 講義
化学 講義
論理的思考 講義 ● ● ●

情報処理 演習 ● ● ●

統計分析法 演習 ● ● ●

英語Ⅰ（基礎） 演習 ● ● ●

英語Ⅱ（会話） 演習 ● ● ●

英語Ⅲ（読解） 演習
英語Ⅳ（総合） 演習
表現技法Ⅰ（読解・分析） 演習 ● ● ●

表現技法Ⅱ（討議・発表） 演習 ● ● ●

心理学 講義 ● ● ●

倫理学 講義 ● ● ●

現代社会論 講義 ● ● ●

生態学 講義
生活環境論 講義
教育学 講義
文学と人間 講義
スポーツ科学と運動 演習 ●

法と人権 講義 ●

地域社会文化論 講義
国際社会論 講義
社会貢献と活動 演習

小小　　計計 （（2244科科目目））
形態機能学Ⅰ 講義 ● ● ●

形態機能学Ⅱ 講義 ● ● ●

感染免疫学 講義 ● ● ●

病態学 講義 ● ● ●

薬理学 講義 ● ● ●

栄養代謝学 講義 ● ● ●

生涯発達論 講義 ● ● ●

臨床心理学 講義 ● ● ●

疾病治療論Ⅰ 講義 ● ● ●

疾病治療論Ⅱ 講義 ● ● ●

環境保健論 講義 ● ● ●

社会福祉論 講義 ● ● ●

疫学 講義 ● ●

保健医療福祉行政論Ⅰ 講義 ● ● ●

保健医療福祉行政論Ⅱ 講義 ● ●

保健統計学Ⅰ 演習 ● ● ●

保健統計学Ⅱ 演習 ● ●

生命倫理 講義
小小　　計計 （（1188科科目目））

看護学概論 講義 ● ● ●

看護技術総論 演習 ● ● ●

援助関係論 演習 ● ● ●

看護技術論Ⅰ 演習 ● ● ●

看護技術論Ⅱ 演習 ● ● ●

看護技術論Ⅲ 演習 ● ● ●

健康教育論 講義 ● ● ●

地域保健医療看護論 演習 ● ● ●

看護倫理 講義 ● ● ●

看護理論 講義 ● ● ●

看護基礎実習Ⅰ 実習 ● ● ●

看護基礎実習Ⅱ 実習 ● ● ●

養護教諭
二種免許
希望者

●看護師・保健師国家試験受験資格および養護教諭二種免許希望者必修科目

授業
形態 選択

看護の基本

専
門
科
目

科目区分 授業科目の名称

単位数 開講年次・時間数 卒業認定に必要な科目

卒業必要単位数
必修

１年 ２年 ３年 ４年

基
礎
教
育
科
目

学習と思考力

【基礎教育科目】
必修科目14単位
選択科目10単位

以上

計24単位以上修得

言語と表現力

人間と社会

専
門
基
礎
科
目

個人と健康

【専門基礎科目】
必修科目23単位
選択科目4単位

以上

計27単位以上修得

社会と健康
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Ⅱ-４ 教育課程表 （卒業までに必要な授業科目と単位数の一覧）

看護学科

看護師
のみ

保健師
希望者

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 履修 履修 履修
学びの理解 講義 ● ● ●

生物学 講義
化学 講義
論理的思考 講義 ● ● ●

情報処理 演習 ● ● ●

統計分析法 演習 ● ● ●

英語Ⅰ（基礎） 演習 ● ● ●

英語Ⅱ（会話） 演習 ● ● ●

英語Ⅲ（読解） 演習
英語Ⅳ（総合） 演習
表現技法Ⅰ（読解・分析） 演習 ● ● ●

表現技法Ⅱ（討議・発表） 演習 ● ● ●

心理学 講義 ● ● ●

倫理学 講義 ● ● ●

現代社会論 講義 ● ● ●

生態学 講義
生活環境論 講義
教育学 講義
文学と人間 講義
スポーツ科学と運動 演習 ●

法と人権 講義 ●

地域社会文化論 講義
国際社会論 講義
社会貢献と活動 演習

小小　　計計 （（2244科科目目））
形態機能学Ⅰ 講義 ● ● ●

形態機能学Ⅱ 講義 ● ● ●

感染免疫学 講義 ● ● ●

病態学 講義 ● ● ●

薬理学 講義 ● ● ●

栄養代謝学 講義 ● ● ●

生涯発達論 講義 ● ● ●

臨床心理学 講義 ● ● ●

疾病治療論Ⅰ 講義 ● ● ●

疾病治療論Ⅱ 講義 ● ● ●

環境保健論 講義 ● ● ●

社会福祉論 講義 ● ● ●

疫学 講義 ● ●

保健医療福祉行政論Ⅰ 講義 ● ● ●

保健医療福祉行政論Ⅱ 講義 ● ●

保健統計学Ⅰ 演習 ● ● ●

保健統計学Ⅱ 演習 ● ●

生命倫理 講義
小小　　計計 （（1188科科目目））

看護学概論 講義 ● ● ●

看護技術総論 演習 ● ● ●

援助関係論 演習 ● ● ●

看護技術論Ⅰ 演習 ● ● ●

看護技術論Ⅱ 演習 ● ● ●

看護技術論Ⅲ 演習 ● ● ●

健康教育論 講義 ● ● ●

地域保健医療看護論 演習 ● ● ●

看護倫理 講義 ● ● ●

看護理論 講義 ● ● ●

看護基礎実習Ⅰ 実習 ● ● ●

看護基礎実習Ⅱ 実習 ● ● ●

養護教諭
二種免許
希望者

●看護師・保健師国家試験受験資格および養護教諭二種免許希望者必修科目

授業
形態 選択

看護の基本

専
門
科
目

科目区分 授業科目の名称

単位数 開講年次・時間数 卒業認定に必要な科目

卒業必要単位数
必修

１年 ２年 ３年 ４年

基
礎
教
育
科
目

学習と思考力

【基礎教育科目】
必修科目14単位
選択科目10単位

以上

計24単位以上修得

言語と表現力

人間と社会

専
門
基
礎
科
目

個人と健康

【専門基礎科目】
必修科目23単位
選択科目4単位

以上

計27単位以上修得

社会と健康

教育課程表 （卒業までに必要な授業科目と単位数の一覧）

看護師
のみ

保健師
希望者

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 履修 履修 履修
成人看護学概論 講義 ● ● ●

成人看護活動論Ⅰ 講義 ● ● ●

成人看護活動論Ⅱ 演習 ● ● ●

成人看護活動論Ⅲ 講義 ● ● ●

成人看護実習Ⅰ 実習 ● ● ●

成人看護実習Ⅱ 実習 ● ● ●

高齢者看護学概論 講義 ● ● ●

高齢者看護活動論Ⅰ 演習 ● ● ●

高齢者看護活動論Ⅱ 講義 ● ● ●

高齢者看護実習 実習 ● ● ●

小児看護学概論 講義 ● ● ●

小児看護活動論Ⅰ 演習 ● ● ●

小児看護活動論Ⅱ 講義 ● ● ●

小児看護実習 実習 ● ● ●

母性看護学概論 講義 ● ● ●

母性看護活動論Ⅰ 演習 ● ● ●

母性看護活動論Ⅱ 講義 ● ● ●

母性看護実習 実習 ● ● ●

精神看護学概論 講義 ● ● ●

精神看護活動論Ⅰ 演習 ● ● ●

精神看護活動論Ⅱ 講義 ● ● ●

精神看護実習 実習 ● ● ●

在宅看護論Ⅰ 講義 ● ● ●

在宅看護論Ⅱ 演習 ● ● ●

医療安全論 講義 ● ● ●

看護学研究法 講義 ● ● ●

看護課題研究 演習 ● ● ●

リハビリテーション看護論 講義
がん看護論 講義
クリティカル看護論 講義
慢性看護論 講義 ● ●

終末期看護論 講義
家族看護論 講義 ● ●

国際看護論 講義 ● ●

看護管理論 講義
看護教育論 講義
在宅看護実習 実習 ● ● ●

看護総合実習 実習 ● ● ●

実践総合演習 演習 ● ● ●

公衆衛生看護学概論 講義 ● ●

公衆衛生看護活動論Ⅰ 講義 ● ●

公衆衛生看護活動論Ⅱ 演習 ● ●

公衆衛生看護活動論Ⅲ 講義 ● ●

公衆衛生看護管理論 講義 ● ●

公衆衛生看護実習Ⅰ 実習 ● ●

公衆衛生看護実習Ⅱ 実習 ● ●

公衆衛生看護実習Ⅲ 実習 ● ●

小小　　計計 （（5599科科目目））
（（110011科科目目））
情報管理論 講義 ●

スポーツ理論 講義 ●

（（22科科目目））

【過年度の開講科目学期変更】
平成26年度：①「成人看護活動論Ⅰ」後期➡通年、②「小児看護学概論」後期➡前期、③「母性看護学概論」後期➡前期
平成27年度：①「保健統計学Ⅰ」前期➡後期、②「成人看護学概論」２年前期➡１年後期
平成28年度：①「看護技術論Ⅲ」前期➡後期

養護教諭
二種免許
希望者

養護教諭二種免許取
得申請に必要な科目

卒業要件及び履修方法

専
門
科
目

人間の発達段
階と看護活動

【専門科目】
必修科目67単位
選択科目6単位

以上
　

計73単位以上修得

【卒業要件】
基礎教育科目では24単位以上(必修14単位および選択科目10単位以上)、専門基礎科目27単位以上（必修23単位および選択科目4単位以上）、専門科目73単位以上（必修67単位および選択
科目6単位以上）を履修し、合計124単位以上を修得していること。
※原則、基礎教育科目のうち選択科目の履修は開講年次とするが、当該科目の単位修得状況により下級年次配当科目の履修を認める｡
【資格取得要件及び履修方法】
1年間の履修科目の登録の上限は、40単位とする。
【保健師国家試験受験資格取得に必要な要件】
卒業要件（124単位）の他に、公衆衛生看護学科目の全て(12単位)を修得すること。なお、専門基礎科目及び専門科目の選択科目のうち、｢疫学｣｢保健医療福祉行政論Ⅱ｣｢保健統計学Ⅱ｣
｢慢性看護論｣「家族看護論」｢国際看護論｣の単位は必ず選択することとし、合計137単位以上を修得していること。
【養護教諭二種免許取得に必要な要件】
保健師国家試験受験資格取得に必要な科目のほかに養護教諭二種免許取得申請に必要な科目の全てを修得すること。なお、基礎教育科目の選択科目のうち、「法と人権」「スポーツ科学
と運動」の単位は必ず修得していること。なお、「情報管理論」「スポーツ理論」の単位数は、卒業要件および履修科目の登録の上限40単位には含まない。

●看護師・保健師国家試験受験資格および養護教諭二種免許希望者必修科目

科目区分 授業科目の名称
授業
形態

単位数 開講年次・時間数 卒業認定に必要な科目

卒業必要単位数
必修 選択

１年 ２年 ３年 ４年

看護の統合と
探究

公衆衛生看護学

合合　　計計

※保健師国家試験
受験資格取得

希望者のみ選択可

合合　　計計
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Ⅱ-５ 科目配置表
看護学科

前 期 単位 後 期 単位 前 期 単位 後 期 単位
学びの理解 統計分析法

生物学

化学

論理的思考

情報処理

英語Ⅰ（基礎） 英語Ⅱ（会話） 英語Ⅲ（読解）

表現技法Ⅰ（読解・分析） 表現技法Ⅱ（討議・発表）

心理学 スポーツ科学と運動 生活環境論 教育学

倫理学 地域社会文化論 社会貢献と活動

生態学 法と人権

現代社会論
11科目 6科目 3科目 1科目

（選択3科目） （選択3科目） （選択3科目） （選択1科目）
形態機能学Ⅰ 形態機能学Ⅱ 薬理学 疾病治療論Ⅱ

感染免疫学 栄養代謝学

病態学 臨床心理学

生涯発達論 疾病治療論Ⅰ

環境保健論 生命倫理 社会福祉論

1科目 5科目 5科目 2科目
（選択1科目）

看護学概論 看護技術論Ⅰ 看護技術論Ⅱ 看護技術論Ⅲ

看護技術総論 地域保健医療看護論 健康教育論

援助関係論 看護倫理

看護基礎実習Ⅰ 看護理論

看護基礎実習Ⅱ　　　　

成人看護学概論 成人看護活動論Ⅰ（通年） 成人看護活動論Ⅰ（通年）

高齢者看護学概論 成人看護活動論Ⅱ

小児看護学概論 高齢者看護活動論Ⅰ

母性看護学概論 小児看護活動論Ⅰ

母性看護活動論Ⅰ

家族看護論

4科目 2科目 6科目 11科目
（選択1科目）

16科目 13科目 14科目 14科目
（選択3科目） （選択3科目） （選択4科目） （選択3科目）

情報管理論

スポーツ理論
2科目

（選択2科目）

区分 １年次

※単位数の（数字）は選択科目、その他は必修科目である。表中の通年科目の単位数は、前期、後期各半分でカウント。
※平成26年度以降開講科目学期変更　「成人看護活動論Ⅰ」：後期→通年、「小児看護学概論」：後期→前期、「母性看護学概論」：後期→前期
※平成27年度以降開講科目学期変更　「保健統計学Ⅰ」：前期→後期、「成人看護学概論」：2年前期→1年後期
※平成28年度以降開講科目学期変更　「看護技術論Ⅲ」：前期→後期

２年次

基
礎
教
育
科
目

学習と思考力

言語と表現力

人間と社会

合計
（内選択科目計）

合計
（内選択科目計）

専
門
基
礎
科
目

個人と健康

社会と健康

専
門
科
目

看護の基本

人間の
発達段階

と看護活動

看護の統合
と探究

公衆衛生看護学

専門基礎科目　小計
（内選択科目計）

基礎教育科目　小計
（内選択科目計）

専門科目　小計
（内選択科目計）

養護教諭二種免許
取得申請に必要な科目

24



Ⅱ-５ 科目配置表
看護学科

前 期 単位 後 期 単位 前 期 単位 後 期 単位
学びの理解 統計分析法

生物学

化学

論理的思考

情報処理

英語Ⅰ（基礎） 英語Ⅱ（会話） 英語Ⅲ（読解）

表現技法Ⅰ（読解・分析） 表現技法Ⅱ（討議・発表）

心理学 スポーツ科学と運動 生活環境論 教育学

倫理学 地域社会文化論 社会貢献と活動

生態学 法と人権

現代社会論
11科目 6科目 3科目 1科目

（選択3科目） （選択3科目） （選択3科目） （選択1科目）
形態機能学Ⅰ 形態機能学Ⅱ 薬理学 疾病治療論Ⅱ

感染免疫学 栄養代謝学

病態学 臨床心理学

生涯発達論 疾病治療論Ⅰ

環境保健論 生命倫理 社会福祉論

1科目 5科目 5科目 2科目
（選択1科目）

看護学概論 看護技術論Ⅰ 看護技術論Ⅱ 看護技術論Ⅲ

看護技術総論 地域保健医療看護論 健康教育論

援助関係論 看護倫理

看護基礎実習Ⅰ 看護理論

看護基礎実習Ⅱ　　　　

成人看護学概論 成人看護活動論Ⅰ（通年） 成人看護活動論Ⅰ（通年）

高齢者看護学概論 成人看護活動論Ⅱ

小児看護学概論 高齢者看護活動論Ⅰ

母性看護学概論 小児看護活動論Ⅰ

母性看護活動論Ⅰ

家族看護論

4科目 2科目 6科目 11科目
（選択1科目）

16科目 13科目 14科目 14科目
（選択3科目） （選択3科目） （選択4科目） （選択3科目）

情報管理論

スポーツ理論
2科目

（選択2科目）

区分 １年次

※単位数の（数字）は選択科目、その他は必修科目である。表中の通年科目の単位数は、前期、後期各半分でカウント。
※平成26年度以降開講科目学期変更　「成人看護活動論Ⅰ」：後期→通年、「小児看護学概論」：後期→前期、「母性看護学概論」：後期→前期
※平成27年度以降開講科目学期変更　「保健統計学Ⅰ」：前期→後期、「成人看護学概論」：2年前期→1年後期
※平成28年度以降開講科目学期変更　「看護技術論Ⅲ」：前期→後期

２年次

基
礎
教
育
科
目

学習と思考力

言語と表現力

人間と社会

合計
（内選択科目計）

合計
（内選択科目計）

専
門
基
礎
科
目

個人と健康

社会と健康

専
門
科
目

看護の基本

人間の
発達段階

と看護活動

看護の統合
と探究

公衆衛生看護学

専門基礎科目　小計
（内選択科目計）

基礎教育科目　小計
（内選択科目計）

専門科目　小計
（内選択科目計）

養護教諭二種免許
取得申請に必要な科目

科目配置表 

前 期 単位 後 期 単位 前 期 単位 後 期 単位

（選択2）

英語Ⅳ（総合）

（選択2）

文学と人間

国際社会論

（選択12）
3科目

（選択1科目） （選択16）

疫学 保健医療福祉行政論Ⅰ 保健医療福祉行政論Ⅱ

保健統計学Ⅰ 保健統計学Ⅱ （選択6）
1科目 2科目 2科目

（選択2科目） （選択6）

成人看護実習Ⅰ（通年） 成人看護実習Ⅰ（通年） 精神看護活動論Ⅱ

成人看護実習Ⅱ（通年） 成人看護実習Ⅱ（通年） 精神看護実習　

高齢者看護実習（通年） 高齢者看護実習（通年）

小児看護実習（通年） 小児看護実習（通年）

母性看護実習（通年） 母性看護実習（通年）

成人看護活動論Ⅲ 精神看護活動論Ⅰ

高齢者看護活動論Ⅱ

小児看護活動論Ⅱ

母性看護活動論Ⅱ

精神看護学概論

医療安全論 在宅看護論Ⅰ 看護課題研究（通年） 看護課題研究（通年）

看護学研究法（通年） 在宅看護論Ⅱ 看護総合実習 国際看護論

看護学研究法（通年） リハビリテーション看護論 看護教育論

看護管理論 がん看護論 実践総合演習

クリティカル看護論

慢性看護論

終末期看護論

在宅看護実習 （選択13）

公衆衛生看護学概論 公衆衛生看護活動論Ⅰ 公衆衛生看護活動論Ⅲ 公衆衛生看護実習Ⅰ

公衆衛生看護活動論Ⅱ 公衆衛生看護実習Ⅱ

公衆衛生看護管理論 公衆衛生看護実習Ⅲ （選択25）
13科目 13科目 11科目 7科目

（選択1科目） （選択6）
14科目 15科目 13科目 10科目

（選択3科目） （選択3科目） （選択4科目） （選択3科目） （選択47）

（選択2）

（選択2）

4年次 単位計
（内選択計）

区分 ３年次

専
門
基
礎
科
目

個人と健康

社会と健康

基
礎
教
育
科
目

学習と思考力

言語と表現力

人間と社会

基礎教育科目　小計
（内選択科目計）

専
門
科
目

看護の基本

人間の
発達段階

と看護活動

看護の統合
と探究

公衆衛生看護学

専門基礎科目　小計
（内選択科目計）

専門科目　小計
（内選択科目計）

養護教諭二種免許
取得申請に必要な科目

合計
（内選択科目計）

合計
（内選択科目計）
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Ⅱ ６ オフィスアワー
教員が特定の曜日・時間を定め、学生からの授業や学生生活全般に関する質問、相談に応じるシステム

です。
面接を希望する学生は、各教員の実施方法を確認のうえ、面談希望教員と連絡を取り面談日を調整して

ください。
未決定の教員は、決定後、掲示にてお知らせします。

時時間間帯帯（（①①②②方方式式））
①１週間のうち、一定期間を教員の個々のスケジュールにより決定しています。
②特に時間を設定していません。

面面談談方方式式（（ 方方式式））
 オープン方式：学生は自由に教員を訪問することができます。
 アポイント方式：学生が各教員とアポイントを取ったうえで訪問することができます。
（メールアドレスを参考にしてください。）

看看護護学学科科
分野 職位 氏名 曜日 時間帯 面談

方式 メールアドレス 研究室
基礎

看護学分野
教授

（学長）
ｵｵﾋﾅﾀ ﾃﾙﾐ
大日向 輝美 月～金 ②

基礎教育
分野 教授 ﾏﾂｵ ﾌﾐｺ

松尾 文子 月～金 ②
専門基礎
教育分野 教授 ｲｴｺ ﾏｻﾋﾛ

家子 正裕 火 以外 ②

基礎
看護学分野

准教授 ｼｭﾄﾞｳ ｴﾘｶ
首藤 英里香 月～金 ②

講師 ｿﾉﾀﾞ ﾉﾘｺ
園田 典子 月～金 ②

講師 ﾓﾄﾖｼ ｱｹﾐ
本吉 明美 月～金 ②

助教 ﾊｾｶﾞﾜ ﾐﾄ
長谷川 美登 月～金 ②

助教 ﾖｺﾔﾏ ｹｲｺ
横山 桂子 月～金 ②

成人
看護学分野

教授 ﾌｼﾞｲ ﾐｽﾞｴ
藤井 瑞恵 月～金 ②

准教授 ｵﾉ ﾖｼｱｷ
小野 善昭 月～金 ②

講師 ｲﾄｳ ﾏﾄﾞｶ
伊藤 円 月～金 ②

講師 ｶﾄｳ ﾀｶﾄｼ
加藤 剛寿 月～金 ②

助教 ｲｹﾉ ｺｳﾍｲ
池野 航平 月～金 ②

助教 ﾎｼ
星 まどか 月～金 ②

高齢者
看護学分野

教授 ﾊｯﾄﾘ
服部 ユカリ 月～金 ②

准教授 ﾅｶﾀ ﾏｲ
中田 真依 月～金 ②

助教 ﾅｶﾀｹ ﾉﾌﾞ
中武 延 月～金 ②
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Ⅱ ６ オフィスアワー
教員が特定の曜日・時間を定め、学生からの授業や学生生活全般に関する質問、相談に応じるシステム

です。
面接を希望する学生は、各教員の実施方法を確認のうえ、面談希望教員と連絡を取り面談日を調整して

ください。
未決定の教員は、決定後、掲示にてお知らせします。

時時間間帯帯（（①①②②方方式式））
①１週間のうち、一定期間を教員の個々のスケジュールにより決定しています。
②特に時間を設定していません。

面面談談方方式式（（ 方方式式））
 オープン方式：学生は自由に教員を訪問することができます。
 アポイント方式：学生が各教員とアポイントを取ったうえで訪問することができます。
（メールアドレスを参考にしてください。）

看看護護学学科科
分野 職位 氏名 曜日 時間帯 面談

方式 メールアドレス 研究室
基礎

看護学分野
教授

（学長）
ｵｵﾋﾅﾀ ﾃﾙﾐ
大日向 輝美 月～金 ②

基礎教育
分野 教授 ﾏﾂｵ ﾌﾐｺ

松尾 文子 月～金 ②
専門基礎
教育分野 教授 ｲｴｺ ﾏｻﾋﾛ

家子 正裕 火 以外 ②

基礎
看護学分野

准教授 ｼｭﾄﾞｳ ｴﾘｶ
首藤 英里香 月～金 ②

講師 ｿﾉﾀﾞ ﾉﾘｺ
園田 典子 月～金 ②

講師 ﾓﾄﾖｼ ｱｹﾐ
本吉 明美 月～金 ②

助教 ﾊｾｶﾞﾜ ﾐﾄ
長谷川 美登 月～金 ②

助教 ﾖｺﾔﾏ ｹｲｺ
横山 桂子 月～金 ②

成人
看護学分野

教授 ﾌｼﾞｲ ﾐｽﾞｴ
藤井 瑞恵 月～金 ②

准教授 ｵﾉ ﾖｼｱｷ
小野 善昭 月～金 ②

講師 ｲﾄｳ ﾏﾄﾞｶ
伊藤 円 月～金 ②

講師 ｶﾄｳ ﾀｶﾄｼ
加藤 剛寿 月～金 ②

助教 ｲｹﾉ ｺｳﾍｲ
池野 航平 月～金 ②

助教 ﾎｼ
星 まどか 月～金 ②

高齢者
看護学分野

教授 ﾊｯﾄﾘ
服部 ユカリ 月～金 ②

准教授 ﾅｶﾀ ﾏｲ
中田 真依 月～金 ②

助教 ﾅｶﾀｹ ﾉﾌﾞ
中武 延 月～金 ②

オフィスアワー

看看護護学学科科
分野 職位 氏名 曜日 時間帯 面談

方式 メールアドレス 研究室
母性

看護学分野 教授 ｻｲﾄｳ ｻｶｴ
齋藤 早香枝 月～金 ②

小児
看護学分野

教授 ｶﾜｻｷ ｶｽﾞｺ
河崎 和子 月 ： ～

：

講師 ｻｻｷ
佐々木 めぐみ 月～金 ②

精神
看護学分野 助教 ﾀｶﾊｼ ﾏｻｷ

高橋 正樹 月～金 ②

総合
看護学分野

教授 ｷﾂﾞ ﾕﾐｺ
木津 由美子 月 ： ～

：

講師 ﾖｼﾀﾞ ﾕｳｺ
吉田 祐子 月～金 ②

地域
看護学分野

教授 ｺﾝﾄﾞｳ ｱｷﾖ
近藤 明代 月～金 ②

准教授 ｱﾝﾄﾞｳ ﾖｳｺ
安藤 陽子 月～金 ②

准教授 ﾀｹｻﾞﾜ ﾁﾋﾛ
武澤 千尋 月～金 ②

講師 ｵｶﾞﾜ ｶﾂｺ
小川 克子 月～金 ②

講師 ｻｸﾅﾐ ｱｷｺ
作並 亜紀子 月～金 ②
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オフィスアワー

栄栄養養学学科科
分野 職位 氏名 曜日 時間帯 面談

方式 メールアドレス 研究室
社会・環境

と健康 講師 ｱﾋﾞｺ ﾋﾛﾐ
安彦 裕実 月～金 ②

人体の構造
と機能及び
疾病の成り

立ち

教授 ﾁﾊﾞ ﾋﾄｼ
千葉 仁志 月～金 ②

准教授 ｷﾝﾀｶ ﾕﾘ
金髙 有里 月～金 ②

講師 ﾂｸｲ ﾀｶﾕｷ
津久井 隆行 月～金 ②

食べ物と
健康

教授 ｲﾀｶﾞｷ ﾔｽﾊﾙ
板垣 康治 月～金 ②

教授 ｻｶﾓﾄ ﾒｸﾞﾐ
坂本 恵 月～金 ②

基礎栄養学 准教授 ﾏﾂｶﾜ ﾉﾘｺ
松川 典子 月～金 ②

応用栄養学 講師 ｲﾜﾍﾞ ﾏｲｺ
岩部 万衣子 月～金 ②

栄養教育論 教授 ﾓﾓｾ
百々瀬 いづみ 月～金 ②

臨床栄養学

教授 ｵｶﾓﾄ ﾄﾓｺ
岡本 智子 月～金 ②

教授 ｶﾜｸﾞﾁ ﾐｷｺ
川口 美喜子 月～金 ②

講師 ｳｼﾞｹ ｼﾉ
氏家 志乃 月～金 ②

公衆栄養学 准教授 ﾂﾁﾓﾄ ｺｳｼﾞ
槌本 浩司 月～金 ②

給食経営
管理論

教授 ﾔﾏﾍﾞ ｼｭｳｺ
山部 秀子 月～金 ②

講師 ﾜﾀﾅﾍﾞ
渡辺 いつみ 月～金 ②

教職課程
教授 ｱﾝﾈﾝ ﾔｽﾏｻ

安念 保昌 月～金 ②

教授 ｶﾄｳ ﾀｶｼ
加藤 隆 月～金 ②

助教 ﾑﾗｵ ｻﾄ
村尾 咲音 月～金 ②

助教 ﾖﾈﾀ ﾐｵ
米田 実央 月～金 ②

助手 ｱﾍﾞ ｻﾁｺ
阿部 佐知子 月～金 ②

助手 ｵｻﾍﾞ ﾀｲｺ
長部 泰子 月～金 ②

助手 ﾅｶﾑﾗ ﾐｷ
中村 美樹 月～金 ②
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オフィスアワー

栄栄養養学学科科
分野 職位 氏名 曜日 時間帯 面談

方式 メールアドレス 研究室
社会・環境

と健康 講師 ｱﾋﾞｺ ﾋﾛﾐ
安彦 裕実 月～金 ②

人体の構造
と機能及び
疾病の成り

立ち

教授 ﾁﾊﾞ ﾋﾄｼ
千葉 仁志 月～金 ②

准教授 ｷﾝﾀｶ ﾕﾘ
金髙 有里 月～金 ②

講師 ﾂｸｲ ﾀｶﾕｷ
津久井 隆行 月～金 ②

食べ物と
健康

教授 ｲﾀｶﾞｷ ﾔｽﾊﾙ
板垣 康治 月～金 ②

教授 ｻｶﾓﾄ ﾒｸﾞﾐ
坂本 恵 月～金 ②

基礎栄養学 准教授 ﾏﾂｶﾜ ﾉﾘｺ
松川 典子 月～金 ②

応用栄養学 講師 ｲﾜﾍﾞ ﾏｲｺ
岩部 万衣子 月～金 ②

栄養教育論 教授 ﾓﾓｾ
百々瀬 いづみ 月～金 ②

臨床栄養学

教授 ｵｶﾓﾄ ﾄﾓｺ
岡本 智子 月～金 ②

教授 ｶﾜｸﾞﾁ ﾐｷｺ
川口 美喜子 月～金 ②

講師 ｳｼﾞｹ ｼﾉ
氏家 志乃 月～金 ②

公衆栄養学 准教授 ﾂﾁﾓﾄ ｺｳｼﾞ
槌本 浩司 月～金 ②

給食経営
管理論

教授 ﾔﾏﾍﾞ ｼｭｳｺ
山部 秀子 月～金 ②

講師 ﾜﾀﾅﾍﾞ
渡辺 いつみ 月～金 ②

教職課程
教授 ｱﾝﾈﾝ ﾔｽﾏｻ

安念 保昌 月～金 ②

教授 ｶﾄｳ ﾀｶｼ
加藤 隆 月～金 ②

助教 ﾑﾗｵ ｻﾄ
村尾 咲音 月～金 ②

助教 ﾖﾈﾀ ﾐｵ
米田 実央 月～金 ②

助手 ｱﾍﾞ ｻﾁｺ
阿部 佐知子 月～金 ②

助手 ｵｻﾍﾞ ﾀｲｺ
長部 泰子 月～金 ②

助手 ﾅｶﾑﾗ ﾐｷ
中村 美樹 月～金 ②

Ⅲ シ ラ バ ス



22002211年年度度以以前前入入学学生生

必修 選択
英語Ⅳ（総合） 演習 後 松尾　文子
文学と人間 講義 後 畠山　瑞樹
国際社会論 講義 後 翁　康健
保健医療福祉行政論Ⅱ 講義 前 〇武澤　千尋、〇作並　亜紀子、〇小川　克子、〇近藤　明代
保健統計学Ⅱ 演習 前 志渡　晃一、米田　龍大
精神看護活動論Ⅱ 講義 前 〇高橋　正樹
精神看護実習 実習 前 〇高橋　正樹
看護課題研究 演習 通年 〇木津　由美子、〇吉田　祐子　他
リハビリテーション看護論 講義 前 〇小野　善昭、佐藤　由佳子、村井　昌子
がん看護論 講義 前 小島　悦子、大串　祐美子、菊地　美香
クリティカル看護論 講義 前 〇小野　善昭、春名　純平、村中　沙織
慢性看護論 講義 前 〇藤井　瑞恵、〇伊藤　円、〇加藤　剛寿、渡辺　美和
終末期看護論 講義 前 〇伊藤　円、小島　悦子、青田　美穂、梶原　陽子

国際看護論 講義 後
〇武澤　千尋、正岡　経子、近藤　美智子、小池　真理子、北間　砂
織、鈴木　幹子

看護教育論 講義 後 〇大日向　輝美
在宅看護実習 実習 前 〇安藤　陽子、〇作並　亜紀子、〇武澤　千尋、〇小川　克子
看護総合実習 実習 前 〇木津　由美子、〇吉田　祐子、他
実践総合演習 演習 後 〇木津　由美子、〇吉田　祐子、他全看護教員
公衆衛生看護活動論Ⅲ 講義 前 〇小川　克子、〇武澤　千尋
公衆衛生看護実習Ⅰ 実習 後 〇近藤　明代、〇武澤　千尋、〇小川　克子
公衆衛生看護実習Ⅱ 実習 後 〇近藤　明代、〇武澤　千尋、〇小川　克子
公衆衛生看護実習Ⅲ 実習 後 〇近藤　明代、〇武澤　千尋、〇小川　克子

（注）1．各科目の責任者は科目担当者の先頭記載者
　　　2．〇印は学科所属の専任教員で医師、看護師、保健師を経験している実務経験者

ページ
授業
形態

学期
受講
年次

科目名 単位 科目担当者
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22002211年年度度以以前前入入学学生生

必修 選択
英語Ⅳ（総合） 演習 後 松尾　文子
文学と人間 講義 後 畠山　瑞樹
国際社会論 講義 後 翁　康健
保健医療福祉行政論Ⅱ 講義 前 〇武澤　千尋、〇作並　亜紀子、〇小川　克子、〇近藤　明代
保健統計学Ⅱ 演習 前 志渡　晃一、米田　龍大
精神看護活動論Ⅱ 講義 前 〇高橋　正樹
精神看護実習 実習 前 〇高橋　正樹
看護課題研究 演習 通年 〇木津　由美子、〇吉田　祐子　他
リハビリテーション看護論 講義 前 〇小野　善昭、佐藤　由佳子、村井　昌子
がん看護論 講義 前 小島　悦子、大串　祐美子、菊地　美香
クリティカル看護論 講義 前 〇小野　善昭、春名　純平、村中　沙織
慢性看護論 講義 前 〇藤井　瑞恵、〇伊藤　円、〇加藤　剛寿、渡辺　美和
終末期看護論 講義 前 〇伊藤　円、小島　悦子、青田　美穂、梶原　陽子

国際看護論 講義 後
〇武澤　千尋、正岡　経子、近藤　美智子、小池　真理子、北間　砂
織、鈴木　幹子

看護教育論 講義 後 〇大日向　輝美
在宅看護実習 実習 前 〇安藤　陽子、〇作並　亜紀子、〇武澤　千尋、〇小川　克子
看護総合実習 実習 前 〇木津　由美子、〇吉田　祐子、他
実践総合演習 演習 後 〇木津　由美子、〇吉田　祐子、他全看護教員
公衆衛生看護活動論Ⅲ 講義 前 〇小川　克子、〇武澤　千尋
公衆衛生看護実習Ⅰ 実習 後 〇近藤　明代、〇武澤　千尋、〇小川　克子
公衆衛生看護実習Ⅱ 実習 後 〇近藤　明代、〇武澤　千尋、〇小川　克子
公衆衛生看護実習Ⅲ 実習 後 〇近藤　明代、〇武澤　千尋、〇小川　克子

（注）1．各科目の責任者は科目担当者の先頭記載者
　　　2．〇印は学科所属の専任教員で医師、看護師、保健師を経験している実務経験者

ページ
授業
形態

学期
受講
年次

科目名 単位 科目担当者 授業科目
英語Ⅳ（総合）

担当教員 松尾 文子
EnglishⅣ

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・後期 選択/必修

授業区分・単位 選択・演習・1 単位

授業目的 1．英語の４技能を含む総合的な語学能力の向上を目指す。
2．英語のプレゼンテーションを通じて、英語の運用能力の向上を目指す。

到達目標
1．英文の内容を正確に把握する。
2．専門領域の文献を読むことができる。
3．自分の考えをまとめて英語で口頭発表できるようにする。

教育方法の特徴
英語の本文に関しては、特に語法文法的に注意すべき箇所を中心に学生に日本語に訳してもらう。また、演習形式
で練習問題を解く。練習問題には、本文の内容理解度を測るもの、多義語を対象に本文のコンテクストで用いられ
ている意味を選択するもの、パラグラフの組み立てを学ぶものがある。本文で用いられる語彙に関するリスニング
テストを行う。様々なタイプの英作文の問題を通して、表現力を養う。

関連科目 英語 I, II, III
テキスト Asama M., Lambert N. and Iwao Y. "Alive and Active" Nan'un-do
参考書 英和辞典と和英辞典（冊子体が望ましいが、電子辞書も可。出版社は問わない）

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験 70%

学んだことの理解度を測る定期試験 (70%)、Unit ごとの Warm-up Exercise の小テスト 
(20%)、授業の取り組み姿勢 (10%) で評価する。

定期試験を未受験の場合は、評価対象としない。再試験の受験は１回に限る。

レポート

小テスト 20%

提出物

その他 10

履修上の
留意事項

分からない語句はあらかじめ調べておく。テキストの Inspiration Exercise に関する情報を Teams にアップするの
で、積極的に利用する。

課題に対するフィ
ードバックの方法

小テストの答え合わせは授業中に行う。さらに音声と音声のスクリプトを Teams にアップする。定期試験の解答例
は試験後に配布するか Teams にアップする。

実務経験を
活かした教育内容

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1 栄養とフィットネス Introduction / Unit 1: 
Nutrition and Fitness

英語の本文に関しては、特に語法文法的に
注意すべき箇所を中心に学生に日本語に訳
してもらう。また、演習形式で練習問題を
解く。練習問題には、本文の内容理解度を
測るもの、多義語を対象に本文のコンテク
ストで用いられている意味を選択するも
の、パラグラフの組み立てを学ぶものがあ
る。本文で用いられる語彙に関するリスニ
ングテストを行う。様々なタイプの英作文
の問題を通して、表現力を養う。

テキストの予習・主に語彙
の確認（１時間）

2 フィットネスクラブ
の実態 Unit 2: 24/7 Fitness Club

英語の本文に関しては、特に語法文法的に
注意すべき箇所を中心に学生に日本語に訳
してもらう。また、演習形式で練習問題を
解く。練習問題には、本文の内容理解度を
測るもの、多義語を対象に本文のコンテク
ストで用いられている意味を選択するも
の、パラグラフの組み立てを学ぶものがあ
る。本文で用いられる語彙に関するリスニ
ングテストを行う。様々なタイプの英作文
の問題を通して、表現力を養う。

テキストの予習・主に語彙
の確認（１時間）

看
護
学
科

四

年

次
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回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

3 運動と脳年齢 Unit 3: Exercise and 
Brain Function

英語の本文に関しては、特に語法文法的に
注意すべき箇所を中心に学生に日本語に訳
してもらう。また、演習形式で練習問題を
解く。練習問題には、本文の内容理解度を
測るもの、多義語を対象に本文のコンテク
ストで用いられている意味を選択するも
の、パラグラフの組み立てを学ぶものがあ
る。本文で用いられる語彙に関するリスニ
ングテストを行う。様々なタイプの英作文
の問題を通して、表現力を養う。

テキストの予習・主に語彙
の確認（１時間）

4 運動療法 Unit 4: Exercise Therapy

英語の本文に関しては、特に語法文法的に
注意すべき箇所を中心に学生に日本語に訳
してもらう。また、演習形式で練習問題を
解く。練習問題には、本文の内容理解度を
測るもの、多義語を対象に本文のコンテク
ストで用いられている意味を選択するも
の、パラグラフの組み立てを学ぶものがあ
る。本文で用いられる語彙に関するリスニ
ングテストを行う。様々なタイプの英作文
の問題を通して、表現力を養う。

テキストの予習・主に語彙
の確認（１時間）

5 高齢化を支える新た
なテクノロジー

Unit 5: To Age or Not to 
Age

英語の本文に関しては、特に語法文法的に
注意すべき箇所を中心に学生に日本語に訳
してもらう。また、演習形式で練習問題を
解く。練習問題には、本文の内容理解度を
測るもの、多義語を対象に本文のコンテク
ストで用いられている意味を選択するも
の、パラグラフの組み立てを学ぶものがあ
る。本文で用いられる語彙に関するリスニ
ングテストを行う。様々なタイプの英作文
の問題を通して、表現力を養う。

テキストの予習・主に語彙
の確認（１時間）

6 電動自転車人気 Unit 6: Riding into the 
Future

英語の本文に関しては、特に語法文法的に
注意すべき箇所を中心に学生に日本語に訳
してもらう。また、演習形式で練習問題を
解く。練習問題には、本文の内容理解度を
測るもの、多義語を対象に本文のコンテク
ストで用いられている意味を選択するも
の、パラグラフの組み立てを学ぶものがあ
る。本文で用いられる語彙に関するリスニ
ングテストを行う。様々なタイプの英作文
の問題を通して、表現力を養う。

テキストの予習・主に語彙
の確認（１時間）

7 健康スポーツと技術
応用

Unit 7: 3D Printing for 
Healthcare and Sport

英語の本文に関しては、特に語法文法的に
注意すべき箇所を中心に学生に日本語に訳
してもらう。また、演習形式で練習問題を
解く。練習問題には、本文の内容理解度を
測るもの、多義語を対象に本文のコンテク
ストで用いられている意味を選択するも
の、パラグラフの組み立てを学ぶものがあ
る。本文で用いられる語彙に関するリスニ
ングテストを行う。様々なタイプの英作文
の問題を通して、表現力を養う。

テキストの予習・主に語彙
の確認（１時間）

8 これまでのテキスト
の理解度確認 中間試験 筆記試験を行う。 試験勉強・次回の授業の予

習（４時間）

9 スポーツの進化系 Unit 8: Adaptive Sports

英語の本文に関しては、特に語法文法的に
注意すべき箇所を中心に学生に日本語に訳
してもらう。また、演習形式で練習問題を
解く。練習問題には、本文の内容理解度を
測るもの、多義語を対象に本文のコンテク
ストで用いられている意味を選択するも
の、パラグラフの組み立てを学ぶものがあ
る。本文で用いられる語彙に関するリスニ
ングテストを行う。様々なタイプの英作文
の問題を通して、表現力を養う。

テキストの予習・主に語彙
の確認（１時間）
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回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

3 運動と脳年齢 Unit 3: Exercise and 
Brain Function

英語の本文に関しては、特に語法文法的に
注意すべき箇所を中心に学生に日本語に訳
してもらう。また、演習形式で練習問題を
解く。練習問題には、本文の内容理解度を
測るもの、多義語を対象に本文のコンテク
ストで用いられている意味を選択するも
の、パラグラフの組み立てを学ぶものがあ
る。本文で用いられる語彙に関するリスニ
ングテストを行う。様々なタイプの英作文
の問題を通して、表現力を養う。

テキストの予習・主に語彙
の確認（１時間）

4 運動療法 Unit 4: Exercise Therapy

英語の本文に関しては、特に語法文法的に
注意すべき箇所を中心に学生に日本語に訳
してもらう。また、演習形式で練習問題を
解く。練習問題には、本文の内容理解度を
測るもの、多義語を対象に本文のコンテク
ストで用いられている意味を選択するも
の、パラグラフの組み立てを学ぶものがあ
る。本文で用いられる語彙に関するリスニ
ングテストを行う。様々なタイプの英作文
の問題を通して、表現力を養う。

テキストの予習・主に語彙
の確認（１時間）

5 高齢化を支える新た
なテクノロジー

Unit 5: To Age or Not to 
Age

英語の本文に関しては、特に語法文法的に
注意すべき箇所を中心に学生に日本語に訳
してもらう。また、演習形式で練習問題を
解く。練習問題には、本文の内容理解度を
測るもの、多義語を対象に本文のコンテク
ストで用いられている意味を選択するも
の、パラグラフの組み立てを学ぶものがあ
る。本文で用いられる語彙に関するリスニ
ングテストを行う。様々なタイプの英作文
の問題を通して、表現力を養う。

テキストの予習・主に語彙
の確認（１時間）

6 電動自転車人気 Unit 6: Riding into the 
Future

英語の本文に関しては、特に語法文法的に
注意すべき箇所を中心に学生に日本語に訳
してもらう。また、演習形式で練習問題を
解く。練習問題には、本文の内容理解度を
測るもの、多義語を対象に本文のコンテク
ストで用いられている意味を選択するも
の、パラグラフの組み立てを学ぶものがあ
る。本文で用いられる語彙に関するリスニ
ングテストを行う。様々なタイプの英作文
の問題を通して、表現力を養う。

テキストの予習・主に語彙
の確認（１時間）

7 健康スポーツと技術
応用

Unit 7: 3D Printing for 
Healthcare and Sport

英語の本文に関しては、特に語法文法的に
注意すべき箇所を中心に学生に日本語に訳
してもらう。また、演習形式で練習問題を
解く。練習問題には、本文の内容理解度を
測るもの、多義語を対象に本文のコンテク
ストで用いられている意味を選択するも
の、パラグラフの組み立てを学ぶものがあ
る。本文で用いられる語彙に関するリスニ
ングテストを行う。様々なタイプの英作文
の問題を通して、表現力を養う。

テキストの予習・主に語彙
の確認（１時間）

8 これまでのテキスト
の理解度確認 中間試験 筆記試験を行う。 試験勉強・次回の授業の予

習（４時間）

9 スポーツの進化系 Unit 8: Adaptive Sports

英語の本文に関しては、特に語法文法的に
注意すべき箇所を中心に学生に日本語に訳
してもらう。また、演習形式で練習問題を
解く。練習問題には、本文の内容理解度を
測るもの、多義語を対象に本文のコンテク
ストで用いられている意味を選択するも
の、パラグラフの組み立てを学ぶものがあ
る。本文で用いられる語彙に関するリスニ
ングテストを行う。様々なタイプの英作文
の問題を通して、表現力を養う。

テキストの予習・主に語彙
の確認（１時間）

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

10 不測の事態に備える
応急手当 Unit 9: First Response

英語の本文に関しては、特に語法文法的に
注意すべき箇所を中心に学生に日本語に訳
してもらう。また、演習形式で練習問題を
解く。練習問題には、本文の内容理解度を
測るもの、多義語を対象に本文のコンテク
ストで用いられている意味を選択するも
の、パラグラフの組み立てを学ぶものがあ
る。本文で用いられる語彙に関するリスニ
ングテストを行う。様々なタイプの英作文
の問題を通して、表現力を養う。

テキストの予習・主に語彙
の確認（１時間）

11 ワクチン接種をめぐ
る賛否両論

Unit 10: 
Vaccination―Crucial or 
Dangerous

英語の本文に関しては、特に語法文法的に
注意すべき箇所を中心に学生に日本語に訳
してもらう。また、演習形式で練習問題を
解く。練習問題には、本文の内容理解度を
測るもの、多義語を対象に本文のコンテク
ストで用いられている意味を選択するも
の、パラグラフの組み立てを学ぶものがあ
る。本文で用いられる語彙に関するリスニ
ングテストを行う。様々なタイプの英作文
の問題を通して、表現力を養う。

テキストの予習・主に語彙
の確認（１時間）

12 メディカルつーりす
むの是非 Unit 11: Medical Tourism

英語の本文に関しては、特に語法文法的に
注意すべき箇所を中心に学生に日本語に訳
してもらう。また、演習形式で練習問題を
解く。練習問題には、本文の内容理解度を
測るもの、多義語を対象に本文のコンテク
ストで用いられている意味を選択するも
の、パラグラフの組み立てを学ぶものがあ
る。本文で用いられる語彙に関するリスニ
ングテストを行う。様々なタイプの英作文
の問題を通して、表現力を養う。

テキストの予習・主に語彙
の確認（１時間）

13 スポーツにおける薬
物使用の功罪

Unit 12: Athletic 
Performance 
Enchantment

英語の本文に関しては、特に語法文法的に
注意すべき箇所を中心に学生に日本語に訳
してもらう。また、演習形式で練習問題を
解く。練習問題には、本文の内容理解度を
測るもの、多義語を対象に本文のコンテク
ストで用いられている意味を選択するも
の、パラグラフの組み立てを学ぶものがあ
る。本文で用いられる語彙に関するリスニ
ングテストを行う。様々なタイプの英作文
の問題を通して、表現力を養う。

テキストの予習・主に語彙
の確認（１時間）

14 進化するスポーツシ
ューズ

Unit 13: Athletic 
Footwear Design

英語の本文に関しては、特に語法文法的に
注意すべき箇所を中心に学生に日本語に訳
してもらう。また、演習形式で練習問題を
解く。練習問題には、本文の内容理解度を
測るもの、多義語を対象に本文のコンテク
ストで用いられている意味を選択するも
の、パラグラフの組み立てを学ぶものがあ
る。本文で用いられる語彙に関するリスニ
ングテストを行う。様々なタイプの英作文
の問題を通して、表現力を養う。

テキストの予習・主に語彙
の確認（１時間）

15 アドベンチャーの新
たな流儀

Unit 14: Adventure is for 
Fashion

英語の本文に関しては、特に語法文法的に
注意すべき箇所を中心に学生に日本語に訳
してもらう。また、演習形式で練習問題を
解く。練習問題には、本文の内容理解度を
測るもの、多義語を対象に本文のコンテク
ストで用いられている意味を選択するも
の、パラグラフの組み立てを学ぶものがあ
る。本文で用いられる語彙に関するリスニ
ングテストを行う。様々なタイプの英作文
の問題を通して、表現力を養う。

テキストの予習・主に語彙
の確認（１時間）
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授業科目
文学と人間

担当教員 畠山 瑞樹
Literature and Humanity

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・後期 選択/必修

授業区分・単位 選択・講義・1 単位

授業目的

文学は、人間にしか創り出せない社会の財産です。人間が生み出した多様な文学作品をひもとき、自らの考えを
深めることは、他を受容し自己の感性を高め、豊かな人間性を育むことに繋がります。

この講義では、日本の文学や文化を通して、人間・社会・時代を構成する種々のテーマについて考察します。日
本人に馴染み深い昔話や高等学校までに触れてきた古典文学作品を対象とし、体系的に基礎的な知識や教養を身に
付けるとともに、日本の文学や文化について新たな視点を得て柔軟に考えを深め、その考えを表現する力の基礎を
培うことを目的とします。

到達目標 1.日本の文学や文化についての、基礎的な知識・教養を身に付けることができる。
2.文学・文化と人間との関わりについて、自ら考えを表現することができる。

教育方法の特徴 本講義は集中講義のため、事前学習が非常に重要となる。事前学習として、資料の通読および調査型の課題（提出
物）を課す。講義中には筆記形式の小テストを 2 回実施する。

関連科目 高等学校の国語便覧等を利用し古典文学の基礎を復習しておくことで、講義内容をより深く理解できる。
テキスト なし（資料事前配布）
参考書 講義時適宜紹介する。

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験 50
試験 50％＋小テスト 40％＋提出物 10％。試験は、集中講義 2 日目のすべての講義終了後
に即日実施し、60 分間の試験を行う（定期試験期間前）。小テストは、①講義内容の整理と
確認②自らの考察の表現化のため、集中講義各日 1 回ずつ計 2 回実施する。

評価の観点は到達目標に⽰した 2 点。講義内容を理解し、日本の文学や文化に関する知
識をどれだけ身に付けることができているか、またそれらを基に、自らの考察を深めそれ
を表現できているかを評価する。

レポート

小テスト 40

提出物 10

その他

履修上の
留意事項

1.古典文学作品を多く読むことになるため留意すること。資料は事前に配布する。
2.講義は、2 日間日程の集中講義形式で実施する。試験は、集中講義 2 日目講義終了後に行う。
3.進度により、講義で扱う作品および扱う回を変更する場合がある。
4.各講義 1 時間の予習・復習を要する。特に、必ず事前に資料を通読のうえ講義に臨むこと。

課題に対するフィ
ードバックの方法

講義時に実施する小テスト（集中講義 1 日目分）は、添削後返却を行うとともに、講義時に総括を行うことで、各
自が到達・改善のポイントを具体的に把握できるようにする。

実務経験を
活かした教育内容

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1 ガイダンス
古典文学と現代

ガイダンス
視覚について考える（『落窪物語』）
中古の文学作品を読む

講義・課題解決型学習・
ライティング・質問・事
前学習型授業・調査学
習・小テストを組み合わ
せて行う。

事前：配布資料を通読のうえ、本時
の対象作品を必ず予習する。
事後：配布資料や講義メモをもとに
講義内容を整理し、理解を深める。

2 古典文学と昔話 聴覚について考える（かぐや姫の話）
上代・中古・中世の文学作品を読む

講義・課題解決型学習・
ライティング・質問・事
前学習型授業・調査学
習・小テストを組み合わ
せて行う。

事前：配布資料を通読のうえ、本時
の対象作品を必ず予習する。
事後：配布資料や講義メモをもとに
講義内容を整理し、理解を深める。

3 古典文学のはじまり 身体観について考える（『古事記』）
上代の文学作品を読む

講義・課題解決型学習・
ライティング・質問・事
前学習型授業・調査学
習・小テストを組み合わ
せて行う。

事前：配布資料を通読のうえ、本時
の対象作品を必ず予習する。
事後：配布資料や講義メモをもとに
講義内容を整理し、理解を深める。

4 古典文学の虚実
病について考える（『大鏡』『平家物
語』）
中古・中世の文学作品を読む

講義・課題解決型学習・
ライティング・質問・事
前学習型授業・調査学
習・小テストを組み合わ
せて行う。

事前：配布資料を通読のうえ、本時
の対象作品を必ず予習する。
事後：配布資料や講義メモをもとに
講義内容を整理し、理解を深める。
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授業科目
文学と人間

担当教員 畠山 瑞樹
Literature and Humanity

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・後期 選択/必修

授業区分・単位 選択・講義・1 単位

授業目的

文学は、人間にしか創り出せない社会の財産です。人間が生み出した多様な文学作品をひもとき、自らの考えを
深めることは、他を受容し自己の感性を高め、豊かな人間性を育むことに繋がります。

この講義では、日本の文学や文化を通して、人間・社会・時代を構成する種々のテーマについて考察します。日
本人に馴染み深い昔話や高等学校までに触れてきた古典文学作品を対象とし、体系的に基礎的な知識や教養を身に
付けるとともに、日本の文学や文化について新たな視点を得て柔軟に考えを深め、その考えを表現する力の基礎を
培うことを目的とします。

到達目標 1.日本の文学や文化についての、基礎的な知識・教養を身に付けることができる。
2.文学・文化と人間との関わりについて、自ら考えを表現することができる。

教育方法の特徴 本講義は集中講義のため、事前学習が非常に重要となる。事前学習として、資料の通読および調査型の課題（提出
物）を課す。講義中には筆記形式の小テストを 2 回実施する。

関連科目 高等学校の国語便覧等を利用し古典文学の基礎を復習しておくことで、講義内容をより深く理解できる。
テキスト なし（資料事前配布）
参考書 講義時適宜紹介する。

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験 50
試験 50％＋小テスト 40％＋提出物 10％。試験は、集中講義 2 日目のすべての講義終了後
に即日実施し、60 分間の試験を行う（定期試験期間前）。小テストは、①講義内容の整理と
確認②自らの考察の表現化のため、集中講義各日 1 回ずつ計 2 回実施する。

評価の観点は到達目標に⽰した 2 点。講義内容を理解し、日本の文学や文化に関する知
識をどれだけ身に付けることができているか、またそれらを基に、自らの考察を深めそれ
を表現できているかを評価する。

レポート

小テスト 40

提出物 10

その他

履修上の
留意事項

1.古典文学作品を多く読むことになるため留意すること。資料は事前に配布する。
2.講義は、2 日間日程の集中講義形式で実施する。試験は、集中講義 2 日目講義終了後に行う。
3.進度により、講義で扱う作品および扱う回を変更する場合がある。
4.各講義 1 時間の予習・復習を要する。特に、必ず事前に資料を通読のうえ講義に臨むこと。

課題に対するフィ
ードバックの方法

講義時に実施する小テスト（集中講義 1 日目分）は、添削後返却を行うとともに、講義時に総括を行うことで、各
自が到達・改善のポイントを具体的に把握できるようにする。

実務経験を
活かした教育内容

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1 ガイダンス
古典文学と現代

ガイダンス
視覚について考える（『落窪物語』）
中古の文学作品を読む

講義・課題解決型学習・
ライティング・質問・事
前学習型授業・調査学
習・小テストを組み合わ
せて行う。

事前：配布資料を通読のうえ、本時
の対象作品を必ず予習する。
事後：配布資料や講義メモをもとに
講義内容を整理し、理解を深める。

2 古典文学と昔話 聴覚について考える（かぐや姫の話）
上代・中古・中世の文学作品を読む

講義・課題解決型学習・
ライティング・質問・事
前学習型授業・調査学
習・小テストを組み合わ
せて行う。

事前：配布資料を通読のうえ、本時
の対象作品を必ず予習する。
事後：配布資料や講義メモをもとに
講義内容を整理し、理解を深める。

3 古典文学のはじまり 身体観について考える（『古事記』）
上代の文学作品を読む

講義・課題解決型学習・
ライティング・質問・事
前学習型授業・調査学
習・小テストを組み合わ
せて行う。

事前：配布資料を通読のうえ、本時
の対象作品を必ず予習する。
事後：配布資料や講義メモをもとに
講義内容を整理し、理解を深める。

4 古典文学の虚実
病について考える（『大鏡』『平家物
語』）
中古・中世の文学作品を読む

講義・課題解決型学習・
ライティング・質問・事
前学習型授業・調査学
習・小テストを組み合わ
せて行う。

事前：配布資料を通読のうえ、本時
の対象作品を必ず予習する。
事後：配布資料や講義メモをもとに
講義内容を整理し、理解を深める。

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

5 古典文学の変遷①

影響と享受について考える①（浦島太
郎の話）
上代・中世・近世・近代の文学作品を
読む

講義・課題解決型学習・
ライティング・質問・事
前学習型授業・調査学
習・小テストを組み合わ
せて行う。

事前：配布資料を通読のうえ、本時
の対象作品を必ず予習する。
事後：配布資料や講義メモをもとに
講義内容を整理し、理解を深める。

6 古典文学の変遷②

影響と享受について考える②（浦島太
郎の話）
上代・中世・近世・近代の文学作品を
読む

講義・課題解決型学習・
ライティング・質問・事
前学習型授業・調査学
習・小テストを組み合わ
せて行う。

事前：配布資料を通読のうえ、本時
の対象作品を必ず予習する。
事後：配布資料や講義メモをもとに
講義内容を整理し、理解を深める。

7 古典文学と文化
日本の文化と伝統について考える（牽
牛織女伝説）
上代・中世の文学作品を読む

講義・課題解決型学習・
ライティング・質問・事
前学習型授業・調査学
習・小テストを組み合わ
せて行う。

事前：配布資料を通読のうえ、本時
の対象作品を必ず予習する。
事後：配布資料や講義メモをもとに
講義内容を整理し、理解を深める。

8 古典文学と伝説
日本の歴史と伝説について考える（義
経伝説）
中古・中世の文学作品を読む

講義・課題解決型学習・
ライティング・質問・事
前学習型授業・調査学
習・小テストを組み合わ
せて行う。

事前：配布資料を通読のうえ、本時
の対象作品を必ず予習する。
事後：配布資料や講義メモをもとに
講義内容を整理し、理解を深める。
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授業科目
国際社会論

担当教員 翁 康健
International Sociology

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・後期 選択/必修

授業区分・単位 選択・講義・1 単位

授業目的

世界の地理や文化を理解するとともに、急変していく世界の情勢や社会、経済の中での国際的視野の拡大を図るこ
とを目的とする。具体的には主権国家の意味について考え、異文化間、民族間、文明間の社会問題を理解し、国家
間のマネジメント・コミュニケーションと交渉力の重要性について考える。また、グローバリゼーションの進展の
なかで、人々の生活に与える影響や保健医療の問題などについて国際的な視点で考え、国際活動と共存のあり⽅に
ついて学習する。

到達目標 国際的な時事問題を理解できる社会人を目指す。
教育⽅法の特徴 グループワークを多く取り入れ、討論、発表を行う。

関連科目 「現代社会論」の知識が基盤である。
テキスト 特に指定しない。時事問題に関しては、視聴覚教材を利用する予定。

参考書
1.石井香世子編「国際社会学入門」（ナカニシヤ出版）
2.西原和久・樽本英樹編「現代人の国際社会学・入門―トランスナショナリズムという視点」（有斐閣コンパクト）
3.宮島喬・佐藤成基・小ヶ谷千穂編「国際社会学」（有斐閣）

評価基準・
観点

評価⽅法 評価割合
（％） 評価の観点

試験

レポート（50％）と毎回講義内で実施するミニレポート（50％）から目標の到達状況を評
価する。

レポート 50

小テスト

提出物 50

その他

履修上の
留意事項

・講義中に他の受講者の妨げとなる行為があった場合、講義室からの退出を命じることがある。
・講義の進捗状況によって講義計画を変更する場合がある。

課題に対するフィ
ードバックの⽅法

各回講義末尾に質疑応答の時間を設ける。加えて、講義後にもミニレポートを通じて意見・感想・疑問点の提出を
求める。講義で取り上げることが適切と判断されるものについては、各回講義の冒頭（あるいは末尾）で紹介し、
口頭で解説・回答するとともに、必要に応じて適宜資料を作成・配布することとする。

実務経験を
活かした教育内容

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1 オリエンテーション・
グローバリゼーション

・グローバリゼーション
・トランスナショナリズム 講義

・事前学習：シラバスを確認し、授業の全体の
内容を把握すること（2 時間）
・事後学習：関⼼のある話題や、授業で学びた
いテーマを考えてみること（2 時間）

2 国境を越える人：移民
と無国籍者の問題

・「移民」とはだれか
・国籍と市民権
・グローバル化と無国籍者，身分証明

講義

・事前学習：第 2 回講義資料「国境を越える
人：移民と無国籍者の問題」を確認し、学習範
囲を把握しておくこと（2 時間）
・事後学習：移民と無国籍者の問題について、
自分なりに説明をしてみること（2 時間）

3 グローバル化時代の難
民・国内避難民

・｢難民」とはだれか
・グローバル化時代の難民
・難民の越境化をめぐる議論
・日本における難民問題

講義

・事前学習：第 3 回講義資料「グローバル化時
代の難民・国内避難民」を確認し、学習範囲を
把握しておくこと（2 時間）
・事後学習：難民・国内避難民のことについ
て、講義から理解したことをまとめること（2
時間）

4 グローカル化がすすむ
日常生活

・越境する家族
・トランスナショナル教育
・医療におけるグローバル化の進展

講義

・事前学習：第 4 回講義資料「グローカル化が
すすむ日常生活」を確認し、学習範囲を把握し
ておくこと（2 時間）
・事後学習：越境する家族生活、教育、医療の
問題をまとめること（2 時間）
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授業科目
国際社会論

担当教員 翁 康健
International Sociology

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・後期 選択/必修

授業区分・単位 選択・講義・1 単位

授業目的

世界の地理や文化を理解するとともに、急変していく世界の情勢や社会、経済の中での国際的視野の拡大を図るこ
とを目的とする。具体的には主権国家の意味について考え、異文化間、民族間、文明間の社会問題を理解し、国家
間のマネジメント・コミュニケーションと交渉力の重要性について考える。また、グローバリゼーションの進展の
なかで、人々の生活に与える影響や保健医療の問題などについて国際的な視点で考え、国際活動と共存のあり⽅に
ついて学習する。

到達目標 国際的な時事問題を理解できる社会人を目指す。
教育⽅法の特徴 グループワークを多く取り入れ、討論、発表を行う。

関連科目 「現代社会論」の知識が基盤である。
テキスト 特に指定しない。時事問題に関しては、視聴覚教材を利用する予定。

参考書
1.石井香世子編「国際社会学入門」（ナカニシヤ出版）
2.西原和久・樽本英樹編「現代人の国際社会学・入門―トランスナショナリズムという視点」（有斐閣コンパクト）
3.宮島喬・佐藤成基・小ヶ谷千穂編「国際社会学」（有斐閣）

評価基準・
観点

評価⽅法 評価割合
（％） 評価の観点

試験

レポート（50％）と毎回講義内で実施するミニレポート（50％）から目標の到達状況を評
価する。

レポート 50

小テスト

提出物 50

その他

履修上の
留意事項

・講義中に他の受講者の妨げとなる行為があった場合、講義室からの退出を命じることがある。
・講義の進捗状況によって講義計画を変更する場合がある。

課題に対するフィ
ードバックの⽅法

各回講義末尾に質疑応答の時間を設ける。加えて、講義後にもミニレポートを通じて意見・感想・疑問点の提出を
求める。講義で取り上げることが適切と判断されるものについては、各回講義の冒頭（あるいは末尾）で紹介し、
口頭で解説・回答するとともに、必要に応じて適宜資料を作成・配布することとする。

実務経験を
活かした教育内容

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1 オリエンテーション・
グローバリゼーション

・グローバリゼーション
・トランスナショナリズム 講義

・事前学習：シラバスを確認し、授業の全体の
内容を把握すること（2 時間）
・事後学習：関⼼のある話題や、授業で学びた
いテーマを考えてみること（2 時間）

2 国境を越える人：移民
と無国籍者の問題

・「移民」とはだれか
・国籍と市民権
・グローバル化と無国籍者，身分証明

講義

・事前学習：第 2 回講義資料「国境を越える
人：移民と無国籍者の問題」を確認し、学習範
囲を把握しておくこと（2 時間）
・事後学習：移民と無国籍者の問題について、
自分なりに説明をしてみること（2 時間）

3 グローバル化時代の難
民・国内避難民

・｢難民」とはだれか
・グローバル化時代の難民
・難民の越境化をめぐる議論
・日本における難民問題

講義

・事前学習：第 3 回講義資料「グローバル化時
代の難民・国内避難民」を確認し、学習範囲を
把握しておくこと（2 時間）
・事後学習：難民・国内避難民のことについ
て、講義から理解したことをまとめること（2
時間）

4 グローカル化がすすむ
日常生活

・越境する家族
・トランスナショナル教育
・医療におけるグローバル化の進展

講義

・事前学習：第 4 回講義資料「グローカル化が
すすむ日常生活」を確認し、学習範囲を把握し
ておくこと（2 時間）
・事後学習：越境する家族生活、教育、医療の
問題をまとめること（2 時間）

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

5 グローバル時代の観
光・民族・宗教の問題

・グローバル化と国際観光
・国境、観光、出稼ぎ労働者
・グローバル化時代の宗教とアイデン
ティティ

講義

・事前学習：第 5 回講義資料「グローバル時代
の観光・民族・宗教の問題」を確認し、学習範
囲を把握しておくこと（2 時間）
・事後学習：グローバル社会における観光・民
族・宗教の関係を整理すること（2 時間）

6
社会問題からみるロー
カルとグローバルの関
係

・犯罪のグローバル化
・ローカル資源とグローバル市場の間
・紛争のグローバル化

講義

・事前学習：第 6 回講義資料「社会問題からみ
るローカルとグローバルの関係」を確認し、学
習範囲を把握しておくこと（2 時間）
・事後学習：ローカルとグローバルの関係を説
明してみること（2 時間）

7 国際格差と貧困問題 ・貧困のグローバル化
・ボーダーレス化する市場 講義

・事前学習：第 7 回講義資料「国際格差と貧困
問題」を確認し、学習範囲を把握しておくこと
（2 時間）
・事後学習：貧困のグローバル化とグローバル
市場の格差について、まとめること（2 時間）

8 全体のまとめ・補足 ・全体のまとめ
・期末レポートの案内 講義

・事前学習：第 8 回講義資料「全体のまとめ」
を確認し、これまでの学習内容を整理すること
（2 時間）
・事後学習：8回分の講義資料を確認し、期末
レポートのテーマを考えること（2 時間）
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授業科目
保健医療福祉行政論Ⅱ

担当教員 武澤 千尋/作並 亜紀子
小川 克子/近藤 明代Health ＆ Welfare Administration Ⅱ

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・前期 選択/必修

授業区分・単位 選択・講義・2 単位

授業目的

・保健医療福祉行政の仕組みと行政施策における財政について学ぶ。
・主要な地域保健活動の実際と地域保健活動の進め方について学ぶ。
・保健医療福祉計画の考え方と策定の基本について学ぶ。
・保健医療福祉行政における保健師の役割、栄養士の役割を学ぶ。
・地域保健医療福祉計画策定について学ぶとともに、地域の健康問題解決に必要な社会資源の開発や保健・医療・
福祉サービスの仕組みについて学ぶ。

到達目標
1. 地域保健活動の基盤である行政・関係法規・財政の仕組みと機能について説明できる。
2. 主要な地域保健活動の実際を知ることによって、地域保健活動の具体的な進め方を説明できる。
3. 保健医療福祉行政と地域保健医療福祉計画の策定における保健師や栄養士の役割について説明できる。

教育方法の特徴 講義及びディスカッションを行い、実践との結びつきを理解します。
関連科目 保健医療福祉行政論Ⅰが関連科目です。
テキスト 藤内修二「標準保健師講座 別巻１ 保健医療福祉行政論」（医学書院）

参考書 厚生労働統計協会「国民衛生の動向 2023/2024」（厚生労働統計協会）
医療情報科学研究所「公衆衛生がみえる 2022-2023」（メディックメディア）

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験 100

保健医療福祉行政の仕組み、財政、主要な地域保健活動とそれらの計画策定の基本に関す
る内容の定期試験（筆記試験）を実施し、目標の達成度を評価します。
武澤 30 点、作並 35 点、小川 30 点、近藤 5 点
再試験は 1 回に限り実施します。

レポート

小テスト

提出物

その他

履修上の
留意事項

保健医療福祉行政の仕組みや関係法規等の概要については、3 年次に履修済みです。本科目ではさらに深く学習す
るので、事前学習として「保健医療福祉行政論Ⅰ」の復習を行い、授業に臨んでください。

課題に対するフィ
ードバックの方法 担当教員毎に、最終授業においてコメントします。

実務経験を
活かした教育内容 行政において保健師として活動をしてきた実務経験者の立場から、実際の活動例を紹介しながら 講義します。

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1
(武澤)

保健医療福祉行政の
概要

1.厚生行政と保健医療福祉行政
2.保健医療福祉行政の仕組み
3.地方自治と地方分権
4.個人情報と個人情報保護

講義及びディ
スカッション

事前：事前に該当箇所を読み、疑
問点を明らかにする（1 時間）
事後：教科書と資料をもとに学修
内容を復習する（1 時間）

2
(武澤)

保健医療福祉行政の
財政

1.国と地方公共団体の財政の仕組み
・財政の意義と機能 ・国家財政 ・地方財政
2.予算の機能と原則
・財政民主主義 ・国の予算の手続き
・地方公共団体の予算の手続き

講義及びディ
スカッション

事前：事前に該当箇所を読み、疑
問点を明らかにする（1 時間）
事後：教科書と資料をもとに学修
内容を復習する（1 時間）

3
(武澤)

健康の概念と公衆衛
生の概念

1.健康の概念
・健康の概念の変遷 ・現在の健康観
2.WHO（世界保健機関）の健康に対する考え方
・WHO の健康に対する考え方
・WHO 憲章と日本国憲法
3.公衆衛生の概念

講義及びディ
スカッション

事前：事前に該当箇所を読み、疑
問点を明らかにする（1 時間）
事後：教科書と資料をもとに学修
内容を復習する（1 時間）

4
(武澤)

世界と日本の公衆衛
生活動の歴史

1.世界の公衆衛生活動の歴史
2.日本の公衆衛生活動の歴史

講義及びディ
スカッション

事前：事前に該当箇所を読み、疑
問点を明らかにする（1 時間）
事後：教科書と資料をもとに学修
内容を復習する（1 時間）
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授業科目
保健医療福祉行政論Ⅱ

担当教員 武澤 千尋/作並 亜紀子
小川 克子/近藤 明代Health ＆ Welfare Administration Ⅱ

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・前期 選択/必修

授業区分・単位 選択・講義・2 単位

授業目的

・保健医療福祉行政の仕組みと行政施策における財政について学ぶ。
・主要な地域保健活動の実際と地域保健活動の進め方について学ぶ。
・保健医療福祉計画の考え方と策定の基本について学ぶ。
・保健医療福祉行政における保健師の役割、栄養士の役割を学ぶ。
・地域保健医療福祉計画策定について学ぶとともに、地域の健康問題解決に必要な社会資源の開発や保健・医療・
福祉サービスの仕組みについて学ぶ。

到達目標
1. 地域保健活動の基盤である行政・関係法規・財政の仕組みと機能について説明できる。
2. 主要な地域保健活動の実際を知ることによって、地域保健活動の具体的な進め方を説明できる。
3. 保健医療福祉行政と地域保健医療福祉計画の策定における保健師や栄養士の役割について説明できる。

教育方法の特徴 講義及びディスカッションを行い、実践との結びつきを理解します。
関連科目 保健医療福祉行政論Ⅰが関連科目です。
テキスト 藤内修二「標準保健師講座 別巻１ 保健医療福祉行政論」（医学書院）

参考書 厚生労働統計協会「国民衛生の動向 2023/2024」（厚生労働統計協会）
医療情報科学研究所「公衆衛生がみえる 2022-2023」（メディックメディア）

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験 100

保健医療福祉行政の仕組み、財政、主要な地域保健活動とそれらの計画策定の基本に関す
る内容の定期試験（筆記試験）を実施し、目標の達成度を評価します。
武澤 30 点、作並 35 点、小川 30 点、近藤 5 点
再試験は 1 回に限り実施します。

レポート

小テスト

提出物

その他

履修上の
留意事項

保健医療福祉行政の仕組みや関係法規等の概要については、3 年次に履修済みです。本科目ではさらに深く学習す
るので、事前学習として「保健医療福祉行政論Ⅰ」の復習を行い、授業に臨んでください。

課題に対するフィ
ードバックの方法 担当教員毎に、最終授業においてコメントします。

実務経験を
活かした教育内容 行政において保健師として活動をしてきた実務経験者の立場から、実際の活動例を紹介しながら 講義します。

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1
(武澤)

保健医療福祉行政の
概要

1.厚生行政と保健医療福祉行政
2.保健医療福祉行政の仕組み
3.地方自治と地方分権
4.個人情報と個人情報保護

講義及びディ
スカッション

事前：事前に該当箇所を読み、疑
問点を明らかにする（1 時間）
事後：教科書と資料をもとに学修
内容を復習する（1 時間）

2
(武澤)

保健医療福祉行政の
財政

1.国と地方公共団体の財政の仕組み
・財政の意義と機能 ・国家財政 ・地方財政
2.予算の機能と原則
・財政民主主義 ・国の予算の手続き
・地方公共団体の予算の手続き

講義及びディ
スカッション

事前：事前に該当箇所を読み、疑
問点を明らかにする（1 時間）
事後：教科書と資料をもとに学修
内容を復習する（1 時間）

3
(武澤)

健康の概念と公衆衛
生の概念

1.健康の概念
・健康の概念の変遷 ・現在の健康観
2.WHO（世界保健機関）の健康に対する考え方
・WHO の健康に対する考え方
・WHO 憲章と日本国憲法
3.公衆衛生の概念

講義及びディ
スカッション

事前：事前に該当箇所を読み、疑
問点を明らかにする（1 時間）
事後：教科書と資料をもとに学修
内容を復習する（1 時間）

4
(武澤)

世界と日本の公衆衛
生活動の歴史

1.世界の公衆衛生活動の歴史
2.日本の公衆衛生活動の歴史

講義及びディ
スカッション

事前：事前に該当箇所を読み、疑
問点を明らかにする（1 時間）
事後：教科書と資料をもとに学修
内容を復習する（1 時間）

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

5
(作並)

地域における主要な
保健活動①

1.地方分権と地域保健法
・地域保健法の制定 ・地域保健法の体系
・地域保健対策の推進に関する基本的な指針
2.国民健康づくり対策
・第一・第二・第三（健康日本 21）・第四次（健
康日本 21（第 2次））対策

講義及びディ
スカッション

事前：事前に該当箇所を読み、疑
問点を明らかにする（1時間）
事後：教科書と資料をもとに学修
内容を復習する（1時間）

6
(近藤)

地域における主要な
保健活動② 母子保健対策 講義及びディ

スカッション

事前：事前に該当箇所を読み、疑
問点を明らかにする（1時間）
事後：教科書と資料をもとに学修
内容を復習する（1時間）

7
(作並)

地域における主要な
保健活動➂ 成人・高齢者保健対策 講義及びディ

スカッション

事前：事前に該当箇所を読み、疑
問点を明らかにする（1時間）
事後：教科書と資料をもとに学修
内容を復習する（1時間）

8
(作並)

地域における主要な
保健活動④ 障害者（児）保健対策 講義及びディ

スカッション

事前：事前に該当箇所を読み、疑
問点を明らかにする（1時間）
事後：教科書と資料をもとに学修
内容を復習する（1時間）

9
(作並)

地域における主要な
保健活動⑤ 感染症対策 講義及びディ

スカッション

事前：事前に該当箇所を読み、疑
問点を明らかにする（1時間）
事後：教科書と資料をもとに学修
内容を復習する（1時間）

10
(作並)

地域における主要な
保健活動⑥ 結核対策 講義及びディ

スカッション

事前：事前に該当箇所を読み、疑
問点を明らかにする（1時間）
事後：教科書と資料をもとに学修
内容を復習する（1時間）

11
(小川)

地域における保健活
動① 市町村における主要な保健活動 講義及びディ

スカッション

事前：事前に該当箇所を読み、疑
問点を明らかにする（1時間）
事後：教科書と資料をもとに学修
内容を復習する（1時間）

12
(小川)

地域における保健活
動② 保健所における主要な保健活動 講義及びディ

スカッション

事前：事前に該当箇所を読み、疑
問点を明らかにする（1時間）
事後：教科書と資料をもとに学修
内容を復習する（1時間）

13
(小川)

地域保健医療福祉計
画①

地方自治体の保健医療福祉計画
・地方自治体と計画行政
・地方自治体の保健医療福祉に関する分野別計画

講義及びディ
スカッション

事前：事前に該当箇所を読み、疑
問点を明らかにする（1時間）
事後：教科書と資料をもとに学修
内容を復習する（1時間）

14
(小川)

地域保健医療福祉計
画② 地方自治体の計画策定 講義及びディ

スカッション

事前：事前に該当箇所を読み、疑
問点を明らかにする（1時間）
事後：地域保健医療福祉計画の策
定、推進・管理・評価の進め方に
ついて復習して理解するととも
に、厚生労働省健康局長通知「地
域における保健師の保健活動につ
いて」（平成 25年 4月 25 日健発
0419 第 1号）を読み、計画策定
と実施等における保健師の役割に
ついて整理する（2時間）

15
(近藤)

地域保健活動の展開 地域保健活動の進め方 講義及びディ
スカッション

事前：事前に該当箇所を読み、疑
問点を明らかにする(1時間）
事後：地域保健活動の基本と保健
師・栄養士の役割について各自の
ノートに整理する（2時間）
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授業科目
保健統計学Ⅱ

担当教員 志渡 晃一
米田 龍大Health StatisticsⅡ

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・前期 選択/必修

授業区分・単位 選択・演習・1 単位

授業目的 統計を用いた調査の意義と方法について学習し，地域の健康状態の分析・課題発見に向けた実践力を身に着ける。

到達目標 ①健康や疾病にかかわる統計の目的と使い方の理解を深める。
②統計を用いた調査・研究の基礎を身に着け，広い視点から説明できるようになる。

教育方法の特徴 本科目は、授業内の理解度を図るために、ICT 機器を活用したディスカッションや、小テストを実施する。
関連科目 保健統計学Ⅰ

テキスト 1．浅野嘉延「看護学生のための疫学・保健統計学」（南山堂）2018
2．講義資料を配布する

参考書 1．福富和夫，橋本修⼆「保健統計・疫学」（南山堂）2018

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験 100

目標の到達状況を定期試験により評価する。
定期試験を受験しなかった場合は、評価の対象としない。

レポート

小テスト

提出物

その他

履修上の
留意事項

・授業に集中し、復習により知識を身につけること。
・配付資料のみでなく、テキストを⼗分に読み込んで、体系的に復習を行うこと。
各授業の前後に 1 時間程度の予習・復習を要する。

課題に対するフィ
ードバックの方法 小テストは模範解答を示し、要点を講義等で解説する。

実務経験を
活かした教育内容

実務経験者の立場から、調査研究事例などを講義に織り交ぜ、統計資料の読み方や調査手法、各種指標について理解
しやすいように授業を行う。

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1
(志渡)

ガイダンス 講義目的，内容の概説 講義
小テスト

該当部分のテキストのキーワードを
中心に事前学習しておく（2 時間）
配付資料及びテキストを用いて復習
する（2 時間）

2
(志渡)

保健統計① ⼈⼝統計・指標の振り返り 講義
小テスト

該当部分のテキストのキーワードを
中心に事前学習しておく（2 時間）
配付資料及びテキストを用いて復習
する（2 時間）

3
(志渡)

保健統計② 保健統計・指標の振り返り 講義
小テスト

該当部分のテキストのキーワードを
中心に事前学習しておく（2 時間）
配付資料及びテキストを用いて復習
する（2 時間）

4
(米田)

調査法概論① 研究事例を通じて調査の基礎を学ぶ①
講義
ディスカッション
小テスト

該当部分のテキストのキーワードを
中心に事前学習しておく（2 時間）
配付資料及びテキストを用いて復習
する（2 時間）

5
(米田)

調査法概論② 精神保健研究事例を通じて調査の基礎を学ぶ②
講義
ディスカッション
小テスト

該当部分のテキストのキーワードを
中心に事前学習しておく（2 時間）
配付資料及びテキストを用いて復習
する（2 時間）

6
(米田)

調査法概論③ 統計調査と事例調査，調査の倫理
講義
ディスカッション
小テスト

該当部分のテキストのキーワードを
中心に事前学習しておく（2 時間）
配付資料及びテキストを用いて復習
する（2 時間）
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授業科目
保健統計学Ⅱ

担当教員 志渡 晃一
米田 龍大Health StatisticsⅡ

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・前期 選択/必修

授業区分・単位 選択・演習・1 単位

授業目的 統計を用いた調査の意義と方法について学習し，地域の健康状態の分析・課題発見に向けた実践力を身に着ける。

到達目標 ①健康や疾病にかかわる統計の目的と使い方の理解を深める。
②統計を用いた調査・研究の基礎を身に着け，広い視点から説明できるようになる。

教育方法の特徴 本科目は、授業内の理解度を図るために、ICT 機器を活用したディスカッションや、小テストを実施する。
関連科目 保健統計学Ⅰ

テキスト 1．浅野嘉延「看護学生のための疫学・保健統計学」（南山堂）2018
2．講義資料を配布する

参考書 1．福富和夫，橋本修⼆「保健統計・疫学」（南山堂）2018

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験 100

目標の到達状況を定期試験により評価する。
定期試験を受験しなかった場合は、評価の対象としない。

レポート

小テスト

提出物

その他

履修上の
留意事項

・授業に集中し、復習により知識を身につけること。
・配付資料のみでなく、テキストを⼗分に読み込んで、体系的に復習を行うこと。
各授業の前後に 1 時間程度の予習・復習を要する。

課題に対するフィ
ードバックの方法 小テストは模範解答を示し、要点を講義等で解説する。

実務経験を
活かした教育内容

実務経験者の立場から、調査研究事例などを講義に織り交ぜ、統計資料の読み方や調査手法、各種指標について理解
しやすいように授業を行う。

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1
(志渡)

ガイダンス 講義目的，内容の概説 講義
小テスト

該当部分のテキストのキーワードを
中心に事前学習しておく（2 時間）
配付資料及びテキストを用いて復習
する（2 時間）

2
(志渡)

保健統計① ⼈⼝統計・指標の振り返り 講義
小テスト

該当部分のテキストのキーワードを
中心に事前学習しておく（2 時間）
配付資料及びテキストを用いて復習
する（2 時間）

3
(志渡)

保健統計② 保健統計・指標の振り返り 講義
小テスト

該当部分のテキストのキーワードを
中心に事前学習しておく（2 時間）
配付資料及びテキストを用いて復習
する（2 時間）

4
(米田)

調査法概論① 研究事例を通じて調査の基礎を学ぶ①
講義
ディスカッション
小テスト

該当部分のテキストのキーワードを
中心に事前学習しておく（2 時間）
配付資料及びテキストを用いて復習
する（2 時間）

5
(米田)

調査法概論② 精神保健研究事例を通じて調査の基礎を学ぶ②
講義
ディスカッション
小テスト

該当部分のテキストのキーワードを
中心に事前学習しておく（2 時間）
配付資料及びテキストを用いて復習
する（2 時間）

6
(米田)

調査法概論③ 統計調査と事例調査，調査の倫理
講義
ディスカッション
小テスト

該当部分のテキストのキーワードを
中心に事前学習しておく（2 時間）
配付資料及びテキストを用いて復習
する（2 時間）

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

7
(米田)

各論① 標本抽出の方法，データの種類と尺度 講義
小テスト

該当部分のテキストのキーワードを
中心に事前学習しておく（2時間）
配付資料及びテキストを用いて復習
する（2時間）

8
(米田)

各論② 調査票の作成，実査の方法 講義
小テスト

該当部分のテキストのキーワードを
中心に事前学習しておく（2時間）
配付資料及びテキストを用いて復習
する（2時間）

9
(米田) 演習① 調査の計画，調査票の作成の実践 講義

小テスト

該当部分のテキストのキーワードを
中心に事前学習しておく（2時間）
配付資料及びテキストを用いて復習
する（2時間）

10
(米田) 演習② 調査の計画，調査票の作成の実践 講義

小テスト

該当部分のテキストのキーワードを
中心に事前学習しておく（2時間）
配付資料及びテキストを用いて復習
する（2時間）

11
(志渡)

統計解析① 量的統計における調査技術①
（単純集計，要約統計量など）

講義
小テスト

該当部分のテキストのキーワードを
中心に事前学習しておく（2時間）
配付資料及びテキストを用いて復習
する（2時間）

12
(志渡)

統計解析② 量的統計における調査技術②
（クロス集計，相関など）

講義
小テスト

該当部分のテキストのキーワードを
中心に事前学習しておく（2時間）
配付資料及びテキストを用いて復習
する（2時間）

13
(志渡)

統計解析③ 量的統計における調査技術③
（χ 検定， 検定など）

講義
小テスト

該当部分のテキストのキーワードを
中心に事前学習しておく（2時間）
配付資料及びテキストを用いて復習
する（2時間）

14
(志渡)

統計解析④ 量的調査における調査技術④
（多変量ロジスティック解析，多重⽐較など）

講義
小テスト

該当部分のテキストのキーワードを
中心に事前学習しておく（2時間）
配付資料及びテキストを用いて復習
する（2時間）

15
(志渡)

まとめ 講義内容の総括 講義
小テスト

該当部分のテキストのキーワードを
中心に事前学習しておく（2時間）
配付資料及びテキストを用いて復習
する（2時間）

看
護
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四
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授業科目
精神看護活動論Ⅱ

担当教員 高橋 正樹
Psychiatric Nursing Ⅱ

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・前期 選択/必修

授業区分・単位 必修・講義・1 単位

授業目的 精神の病いや問題を抱える対象者への看護援助方法を学ぶ。さらに、自己のコミュニケーション能力を培い、これ
までの学習内容を精神看護実習で活用できるよう準備する。

到達目標
1. 精神看護領域における看護過程の概要について理解できる。
2. 紙上事例をもとに看護過程（アセスメント、関連図、看護問題の明確化、計画立案、評価）を展開できる。
3. ロールプレイを通して、精神看護領域における対象者の理解を深めると共にコミュニケーション能力を培う。
4. 精神の健康課題を抱える人の体験談を聞くことにより、精神障がいをもつ人の理解を深める。

教育方法の特徴 グループワーク、ロールプレイを実施し、発表を行います。
関連科目 精神看護学概論、精神看護活動論Ⅰ、精神看護実習

テキスト 萱間真美、稲垣中編集「精神看護学Ⅰこころの健康と地域包括ケア 改訂第 3 版」（南江堂）2022
萱間真美、稲垣中編集「精神看護学Ⅱ 地域・臨床で活かすケア 改訂第３版」（南江堂）2022

参考書 田中美恵子編「精神看護学―学生‐患者のストーリーで綴る実習展開 第 2 版」（医歯薬出版）2015

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験
到達目標の達成状況について、下記の内容から評価し、60 点以上を合格とする。
小テスト：講義時間内において授業内容に関するテスト（40％）
提 出 物：看護過程の展開に関する課題（30％）
体験談に関する１回のワークシート（10％）
そ の 他：発表、取り組み姿勢（20％）

レポート

小テスト 40

提出物 40

その他 20

履修上の
留意事項

看護過程の展開は復習を行い、必ず個人ワークを行った上でグループワークに取り組むこと。
さらに、発表などで気づいたことは青のボールペンで追加や修正を行うこと。

課題に対するフィ
ードバックの方法 提出物には口頭でのフィードバックもしくはコメントを付して返却する。

実務経験を
活かした教育内容

臨床における実務経験に基づいた講義を展開し、精神障がいをもつ人への看護援助方法について理解しやすいよう
に授業を行います。

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1

ガイダンス（目的、目標、評価
価）精神看護実践とは
事例を用いての看護過程の展開：
①アセスメント、関連図・問題リ
スト

・精神看護実践の目的について理解
する。
・精神領域において重要となる情報
やアセスメント、関連図・問題リス
トについて理解する。

講義

・事前学習：基礎情報・アセスメン
ト・関連図・問題リスト・看護計画提
出（８時間）
・事後学習：講義で気づいた点につい
て追加・修正する（３時間）

2
事例を用いての看護過程の展開：
①アセスメント、関連図・問題リ
スト

・精神領域において重要となる情報
やアセスメント、関連図・問題リス
トについて理解する。

講義

・事前学習：基礎情報・アセスメン
ト・関連図・問題リスト・看護計画提
出（８時間）
・事後学習：講義で気づいた点につい
て追加・修正する（３時間）

3
事例を用いての看護過程の展開：
②看護計画の立案
＜GW：２教室＞

・グループごとに看護計画立案に向
けて GW を行う。

グループワ
ーク

・事前学習：事例の看護計画について
確認しておく（30 分）。
・事後学習：グループごとに事例の看
護計画を立案する（２時間）。

4
事例を用いての看護過程の展開：
③看護計画
＜発表：２教室＞

・グループごとに作成した看護計画
で代表的なものを発表し、共有す
る。
・看護計画のまとめ

プレゼンテ
ーション

・事前学習：グループごとに作成した
事例の看護計画を提出する（２時間）
・事後学習：報告会での学びについて
看護計画に追加修正する（1 時間）

5 事例を用いての看護過程の展開：
④SOAP の書き方

・看護過程に関する小テスト
・SOAP の書き方に関するまとめ

講義・小テ
スト

事前学習：看護過程の学びの総復習
（４時間）
事後学習：小テストで分からなかった
ところを確認する（1 時間）

看
護
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授業科目
精神看護活動論Ⅱ

担当教員 高橋 正樹
Psychiatric Nursing Ⅱ

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・前期 選択/必修

授業区分・単位 必修・講義・1 単位

授業目的 精神の病いや問題を抱える対象者への看護援助方法を学ぶ。さらに、自己のコミュニケーション能力を培い、これ
までの学習内容を精神看護実習で活用できるよう準備する。

到達目標
1. 精神看護領域における看護過程の概要について理解できる。
2. 紙上事例をもとに看護過程（アセスメント、関連図、看護問題の明確化、計画立案、評価）を展開できる。
3. ロールプレイを通して、精神看護領域における対象者の理解を深めると共にコミュニケーション能力を培う。
4. 精神の健康課題を抱える人の体験談を聞くことにより、精神障がいをもつ人の理解を深める。

教育方法の特徴 グループワーク、ロールプレイを実施し、発表を行います。
関連科目 精神看護学概論、精神看護活動論Ⅰ、精神看護実習

テキスト 萱間真美、稲垣中編集「精神看護学Ⅰこころの健康と地域包括ケア 改訂第 3 版」（南江堂）2022
萱間真美、稲垣中編集「精神看護学Ⅱ 地域・臨床で活かすケア 改訂第３版」（南江堂）2022

参考書 田中美恵子編「精神看護学―学生‐患者のストーリーで綴る実習展開 第 2 版」（医歯薬出版）2015

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験
到達目標の達成状況について、下記の内容から評価し、60 点以上を合格とする。
小テスト：講義時間内において授業内容に関するテスト（40％）
提 出 物：看護過程の展開に関する課題（30％）
体験談に関する１回のワークシート（10％）
そ の 他：発表、取り組み姿勢（20％）

レポート

小テスト 40

提出物 40

その他 20

履修上の
留意事項

看護過程の展開は復習を行い、必ず個人ワークを行った上でグループワークに取り組むこと。
さらに、発表などで気づいたことは青のボールペンで追加や修正を行うこと。

課題に対するフィ
ードバックの方法 提出物には口頭でのフィードバックもしくはコメントを付して返却する。

実務経験を
活かした教育内容

臨床における実務経験に基づいた講義を展開し、精神障がいをもつ人への看護援助方法について理解しやすいよう
に授業を行います。

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1

ガイダンス（目的、目標、評価
価）精神看護実践とは
事例を用いての看護過程の展開：
①アセスメント、関連図・問題リ
スト

・精神看護実践の目的について理解
する。
・精神領域において重要となる情報
やアセスメント、関連図・問題リス
トについて理解する。

講義

・事前学習：基礎情報・アセスメン
ト・関連図・問題リスト・看護計画提
出（８時間）
・事後学習：講義で気づいた点につい
て追加・修正する（３時間）

2
事例を用いての看護過程の展開：
①アセスメント、関連図・問題リ
スト

・精神領域において重要となる情報
やアセスメント、関連図・問題リス
トについて理解する。

講義

・事前学習：基礎情報・アセスメン
ト・関連図・問題リスト・看護計画提
出（８時間）
・事後学習：講義で気づいた点につい
て追加・修正する（３時間）

3
事例を用いての看護過程の展開：
②看護計画の立案
＜GW：２教室＞

・グループごとに看護計画立案に向
けて GW を行う。

グループワ
ーク

・事前学習：事例の看護計画について
確認しておく（30 分）。
・事後学習：グループごとに事例の看
護計画を立案する（２時間）。

4
事例を用いての看護過程の展開：
③看護計画
＜発表：２教室＞

・グループごとに作成した看護計画
で代表的なものを発表し、共有す
る。
・看護計画のまとめ

プレゼンテ
ーション

・事前学習：グループごとに作成した
事例の看護計画を提出する（２時間）
・事後学習：報告会での学びについて
看護計画に追加修正する（1 時間）

5 事例を用いての看護過程の展開：
④SOAP の書き方

・看護過程に関する小テスト
・SOAP の書き方に関するまとめ

講義・小テ
スト

事前学習：看護過程の学びの総復習
（４時間）
事後学習：小テストで分からなかった
ところを確認する（1 時間）

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

6 精神障がいのある人についての理
解を深める

ゲストスピーカーの精神障がい（統
合失調症、発達障がい）をもつ人か
ら体験談を聞き、意見交換する

グループワ
ーク、ライ
ティング

事前学習：精神障がいをもつ人と意見
交換できるように質問や意見について
まとめる（1時間）
事後学習：ワークシートの作成と資料
に目を通し復習する（１時間）

7
事例を用いての看護過程の展開：
⑤実施（ロールプレイ ）
＜２教室＞

・グループメンバーでロールプレイ
を実施する。
・ロールプレイに関する意見交換
（GW）

ロールプレ
イ、グルー
プワーク

・事前学習：ロールプレイの内容につ
いて準備（２時間）
・事後学習：ロールプレイに関する学
びについて整理する（１時間）

8
事例を用いての看護過程の展開：
⑤実施（ロールプレイ ）
＜２教室＞

・グループメンバーでロールプレイ
を実施する。
・ロールプレイに関する意見交換
（GW）及び発表

ロールプレ
イ、グルー
プワーク

・事前学習：ロールプレイの内容につ
いて準備（２時間）
・事後学習：ロールプレイに関する学
びについて整理する（１時間）
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授業科目
精神看護実習

担当教員 高橋 正樹
Psychiatric Nursing:Practicum

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・前期 選択/必修

授業区分・単位 必修・実習・2 単位

授業目的 心を病む人とのかかわりを通し、対象者について生活の観点から理解を深め、必要な看護活動および精神医療チー
ムにおける多職種との協働について学ぶ。

到達目標

1．受持ちの対象者とのかかわりを通して、精神保健上の健康課題により日常生活や、対人関係に困難を抱えている
人について理解を深める。
2．受持ちの対象者の発達段階や健康状態・生活の状況をアセスメントし、精神の健康が生活におよぼす影響につい
て理解する。
3．受け持ちの対象者とのコミュニケーションの振り返りを通して得られた気づきを援助技術として活用し患者 - 
看護師関係について学ぶ。
4．受け持ちの対象者を生活者の視点から対象者を取り巻く環境や多職種チームによる協働の意義を学ぶ。

教育方法の特徴 具体的な内容については実習要項にそって実習オリエンテーションにおいて説明する。

関連科目

テキスト

参考書

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験

実習評価表に基づき、実習施設での実習内容、実習態度、実習記録をもとに総合的に評価
する。

レポート

小テスト

提出物

その他 100

履修上の
留意事項 これまでの学習を生かし、真摯な姿勢で積極的に取り組むこと。

課題に対するフィ
ードバックの方法 提出物には口頭でのフィードバックもしくはコメントを付して返却する。

実務経験を
活かした教育内容 臨床における実務経験に基づき、心の病を持つ対象者が深められるよう実習指導を行います。

実習方法

1．統合失調症または気分障がいなどの精神疾患を有する人１名を受け持ち、対象者ならびに関係性の理解を深め、
必要な看護活動を展開する。
2．病棟でのミニカンファレンス（毎日）、第 1 週目および第 2 週目の学内カンファレンス（各 1 回）において、実
習で生じた疑問や問題点について検討し、グループ間で実習での学びを共有する。
3．1 グループ学生 2～4 名を各病院施設に配置して実習する。

実習施設 岡本病院、旭山病院、さっぽろ香雪病院、五稜会病院、ここリカプロダクション
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授業科目
精神看護実習

担当教員 高橋 正樹
Psychiatric Nursing:Practicum

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・前期 選択/必修

授業区分・単位 必修・実習・2 単位

授業目的 心を病む人とのかかわりを通し、対象者について生活の観点から理解を深め、必要な看護活動および精神医療チー
ムにおける多職種との協働について学ぶ。

到達目標

1．受持ちの対象者とのかかわりを通して、精神保健上の健康課題により日常生活や、対人関係に困難を抱えている
人について理解を深める。
2．受持ちの対象者の発達段階や健康状態・生活の状況をアセスメントし、精神の健康が生活におよぼす影響につい
て理解する。
3．受け持ちの対象者とのコミュニケーションの振り返りを通して得られた気づきを援助技術として活用し患者 - 
看護師関係について学ぶ。
4．受け持ちの対象者を生活者の視点から対象者を取り巻く環境や多職種チームによる協働の意義を学ぶ。

教育方法の特徴 具体的な内容については実習要項にそって実習オリエンテーションにおいて説明する。

関連科目

テキスト

参考書

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験

実習評価表に基づき、実習施設での実習内容、実習態度、実習記録をもとに総合的に評価
する。

レポート

小テスト

提出物

その他 100

履修上の
留意事項 これまでの学習を生かし、真摯な姿勢で積極的に取り組むこと。

課題に対するフィ
ードバックの方法 提出物には口頭でのフィードバックもしくはコメントを付して返却する。

実務経験を
活かした教育内容 臨床における実務経験に基づき、心の病を持つ対象者が深められるよう実習指導を行います。

実習方法

1．統合失調症または気分障がいなどの精神疾患を有する人１名を受け持ち、対象者ならびに関係性の理解を深め、
必要な看護活動を展開する。
2．病棟でのミニカンファレンス（毎日）、第 1 週目および第 2 週目の学内カンファレンス（各 1 回）において、実
習で生じた疑問や問題点について検討し、グループ間で実習での学びを共有する。
3．1 グループ学生 2～4 名を各病院施設に配置して実習する。

実習施設 岡本病院、旭山病院、さっぽろ香雪病院、五稜会病院、ここリカプロダクション

授業科目
看護課題研究

担当教員 木津 由美子
吉田 祐子 他Nursing Research

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・通年 選択/必修

授業区分・単位 必修・演習・2 単位

授業目的
自己の看護への興味や疑問から自らの課題を設定し解決するために、これまで学習してきた情報リテラシー、論理的
思考力、問題解決力などの汎用的技能と看護学研究法で学んだ基礎的知識をもとに適切な手法を選択して計画的か
つ系統的に探究することで、創造的思考力を養う。また、研究計画書を作成し、討議や発表を通して論理的表現や批
判力の向上を図るとともに研究の基礎的知識・技術・態度を養う。

到達目標

1．自己の探求課題を明確にする。
2．自己の課題に関連する先行文献を検索し、整理することができる。
3．文献を要約し、批判的に講読することができる。
4．テーマを探求するための計画書を作成することができる。
5．研究に係る倫理的配慮のもとに、計画書を作成することができる。
6．研究計画書を発表することができる。
7．研究の基本的知識・技術・態度を身につける。

教育方法の特徴 演習（ゼミナール方式）で、4 名前後の学生が 1 つのグループになり通年で行います。
関連科目 3 年次に履修した看護学研究法と密接に関連する。
テキスト なし

参考書 研究の基礎的な方法については、看護学研究法のテキスト・参考文献に同じ。 
課題に関連した文献は、担当教員の指導・助言をもとに各自で検索し活用する。

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験
評価については、ガイダンス時に評価表を提示し説明する。
・提出物：研究計画書(60%）
・発表資料(10%）
・研究計画書作成に対する姿勢（15％）
・発表（15％）
以上の評価基準に基づき評価し、60 点以上を合格とする。

レポート

小テスト

提出物 60

その他 40

履修上の
留意事項 グループで 1 年を通して研究計画書の作成を学習します。チームワークを発揮して取り組んでください。

課題に対するフィ
ードバックの方法

教員により方法は異なりますが、計画書作成過程で提出物に口頭またはコメントを付すなどの方法でフィードバッ
クします。

実務経験を
活かした教育内容

各担当教員は、実務経験者の立場から専門分野の特徴を踏まえて、学生が看護課題を探求できるように演習を展開し
ます。

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1
(木津
他全
担当
教員)

看護課題研究の進め
方

1．ガイダンス（科目の目的・目標、学習内容
と方法、評価方法と基準、履修上の留意点）
2．学習するゼミグループの発表
3．各ゼミに分かれ年間スケジュールの作成

グループ学習、デ
ィスカッション、
プレゼンテーショ
ン

事前：シラバスを読み、履修上の疑
問を明らかにしておく。看護学研
究法最終講義時に提出した研究テ
ーマ希望について内容を確認し、
ガイダンスに臨む(1 時間)
事後：看護課題研究の学習計画を
立てる(1 時間)

2～５
(木津
他全
担当
教員)

研究課題の設定

1．担当教員のもとで、研究課題を設定する。
2．グループ・ディスカッション
3．研究課題に関する文献検索
4．研究課題の設定

グループ学習、デ
ィスカッション、
プレゼンテーショ
ン

事前：研究課題に関する考えを明
確にしておく(1 時間)
事後：ゼミで行った内容を整理し
ノートにまとめる(1 時間)

6～10
(木津
他全
担当
教員)

文献検索と整理

1．担当教員のもとで、研究課題に関する文献
検索、講読し課題の明確化
1）研究課題に関連した文献を収集する。
2）収集した文献を系統的に整理する。
3）整理した文献を講読、要約し、研究課題を
明確化する。

グループ学習、デ
ィスカッション、
プレゼンテーショ
ン

事前：グループ学習で必要な文献
を読む(1 時間)
事後：ゼミで行った内容を整理し、
ノートにまとめる(1 時間)
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回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

11～
15

(木津
他全
担当
教員)

文献レビュー

1．収集、整理した文献について批判的検討
1）研究課題に関連した適切な論文を選択す
る。
2）選択文献を精読し文献カードを作成する。
3）文献の分類、分析、統合により研究課題を
概観する。

グループ学習、デ
ィスカッション、
プレゼンテーショ
ン

事前：文献をクリティークする(2
時間)
事後：ゼミで行った内容を整理し、
ノートにまとめる(2 時間)

16～
25

(木津
他全
担当
教員)

研究計画書作成・発
表準備

1．研究計画書の作成
2．研究計画書発表準備
1）発表抄録を作成要領に基づいて作成する。
2）発表内容に即したパワーポイント資料を作
成する。

グループ学習、デ
ィスカッション、
プレゼンテーショ
ン

事前：配付の要項を読み、計画書作
成の要領を確認する(1時間)
事後：ゼミメンバーで協力し計画
書を作成する(2時間)

26
(木
津・
吉田)

発表会の進め方

1．発表会オリエンテーション
1）発表者、司会進行係、参加者の役割責任の
理解
2）メンバー間で役割分担の決定
3）発表準備をする

グループ学習、デ
ィスカッション、
プレゼンテーショ
ン

事前：抄録やスライドの確認をす
る(1 時間)
事後：発表に向けてゼミメンバー
で発表の練習をする(2時間)

27～
30

(木津
他全
担当
教員)

看護課題研究発表会

1．発表の主体的な参加
1）タイムスケジュールに沿って発表を行う。
2）発表者、司会進行係、参加者の役割を担い、
学びを共有する。

グループ学習、デ
ィスカッション、
プレゼンテーショ
ン

事前：ゼミメンバーで発表練習を
行い発表会に臨む(2 時間)
事後：ゼミの発表を振り返り、自己
の課題を明確にする(1時間)
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回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

11～
15

(木津
他全
担当
教員)

文献レビュー

1．収集、整理した文献について批判的検討
1）研究課題に関連した適切な論文を選択す
る。
2）選択文献を精読し文献カードを作成する。
3）文献の分類、分析、統合により研究課題を
概観する。

グループ学習、デ
ィスカッション、
プレゼンテーショ
ン

事前：文献をクリティークする(2
時間)
事後：ゼミで行った内容を整理し、
ノートにまとめる(2 時間)

16～
25

(木津
他全
担当
教員)

研究計画書作成・発
表準備

1．研究計画書の作成
2．研究計画書発表準備
1）発表抄録を作成要領に基づいて作成する。
2）発表内容に即したパワーポイント資料を作
成する。

グループ学習、デ
ィスカッション、
プレゼンテーショ
ン

事前：配付の要項を読み、計画書作
成の要領を確認する(1時間)
事後：ゼミメンバーで協力し計画
書を作成する(2時間)

26
(木
津・
吉田)

発表会の進め方

1．発表会オリエンテーション
1）発表者、司会進行係、参加者の役割責任の
理解
2）メンバー間で役割分担の決定
3）発表準備をする

グループ学習、デ
ィスカッション、
プレゼンテーショ
ン

事前：抄録やスライドの確認をす
る(1 時間)
事後：発表に向けてゼミメンバー
で発表の練習をする(2時間)

27～
30

(木津
他全
担当
教員)

看護課題研究発表会

1．発表の主体的な参加
1）タイムスケジュールに沿って発表を行う。
2）発表者、司会進行係、参加者の役割を担い、
学びを共有する。

グループ学習、デ
ィスカッション、
プレゼンテーショ
ン

事前：ゼミメンバーで発表練習を
行い発表会に臨む(2 時間)
事後：ゼミの発表を振り返り、自己
の課題を明確にする(1時間)

授業科目
リハビリテーション看護論

担当教員
小野 善昭
佐藤 由佳子
村井 昌子Rehabilitation Nursing

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・前期 選択/必修

授業区分・単位 選択・講義・2 単位

授業目的
リハビリテーションの概念について学び、リハビリテーション看護の基礎的知識・技術・態度について学習する。
ここでは、リハビリテーションを必要としている人および家族への看護と保健医療福祉チームとの連携・協働と看
護の役割について理解する。また、在宅でリハビリテーションを受けている人々へのケアや健康増進のために必要
な知識・技術を習得する。

到達目標

1. リハビリテーションの意味について説明することができる。
2. リハビリテーションにおける看護の役割について説明することができる。
3. リハビリテーションにおける法律と倫理的諸問題について説明することができる。
4. リハビリテーションを必要としている人の特徴について説明することができる。
5. リハビリテーションの目的とリハビリテーションに関わる職種の役割について理解し、チーム医療における看護
職の役割について説明することができる。
6. リハビリテーションを必要としている人とその家族への看護援助について説明することができる。
7. 在宅でリハビリテーションをしている人とその家族に対する必要な援助について説明することができる。

教育方法の特徴

本科目は、授業前に提示した事前学習に基づいて行います。また、授業中に質問などを出しますので、ペアや小グ
ループでディスカッションし、その内容を発表してもらいます。
また、障がいを持つ人の理解のためにフィールドワークを行い、その結果をプレゼンテーションしてもらいます。
授業終了時に、本日の学びや質問に関するライティングに取り組んでもらい、そのフィードバックは次回授業時に
行います。

関連科目 リハビリテーションに関連する科目は多岐にわたる。専門基礎科目の「個人と健康」、「社会と健康」、専門科目の
「看護の基本」「人間の発達段階と看護活動」の各科目と関連している。

テキスト 酒井郁子/金城利雄 編集「リハビリテーション看護 改訂第３版」（南江堂）

参考書
中西純子/石川ふみよ 編集「リハビリテーション看護論 第 3 版」（ヌーヴェルヒロカワ）
武田宜子/下村晃子 他「系統看護学講座 別巻 リハビリテーション看護 第 6 版」（医学書院）
奥宮暁子他 編集「ナーシンググラフィカ成人看護学⑤ リハビリテーション看護」（メディカ出版）
落合芙美子 監修「新体系看護学全書 別巻 リハビリテーション看護 第 2 版」（メヂカルフレンド社）

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験 50
目標達成状況を定期試験（50％）、小テスト（10％）、提出物（40％）により総合的に評価す
る。
講義中に授業内容に応じた障がいをもつ人の生活に関するレポートなど 2 つの課題を課す。
これにはフィールドワークの成果等も含まれる。
試験では到達目標に関する定期試験を実施し、学習到達度を評価する。
小テストは、授業終了時に確認テストを行い、正答したものを評価点数とする。テスト実施
のタイミングは事前に知らせる。
※担当者ごとの点数配分は初回の講義でお知らせします。
※本科目の再試験は 1 回に限り実施します。その際は課題 100％で評価します。

レポート

小テスト 10

提出物 40

その他

履修上の
留意事項

事前、事後学習を確実に行って講義に参加してください。なお、各授業の予習・復習の詳細は別途お知らせしますが、
概ね予習・復習それぞれに 1～2 時間の時間を要します。

課題に対するフィ
ードバックの方法

提出物にコメントを付して返却する場合と授業内で解説する場合があります。なお、課題の評価に関するループリッ
クを提示します。詳細については、課題提示時にルーブリックやフィードバックについて説明します。

実務経験を
活かした教育内容

実務経験者の立場から、臨床の現状、現場での事例、などを講義に織り交ぜながら、リハビリテーション看護の実践
について理解しやすいように授業を行います。特に佐藤先生からは病院でのリハビリテーション看護、村井先生から
は在宅でのリハビリテーション看護について実践を踏まえて授業を行います。

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1
(小野)

リハビリテーション
の意味と看護の役割

1. ガイダンス
2. リハビリテーションとは
3. 国際生活機能分類 (ICF) の考え方
4. リハビリテーション医療システムと看護の役割

グループワー
ク、ライティン
グ、質問

事前学習：シラバスを熟読し、
目標と内容について確認する。
事後学習：事前学習の内容に講
義の内容を追加し、整理する。
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回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

2
(小野)

リハビリテーション
看護の展開に必要な
概念と理論

1．QOL 
2. 自立と自律
3. 動機と主体性
4. 社会的不利

事前学習型授
業、グループワ
ーク、ライティ
ング、質問

事前学習：必要な概念と理論に
ついて、テキストの指定された
箇所を用いて学習する
事後学習：事前学習の内容に講
義の内容を追加し、整理する。

3
(小野)

1. リハビリテーショ
ンにおける法律と倫
理的諸問題
2. 生活機能障害のあ
る人とその家族の理
解①

1.1）リハビリテーションに関する法律や障害者
を支える制度
1.2）看護実践に関連する道徳的概念とリハビリ
テーション看護
1.3）リハビリテーション看護における倫理的葛
藤
2.1）身体的・心理的特徴
2.2）生活上の特徴
2.3）家族の特徴

事前学習型授
業、グループワ
ーク、質問

事前学習：必要な概念や制度な
どについて、テキストの指定さ
れた箇所を用いて学習する。
事後学習：事前学習の内容に講
義の内容を追加し、整理する。

4
(小野)

生活機能障害のある
人とその家族の理解
②

障がいのある人の生活を理解するためのフィール
ドワーク

フィールドワー
ク、調査学習

事前学習：事前に提示された課
題に取り組む。
事後学習：事前学習の内容にフ
ィールドワークの内容を追加
し、整理する。

5
(小野)

回復過程とリハビリ
テーション看護

1. 急性、回復期、生活期の各ステージにおける対
象者の特徴
2. 各ステージにおけるリハビリテーションの目的
と看護援助のポイント
3. フレイルとサルコペニア
※生活期に関しては 13 回目で詳細を講義する

事前学習型授
業、グループワ
ーク、ライティ
ング、質問

事前学習：必要な概念と理論に
ついて、テキストの指定された
箇所を用いて学習する。
事後学習：事前学習の内容に講
義の内容を追加し、整理する。

6
(池野)

循環機能障害のある
人へのリハビリテー
ション看護

1. 循環機能障害のある人へのリハビリテーション
の目的
2. 心臓リハビリテーションの実際
3. 心臓リハビリテーションを受けている対象者へ
の看護の実際

事前学習型授
業、グループワ
ーク、ライティ
ング、質問

事前学習：循環器疾患及び看護
についてテキストを用いて学習
する。 
事後学習：事前学習の内容に講
義の内容を追加し、整理する。

7
(小野)

呼吸機能障害のある
人へのリハビリテー
ション看護

1. 呼吸機能障害のある対象者のリハビリテーショ
ンの目的
2. 呼吸リハビリテーションの実際
3. 呼吸リハビリテーションを受けている対象者へ
の看護の実際

事前学習型授
業、グループワ
ーク、ライティ
ング、質問

事前学習：呼吸器疾患および看
護についてテキストを用いて学
習する。
事後学習：事前学習の内容に講
義の内容を追加し、整理する。

8
(佐藤)

摂食嚥下障害のある
人へのリハビリテー
ション看護

1. 摂食嚥下のメカニズムとその障害
2. 嚥下障害のアセスメント
3. 嚥下障害のある対象者へのリハビリテーション
看護

事前学習型授
業、ライティン
グ、質問

事前学習：摂食嚥下障害及びそ
の看護についてテキストを用い
て学習する。
事後学習：事前学習の内容に講
義の内容を追加し、整理する。

9
(佐藤)

高次脳機能障害・言
語機能障害のある人
へのリハビリテーシ
ョン看護

1. 高次脳機能障害とリハビリテーション
2. 言語機能障害とリハビリテーション

事前学習型授
業、ライティン
グ、質問

事前学習：各機能障害及び看護
についてテキストを用いて学習
する。 
事後学習：事前学習の内容に講
義の内容を追加し、整理する。

10
(佐藤)

脳神経疾患のある人
へのリハビリテーシ
ョン看護

1. 脳神経疾患のある人へのリハビリテーションの
目的
2. 脳神経疾患のある人へのリハビリテーション看
護
3. 脳神経疾患でリハビリテーションを受けている
人への看護の実際

事前学習型授
業、ライティン
グ、質問

事前学習：脳神経疾患及び看護
についてテキストを用いて学習
する。
事後学習：事前学習の内容に講
義の内容を追加し、整理する。

11
(佐藤)

障害を有する子ども
へのリハビリテーシ
ョン看護

1. 障害を有する子どもとリハビリテーション
2. 障害を有する子どもへのリハビリテーション看
護の実際

事前学習型授
業、ライティン
グ、質問

事前学習：障害を有する子ども
へのリハビリテーション及び看
護についてテキストを用いて学
習する。
事後学習：事前学習の内容に講
義の内容を追加し、整理する。
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回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

2
(小野)

リハビリテーション
看護の展開に必要な
概念と理論

1．QOL 
2. 自立と自律
3. 動機と主体性
4. 社会的不利

事前学習型授
業、グループワ
ーク、ライティ
ング、質問

事前学習：必要な概念と理論に
ついて、テキストの指定された
箇所を用いて学習する
事後学習：事前学習の内容に講
義の内容を追加し、整理する。

3
(小野)

1. リハビリテーショ
ンにおける法律と倫
理的諸問題
2. 生活機能障害のあ
る人とその家族の理
解①

1.1）リハビリテーションに関する法律や障害者
を支える制度
1.2）看護実践に関連する道徳的概念とリハビリ
テーション看護
1.3）リハビリテーション看護における倫理的葛
藤
2.1）身体的・心理的特徴
2.2）生活上の特徴
2.3）家族の特徴

事前学習型授
業、グループワ
ーク、質問

事前学習：必要な概念や制度な
どについて、テキストの指定さ
れた箇所を用いて学習する。
事後学習：事前学習の内容に講
義の内容を追加し、整理する。

4
(小野)

生活機能障害のある
人とその家族の理解
②

障がいのある人の生活を理解するためのフィール
ドワーク

フィールドワー
ク、調査学習

事前学習：事前に提示された課
題に取り組む。
事後学習：事前学習の内容にフ
ィールドワークの内容を追加
し、整理する。

5
(小野)

回復過程とリハビリ
テーション看護

1. 急性、回復期、生活期の各ステージにおける対
象者の特徴
2. 各ステージにおけるリハビリテーションの目的
と看護援助のポイント
3. フレイルとサルコペニア
※生活期に関しては 13 回目で詳細を講義する

事前学習型授
業、グループワ
ーク、ライティ
ング、質問

事前学習：必要な概念と理論に
ついて、テキストの指定された
箇所を用いて学習する。
事後学習：事前学習の内容に講
義の内容を追加し、整理する。

6
(池野)

循環機能障害のある
人へのリハビリテー
ション看護

1. 循環機能障害のある人へのリハビリテーション
の目的
2. 心臓リハビリテーションの実際
3. 心臓リハビリテーションを受けている対象者へ
の看護の実際

事前学習型授
業、グループワ
ーク、ライティ
ング、質問

事前学習：循環器疾患及び看護
についてテキストを用いて学習
する。 
事後学習：事前学習の内容に講
義の内容を追加し、整理する。

7
(小野)

呼吸機能障害のある
人へのリハビリテー
ション看護

1. 呼吸機能障害のある対象者のリハビリテーショ
ンの目的
2. 呼吸リハビリテーションの実際
3. 呼吸リハビリテーションを受けている対象者へ
の看護の実際

事前学習型授
業、グループワ
ーク、ライティ
ング、質問

事前学習：呼吸器疾患および看
護についてテキストを用いて学
習する。
事後学習：事前学習の内容に講
義の内容を追加し、整理する。

8
(佐藤)

摂食嚥下障害のある
人へのリハビリテー
ション看護

1. 摂食嚥下のメカニズムとその障害
2. 嚥下障害のアセスメント
3. 嚥下障害のある対象者へのリハビリテーション
看護

事前学習型授
業、ライティン
グ、質問

事前学習：摂食嚥下障害及びそ
の看護についてテキストを用い
て学習する。
事後学習：事前学習の内容に講
義の内容を追加し、整理する。

9
(佐藤)

高次脳機能障害・言
語機能障害のある人
へのリハビリテーシ
ョン看護

1. 高次脳機能障害とリハビリテーション
2. 言語機能障害とリハビリテーション

事前学習型授
業、ライティン
グ、質問

事前学習：各機能障害及び看護
についてテキストを用いて学習
する。 
事後学習：事前学習の内容に講
義の内容を追加し、整理する。

10
(佐藤)

脳神経疾患のある人
へのリハビリテーシ
ョン看護

1. 脳神経疾患のある人へのリハビリテーションの
目的
2. 脳神経疾患のある人へのリハビリテーション看
護
3. 脳神経疾患でリハビリテーションを受けている
人への看護の実際

事前学習型授
業、ライティン
グ、質問

事前学習：脳神経疾患及び看護
についてテキストを用いて学習
する。
事後学習：事前学習の内容に講
義の内容を追加し、整理する。

11
(佐藤)

障害を有する子ども
へのリハビリテーシ
ョン看護

1. 障害を有する子どもとリハビリテーション
2. 障害を有する子どもへのリハビリテーション看
護の実際

事前学習型授
業、ライティン
グ、質問

事前学習：障害を有する子ども
へのリハビリテーション及び看
護についてテキストを用いて学
習する。
事後学習：事前学習の内容に講
義の内容を追加し、整理する。

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

12
(村井)

在宅リハビリテーシ
ョンを行っている人
へのリハビリテーシ
ョン看護１

在宅リハビリテーションを行っている人とその家
族に対する必要な援助
1. 生活期リハビリテーションが行われる場とその
特徴
2. 在宅でのリハビリテーションの実際
3. 地域リハビリテーション

事前学習型授
業、ライティン
グ、質問

事前学習：在宅看護論で学習し
た内容について復習する。
事後学習：事前学習の内容に講
義の内容を追加し、整理する。

13
(村井)

在宅リハビリテーシ
ョンを行っている人
へのリハビリテーシ
ョン看護２

在宅でリハビリテーションを行っている人とその
家族に対する必要な援助

事前学習型授
業、ライティン
グ、質問

事前学習：在宅看護論で学習し
た内容について復習する。
事後学習：事前学習の内容に講
義の内容を追加し、整理する。

14
(小野)

1．運動機能障害のあ
る人へのリハビリテ
ーション看護
2．生活機能障害のあ
る人とその家族の理
解③

1.1）運動器疾患のある人へのリハビリテーショ
ンの目的
1.2）運動器疾患でリハビリテーションを受けて
いる人への看護の実際
2．障がいのある人の生活を理解するためのフィ
ールドワーク報告会

1．事前学習型
授業、ライティ
ング、質問
2．プレゼンテ
ーション、フィ
ールドワーク、
調査学習

事前学習：運動器疾患及び看護
についてテキストを用いて学習
する。フィールドワークの成果
をまとめる。
事後学習：事前学習の内容に講
義の内容を追加し、整理する。

15
(小野)

リハビリテーション
医療・看護の課題・
まとめ

1. 障がいのある人の医療、教育や生活の格差
2. ロボット工学とリハビリテーション
3. 災害とリハビリテーション
4. まとめ

事前学習型授
業、グループワ
ーク、ライティ
ング、質問

事前学習：これまでの講義資料
を確認する。
事後学習：指示された課題をレ
ポートにまとめ、提出する。
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授業科目
がん看護論

担当教員
小島 悦子
大串 祐美子
菊地 美香Oncology Nursing

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・前期 選択/必修

授業区分・単位 選択・講義・2 単位

授業目的 がん看護実践の基盤となる知識・技術を理解するとともに、がん医療における多職種連携の重要性と看護師の役割
を理解する。

到達目標

1．がんの疫学とがんの特徴について概説できる。
2．がんの予防、診断と治療について概説できる。
3．がんサバイバーシップの考え方とがんサバイバーへの支援の基本について説明できる。
4．がんサバイバーの全人的苦痛に対する支援について説明できる。
5．がん医療の中で生じる倫理的な課題を理解し、その対応について意見を述べることができる。
6．がん医療におけるチームアプローチの重要性と看護の役割について説明できる。

教育方法の特徴
本科目は、授業内での理解度を確認するために、1～10 回の授業内に授業に関する課題を提出してもらいます。
15 回目は、質の高いがん看護を実践するために看護師としてできることについて意見交換を行い、その後、質の高
いがん看護を実践するために必要となる知識に関する小テストを実施します。

関連科目 成人看護学概論、成人看護活動論Ⅰ・Ⅱが関連科目です。
テキスト なし

参考書

1．小松浩子 他「系統看護学講座別巻 がん看護学」(医学書院)
2．鈴木久美 他「看護学テキスト NICE がん看護」(南江堂)
3．黒田ちはる「がんになったら知っておきたいお金の話 看護師 FP が授ける家計、制度、就労の知恵」(日経メデ
ィカル開発)
4．濱口恵子 他「がん化学療法ケアガイド 第 3 版」(中山書店)
5．祖父江由紀子 他「がん放射線療法ケアガイド 第 3 版」(中山書店)

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験

提出物は記載内容と提出状況を含めて評価する(80%)
小テスト(20%)

レポート

小テスト 20

提出物 80

その他

履修上の
留意事項 質の高いがん看護実践について一緒に考えていきましょう。

課題に対するフィ
ードバックの方法 提出物や小テストについては授業の中で解説をし、提出物についてはコメントを付して返却したりします。

実務経験を
活かした教育内容 実務経験者の立場から、臨床現場の事例を織り交ぜながら看護について理解できるように授業を行います。

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1
(小島)

ガイダンス
がんとがん医療の概要

1．がんの罹患率、死亡率、生存率
2．がんの病態
3．がんの予防
4．がんの診断と治療の概要

講義、質問、
ライティング

事前学習：事前にシラバスを読み、履修
上の疑問点を明確にしておく。学習内容
について自分なりに調べる(30 分)
事後学習：学習内容に関する復習(30 分)

2
(小島)

がんサバイバーの理解(1)
1．がんサバイバーシップの考え方
2．がんサバイバーの歩むプロセス
3．がんサバイバーの全人的苦痛

講義、質問、
ライティング

事前学習：学習内容について自分なりに
調べる(30 分)
事後学習：学習内容に関する復習(30 分)

3
(小島)

がんサバイバーの理解(2)
1．がんのもつ社会的影響
2．がん医療に伴う経済的問題
3．がんサバイバーの就労

講義、質問、
ライティング

事前学習：学習内容について自分なりに
調べる(30 分)
事後学習：学習内容に関する復習(30 分)

4
(小島)

がんサバイバーの支援(1)
1．意思決定支援
2．がん医療の中で生じる倫理的課題
3．多職種によるチームアプローチ

講義、質問、
ライティング

事前学習：学習内容について自分なりに
調べる(30 分)
事後学習：学習内容に関する復習(30 分)

5
(小島)

がんサバイバーの支援(2)

1．日本におけるがん対策
2．早期からの緩和ケア
3．サポートグループ、セルフヘルプ
グループ / ピアサポート

講義、質問、
ライティング

事前学習：学習内容について自分なりに
調べる(30 分)
事後学習：学習内容に関する復習(30 分)
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授業科目
がん看護論

担当教員
小島 悦子
大串 祐美子
菊地 美香Oncology Nursing

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・前期 選択/必修

授業区分・単位 選択・講義・2 単位

授業目的 がん看護実践の基盤となる知識・技術を理解するとともに、がん医療における多職種連携の重要性と看護師の役割
を理解する。

到達目標

1．がんの疫学とがんの特徴について概説できる。
2．がんの予防、診断と治療について概説できる。
3．がんサバイバーシップの考え方とがんサバイバーへの支援の基本について説明できる。
4．がんサバイバーの全人的苦痛に対する支援について説明できる。
5．がん医療の中で生じる倫理的な課題を理解し、その対応について意見を述べることができる。
6．がん医療におけるチームアプローチの重要性と看護の役割について説明できる。

教育方法の特徴
本科目は、授業内での理解度を確認するために、1～10 回の授業内に授業に関する課題を提出してもらいます。
15 回目は、質の高いがん看護を実践するために看護師としてできることについて意見交換を行い、その後、質の高
いがん看護を実践するために必要となる知識に関する小テストを実施します。

関連科目 成人看護学概論、成人看護活動論Ⅰ・Ⅱが関連科目です。
テキスト なし

参考書

1．小松浩子 他「系統看護学講座別巻 がん看護学」(医学書院)
2．鈴木久美 他「看護学テキスト NICE がん看護」(南江堂)
3．黒田ちはる「がんになったら知っておきたいお金の話 看護師 FP が授ける家計、制度、就労の知恵」(日経メデ
ィカル開発)
4．濱口恵子 他「がん化学療法ケアガイド 第 3 版」(中山書店)
5．祖父江由紀子 他「がん放射線療法ケアガイド 第 3 版」(中山書店)

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験

提出物は記載内容と提出状況を含めて評価する(80%)
小テスト(20%)

レポート

小テスト 20

提出物 80

その他

履修上の
留意事項 質の高いがん看護実践について一緒に考えていきましょう。

課題に対するフィ
ードバックの方法 提出物や小テストについては授業の中で解説をし、提出物についてはコメントを付して返却したりします。

実務経験を
活かした教育内容 実務経験者の立場から、臨床現場の事例を織り交ぜながら看護について理解できるように授業を行います。

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1
(小島)

ガイダンス
がんとがん医療の概要

1．がんの罹患率、死亡率、生存率
2．がんの病態
3．がんの予防
4．がんの診断と治療の概要

講義、質問、
ライティング

事前学習：事前にシラバスを読み、履修
上の疑問点を明確にしておく。学習内容
について自分なりに調べる(30 分)
事後学習：学習内容に関する復習(30 分)

2
(小島)

がんサバイバーの理解(1)
1．がんサバイバーシップの考え方
2．がんサバイバーの歩むプロセス
3．がんサバイバーの全人的苦痛

講義、質問、
ライティング

事前学習：学習内容について自分なりに
調べる(30 分)
事後学習：学習内容に関する復習(30 分)

3
(小島)

がんサバイバーの理解(2)
1．がんのもつ社会的影響
2．がん医療に伴う経済的問題
3．がんサバイバーの就労

講義、質問、
ライティング

事前学習：学習内容について自分なりに
調べる(30 分)
事後学習：学習内容に関する復習(30 分)

4
(小島)

がんサバイバーの支援(1)
1．意思決定支援
2．がん医療の中で生じる倫理的課題
3．多職種によるチームアプローチ

講義、質問、
ライティング

事前学習：学習内容について自分なりに
調べる(30 分)
事後学習：学習内容に関する復習(30 分)

5
(小島)

がんサバイバーの支援(2)

1．日本におけるがん対策
2．早期からの緩和ケア
3．サポートグループ、セルフヘルプ
グループ / ピアサポート

講義、質問、
ライティング

事前学習：学習内容について自分なりに
調べる(30 分)
事後学習：学習内容に関する復習(30 分)

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

6
(小島)

がんサバイバーの支援(3) 1．患者主体の症状マネジメント
2．代表的な身体症状のアセスメント

講義、質問、
ライティング

事前学習：学習内容について自分なりに
調べる(30分)
事後学習：学習内容に関する復習(30 分)

7
(小島)

がんサバイバーの支援(4) 1．代表的な身体症状に対する薬物療
法、非薬物療法

講義、質問、
ライティング

事前学習：学習内容について自分なりに
調べる(30分)
事後学習：学習内容に関する復習(30 分)

8
(小島)

がんサバイバーの理解(5)
1．がん手術療法の特性
2．手術療法ががん患者の心身に及ぼ
す影響とケア

講義、質問、
ライティング

事前学習：学習内容について自分なりに
調べる(30分)
事後学習：学習内容に関する復習(30 分)

9
(小島)

がんサバイバーの支援(6)

1．がん薬物療法と使用される薬剤の
特性
2．薬物療法に伴う有害事象とそれに
対するケア

講義、質問、
ライティング

事前学習：学習内容について自分なりに
調べる(30分)
事後学習：学習内容に関する復習(30 分)

10
(小島)

がんサバイバーの支援(7)

1．がん放射線療法と使用される放射
線の特性
2．放射線療法に伴う有害事象とそれ
に対するケア

講義、質問、
ライティング

事前学習：学習内容について自分なりに
調べる(30分)
事後学習：学習内容に関する復習(30 分)

11
(大串)

化学療法認定看護師の活
動

1．化学療法認定看護師の役割
2．化学療法認定看護師が行う看護の
実際

講義
事前学習：学習内容について自分なりに
調べる(30分)
事後学習：学習内容に関する復習(30 分)

12
(大串)

化学療法認定看護師の活
動

1．化学療法認定看護師の役割
2．化学療法認定看護師が行う看護の
実際

講義
事前学習：学習内容について自分なりに
調べる(30分)
事後学習：学習内容に関する復習(30 分)

13
(菊地)

がん看護専門看護師の活
動

1．がん看護専門看護師の役割
2．がん看護専門看護師が行う看護の
実際

講義
事前学習：学習内容について自分なりに
調べる(30分)
事後学習：学習内容に関する復習(30 分)

14
(菊地)

がん看護専門看護師の活
動

1．がん看護専門看護師の役割
2．がん看護専門看護師が行う看護の
実際

講義
事前学習：学習内容について自分なりに
調べる(30分)
事後学習：学習内容に関する復習(30 分)

15
(小島)

がん看護のまとめ 質の高いがん看護を実践するために看
護師としてできることを考える

講義、ディス
カッション、
小テスト

事前学習：学習内容について自分なりに
調べる(30分)
事後学習：学習内容に関する復習(30 分)
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授業科目
クリティカル看護論

担当教員
小野 善昭
春名 純平
村中 沙織Critical Nursing

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・前期 選択/必修

授業区分・単位 選択・講義・2 単位

授業目的

生命の危機状態（重篤・急変状態）にある患者・家族への看護の基本的な知識・技術を理解するために、患者・家
族の特徴や倫理的問題の基本概念を理解しつつ、クリティカルな状態にある患者・家族への看護援助について理解
する。特に呼吸管理・循環管理・代謝管理に関する知識と看護援助の実際について学ぶ。また、緊急時対応の原
則、リスクマネジメントなど、クリティカルな場において看護師の果たすべき役割について理解する。さらに、ク
リティカルケアの専門性について講義をとおして学ぶ。

到達目標

1．クリティカルケアに関する基本概念について説明することができる。
2．クリティカルな状態にある患者の病態とその特徴について説明することができる。
3．クリティカルな状態にある患者・家族への看護援助について説明することができる。
4．呼吸管理、循環管理、代謝管理が必要な患者への看護について説明することができる。
5．外傷や臓器移植などクリティカル領域における特徴的な看護について説明することができる。

教育方法の特徴
本科目は、授業前に提示した事前学習に基づいて行います。また、授業中に質問などを出しますので、ペアや小グ
ループでディスカッションし、その内容を発表してもらいます。
授業終了時に、本日の学びや質問に関するライティングに取り組んでもらい、そのフィードバックは次回授業時に
行います。

関連科目 主に成人看護学概論、成人看護活動論Ⅰ、成人看護実習Ⅰに関連する。その他、専門基礎科目の「個人と健康」、
「社会と健康」、専門科目の「看護の基本」「人間の発達段階と看護活動」の各科目と関連している。

テキスト 明石惠子,益田美津美他「新体系看護学全書 経過別成人看護学① 急性期看護：クリティカルケア」
（メヂカルフレンド社）

参考書

道又元裕他「系統看護学講座 別巻 クリティカルケア看護学」（医学書院）
佐藤まゆみ,林直子他「成人看護学 急性期看護 II 救急看護・クリティカルケア（改訂第 3 版）」（南江堂）
池松裕子「クリティカルケア看護Ⅰ‐患者理解と基本的看護技術」（メヂカルフレンド社）
池松裕子「クリティカルケア看護Ⅱ‐アセスメントと看護ケア」（メヂカルフレンド社）
池松裕子他「クリティカルケア看護論」（ヌーヴェルヒロカワ）
山勢善江「救急・クリティカルケアにおける看取り (Nursing Mook 49)」（学研）
山勢博彰他「救急・重症患者と家族のための心のケア‐看護師による精神的援助の理論と実践」（メディカ出版）
黒田裕子他「クリティカルケア看護 完全ガイド」（医歯薬出版）

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験 60

目標達成状況を定期試験（60％）、レポート（40％）により総合的に評価する。
講義中に授業内容に応じた危機的状況にある事例に関するレポートなど 2 つの課題を課
す。試験では到達目標に関する定期試験を実施し、学習到達度を評価する。
※本科目の再試験は 1 回に限り実施します。その際は課題 100％で評価します。

レポート

小テスト

提出物 40

その他

履修上の
留意事項

本科目に関係するこれまでの学習について復習し、事前学習を行って授業に参加してください。なお、各授業の予
習・復習の詳細は別途お知らせしますが、概ね予習・復習それぞれに 1～2 時間の時間を要します。

課題に対するフィ
ードバックの方法

提出物にコメントを付して返却する場合と授業内で解説する場合があります。なお、課題の評価に関するルーブリ
ックを提示します。詳細については、課題提示時にルーブリックやフィードバックについて説明します。

実務経験を
活かした教育内容

実務経験者の立場から、臨床の現状、現場での事例、などを講義に織り交ぜながら、クリティカル看護の実践につ
いて理解しやすいように授業を行います。特に春名先生、村中先生からは CNS としての活動も踏まえて授業を行
います。

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1
(小野)

ガイダンス、基本概念

1．ガイダンス
2．クリティカルケアの定義
3．クリティカルケア看護の対象と特
徴

事前学習型授業、ラ
イティング、質問

事前学習：シラバスを熟読し、目
標と内容について確認する。テキ
スト、参考文献を読んで疑問点を
明らかにする。
事後学習：事前学習の内容に講義
の内容を追加し、整理する。
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授業科目
クリティカル看護論

担当教員
小野 善昭
春名 純平
村中 沙織Critical Nursing

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・前期 選択/必修

授業区分・単位 選択・講義・2 単位

授業目的

生命の危機状態（重篤・急変状態）にある患者・家族への看護の基本的な知識・技術を理解するために、患者・家
族の特徴や倫理的問題の基本概念を理解しつつ、クリティカルな状態にある患者・家族への看護援助について理解
する。特に呼吸管理・循環管理・代謝管理に関する知識と看護援助の実際について学ぶ。また、緊急時対応の原
則、リスクマネジメントなど、クリティカルな場において看護師の果たすべき役割について理解する。さらに、ク
リティカルケアの専門性について講義をとおして学ぶ。

到達目標

1．クリティカルケアに関する基本概念について説明することができる。
2．クリティカルな状態にある患者の病態とその特徴について説明することができる。
3．クリティカルな状態にある患者・家族への看護援助について説明することができる。
4．呼吸管理、循環管理、代謝管理が必要な患者への看護について説明することができる。
5．外傷や臓器移植などクリティカル領域における特徴的な看護について説明することができる。

教育方法の特徴
本科目は、授業前に提示した事前学習に基づいて行います。また、授業中に質問などを出しますので、ペアや小グ
ループでディスカッションし、その内容を発表してもらいます。
授業終了時に、本日の学びや質問に関するライティングに取り組んでもらい、そのフィードバックは次回授業時に
行います。

関連科目 主に成人看護学概論、成人看護活動論Ⅰ、成人看護実習Ⅰに関連する。その他、専門基礎科目の「個人と健康」、
「社会と健康」、専門科目の「看護の基本」「人間の発達段階と看護活動」の各科目と関連している。

テキスト 明石惠子,益田美津美他「新体系看護学全書 経過別成人看護学① 急性期看護：クリティカルケア」
（メヂカルフレンド社）

参考書

道又元裕他「系統看護学講座 別巻 クリティカルケア看護学」（医学書院）
佐藤まゆみ,林直子他「成人看護学 急性期看護 II 救急看護・クリティカルケア（改訂第 3 版）」（南江堂）
池松裕子「クリティカルケア看護Ⅰ‐患者理解と基本的看護技術」（メヂカルフレンド社）
池松裕子「クリティカルケア看護Ⅱ‐アセスメントと看護ケア」（メヂカルフレンド社）
池松裕子他「クリティカルケア看護論」（ヌーヴェルヒロカワ）
山勢善江「救急・クリティカルケアにおける看取り (Nursing Mook 49)」（学研）
山勢博彰他「救急・重症患者と家族のための心のケア‐看護師による精神的援助の理論と実践」（メディカ出版）
黒田裕子他「クリティカルケア看護 完全ガイド」（医歯薬出版）

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験 60

目標達成状況を定期試験（60％）、レポート（40％）により総合的に評価する。
講義中に授業内容に応じた危機的状況にある事例に関するレポートなど 2 つの課題を課
す。試験では到達目標に関する定期試験を実施し、学習到達度を評価する。
※本科目の再試験は 1 回に限り実施します。その際は課題 100％で評価します。

レポート

小テスト

提出物 40

その他

履修上の
留意事項

本科目に関係するこれまでの学習について復習し、事前学習を行って授業に参加してください。なお、各授業の予
習・復習の詳細は別途お知らせしますが、概ね予習・復習それぞれに 1～2 時間の時間を要します。

課題に対するフィ
ードバックの方法

提出物にコメントを付して返却する場合と授業内で解説する場合があります。なお、課題の評価に関するルーブリ
ックを提示します。詳細については、課題提示時にルーブリックやフィードバックについて説明します。

実務経験を
活かした教育内容

実務経験者の立場から、臨床の現状、現場での事例、などを講義に織り交ぜながら、クリティカル看護の実践につ
いて理解しやすいように授業を行います。特に春名先生、村中先生からは CNS としての活動も踏まえて授業を行
います。

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1
(小野)

ガイダンス、基本概念

1．ガイダンス
2．クリティカルケアの定義
3．クリティカルケア看護の対象と特
徴

事前学習型授業、ラ
イティング、質問

事前学習：シラバスを熟読し、目
標と内容について確認する。テキ
スト、参考文献を読んで疑問点を
明らかにする。
事後学習：事前学習の内容に講義
の内容を追加し、整理する。

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

2
(小野)

クリティカルケア看護師に
求められる能力

1．予測力と判断力
2．知識・技術
3．役割

グループワーク、ラ
イティング、質問

事前学習：テキスト、参考文献を
読んで疑問点を明らかにする。
事後学習：事前学習の内容に講義
の内容を追加し、整理する。

3
(小野)

患者・家族の心理面の安定
を図るための援助

1．危機理論
2．ストレスコーピング
3．家族看護

グループワーク、ラ
イティング、質問

事前学習：テキスト、参考文献を
読んで疑問点を明らかにする。
事後学習：指示された課題をレポ
ートにまとめ、提出する。

4
(小野)

侵襲に伴う生体反応

1．生体反応の推移
2．神経・内分泌系反応
3．サイトカインの作用様式
4．全身性炎症反応症候群（SIRS）
5．代謝性抗炎症反応症候（CARS）

事前学習型授業、ラ
イティング、質問

事前学習：テキスト、参考文献を
読んで疑問点を明らかにする。
事後学習：事前学習の内容に講義
の内容を追加し、整理する。

5
(春名)

呼吸不全患者への看護

1．呼吸不全と人工呼吸器装着の適応
2．人工呼吸の主な換気様式
3．全身への影響・合併症
4．観察とケア

事前学習型授業、ラ
イティング、質問

事前学習：テキスト、参考文献を
読んで疑問点を明らかにする。
事後学習：事前学習の内容に講義
の内容を追加し、整理する。

6
(春名)

鎮痛・鎮静、せん妄予防と
ケア

1．痛みの評価とマネジメント
2．鎮静の評価とマネジメント
3．せん妄の評価とマネジメント
4．せん妄患者および家族へのケア

事前学習型授業、ラ
イティング、質問

事前学習：テキスト、参考文献を
読んで疑問点を明らかにする。
事後学習：事前学習の内容に講義
の内容を追加し、整理する。

7
(春名)

循環不全患者への看護
1．循環状態の安定を図るための援助
2．PCPS：経皮的心肺補助装置
3．IABP：大動脈バルーンパンピング

事前学習型授業、ラ
イティング、質問

事前学習：テキスト、参考文献を
読んで疑問点を明らかにする。
事後学習：事前学習の内容に講義
の内容を追加し、整理する。

8
(春名)

クリティカルケアにおける
日常生活援助と早期リハビ
リテーション

1．体位管理
2．清潔援助
3．栄養管理
4．活動・睡眠への援助
5．二次的合併症予防（深部静脈血栓
症、褥瘡・皮膚トラブルなど）
6．ICU-AW と廃用症候群の予防

事前学習型授業、ラ
イティング、質問

事前学習：テキスト、参考文献を
読んで疑問点を明らかにする。
事後学習：事前学習の内容に講義
の内容を追加し、整理する。

9
(小野)

急性腹症患者への看護
1．急性腹症を起こす疾患
2．診断と治療
3．看護ケア

事前学習型授業、ラ
イティング、質問

事前学習：テキスト、参考文献を
読んで疑問点を明らかにする。
事後学習：事前学習の内容に講義
の内容を追加し、整理する。

10
(小野)

二次性中枢神経系意識障害
のある患者への看護

1．主な原因となる疾患
2．意識障害のアセスメント
3．治療
4．看護ケア

事前学習型授業、ラ
イティング、質問

事前学習：テキスト、参考文献を
読んで疑問点を明らかにする。
事後学習：事前学習の内容に講義
の内容を追加し、整理する。

11
(村中)

外傷患者への看護 外傷患者の特徴と看護ケア 事前学習型授業、ラ
イティング、質問

事前学習：テキスト、参考文献を
読んで疑問点を明らかにする。
事後学習：事前学習の内容に講義
の内容を追加し、整理する。

12
(村中)

移植医療、脳死と臓器移植

1．臓器移植とは
2．臓器移植の現状
3．脳死
4．脳死判定
5．臓器移植における看護師の役割

事前学習型授業、ラ
イティング、質問

事前学習：テキスト、参考文献を
読んで疑問点を明らかにする。
事後学習：事前学習の内容に講義
の内容を追加し、整理する。

13
(村中)

クリティカルケアにおける
終末期医療 1

1．クリティカルケアにおける終末期
2．倫理問題への対応

事前学習型授業、ラ
イティング、質問

事前学習：テキスト、参考文献を
読んで疑問点を明らかにする。
事後学習：事前学習の内容に講義
の内容を追加し、整理する。

14
(村中)

クリティカルケアにおける
終末期医療２

1．意思決定支援
2．緩和ケア

事前学習型授業、グ
ループワーク、ライ
ティング、質問

事前学習：テキスト、参考文献を
読んで疑問点を明らかにする。
事後学習：事前学習の内容に講義
の内容を追加し、整理する。

15
(小野)

クリティカルケアと倫理的
問題、チーム医療、まとめ

1．看護倫理の定義と原則
2．多職種との協働
3．チーム医療の中の看護師の役割
4．まとめ

グループワーク、ラ
イティング、質問

事前学習：テキスト、参考文献を
読んで疑問点を明らかにする。
事後学習：指示された課題をレポ
ートにまとめ、提出する。
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授業科目
慢性看護論

担当教員 藤井 瑞恵/伊藤 円
加藤 剛寿/渡辺 美和Chronic Care Nursing

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・前期 選択/必修

授業区分・単位 選択・講義・2 単位

授業目的

看護職は、慢性疾患を抱える一人ひとりの多様な価値観や生き方、さまざまな役割を持った一人の生活者であるこ
とを理解し、具体的な知識・技術を提供するとともに、セルフマネジメントしていける力を身に付けられるようア
プローチしていく必要がある。
本授業では、慢性疾患を抱えて生活している人の身体的・心理社会的なニーズを理解し、その人らしい生活を送る
ための行動変容を促す看護について考えることを目的とする。
また、臨床現場の第一線で活躍する専門・認定看護師からの講義を通して、専門性の高い慢性期看護を発展的に広
い視野で捉えることを目的とする。

到達目標
1.慢性疾患を抱える人の特徴と看護の役割を概説できる。
2.慢性疾患を抱える人の身体的・心理社会的なニーズを説明できる。
3.慢性の病気とともに自分らしい生活を送るための行動変容を促す看護について考えることができる。
4.慢性期看護の専門性について考えることができる。

教育方法の特徴 本科目の一部では、ロールプレイを取り入れています。また、実践した行動変容を促す関わりについてパワーポイ
ント等を用いて発表資料を作成し、他学生の前での発表（プレゼンテーション）がある。

関連科目 成人看護学概論、成人看護活動論Ⅰ、成人看護活動論Ⅱ、成人看護活動論Ⅲ、成人看護実習Ⅰ、成人看護実習Ⅱが
主な関連科目である。

テキスト 鈴木久美 他編「成人看護学 慢性期看護 - 病気とともに生活する人を支える 第 4 版」（南江堂）

参考書

1.鈴木志津枝・藤田佐和 編「慢性期看護論 第３版」（ヌーヴェルヒロカワ）
2.安酸史子 他「ナーシンググラフィカ 成人看護学② セルフマネジメント」（メディカ出版）
3.安酸史子「糖尿病患者のセルフマネジメント教育 エンパワメントと自己効力 改訂 3 版」（メディカ出版）
4.Ｐ・ディヤング 他「解決のための面接技法 第 3 版」「同 4 版」（金剛出版）
5.河口てる子 編「慢性看護の患者教育」（メディカ出版）
6.黒田裕子（監）「看護診断のためのよくわかる中範囲理論 第 3 版」（Gakken）

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験
目標到達状況をレポート・提出物によって評価する。
藤井 30％：課題レポートのテーマは講義時に説明する。
加藤 50％：事例発表会、レポート
渡辺 20％：小テストの出題範囲は渡辺担当 3 回分の授業からである。
レポートの評価基準は、ルーブリック表で提示します。
60 点未満の場合、再試験（課題の再提出）は 1 回に限って実施する。

レポート 30

小テスト 20

提出物

その他 50

履修上の
留意事項

・講義回は事前・事後の自己学習が必要である。詳しくはコースオリエンテーションで説明する。
・演習回は看護師役、患者役がペアとなって一連の展開を進めていく。慢性疾患を抱える患者に対する行動変容を
促す看護③～④（第 4 回、第 12 回）では、学生が看護師役、患者役となり、看護師役は行動変容を促す「ソリュ
ーション・フォーカストアプローチ」を患者役に実践してもらい、実際に約 1 か月後に、生活習慣の変化が患者役
にみられたかの評価までの一連の過程を展開していく。事例発表会では、主体的に協力し合いながら進める。な
お、各授業の予習・復習の詳細は別途知らせるが、概ね予習・復習それぞれに１～３時間の時間を要する。

課題に対するフィ
ードバックの方法

・慢性期の看護理論については、レポート提出後にリーブリック表を用いて返却する。
・行動変容プログラムについては、第 13～15 回の実践発表会で、修得ができている良い点、改善が必要な点など
を全体に向けフィードバックする。また、到達度がわかるようルーブリック表を授業終了後、返却する。
・専門看護師担当部分は小テストを後日フィードバックする。

実務経験を
活かした教育内容

実務経験者の立場から、臨床看護の経験や現場での事例などを講義に取り入れながら、それぞれの内容について理
解しやすいように授業を行う。

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1
(藤井)

ガイダンス、慢性疾患を抱える人
の特徴と看護の役割：危機理論、悲
哀・悲嘆

1．慢性の症状・疾患の特徴
2．危機理論、悲嘆・悲哀
3．危機理論を活用した看護援助

講義 事後学習：テーマにそって課題
をまとめる

2
(加藤)

ガイダンス、慢性疾患を抱える患
者に対する行動変容を促す看護①

1．解決のための面接技法「ソリューショ
ン・フォーカストアプローチ」
2．ソリューション・フォーカストアプロ
ーチの実践例

講義
事後学習：第 4 回で計画立案の
際、活用できるよう講義内容を
振り返る
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授業科目
慢性看護論

担当教員 藤井 瑞恵/伊藤 円
加藤 剛寿/渡辺 美和Chronic Care Nursing

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・前期 選択/必修

授業区分・単位 選択・講義・2 単位

授業目的

看護職は、慢性疾患を抱える一人ひとりの多様な価値観や生き方、さまざまな役割を持った一人の生活者であるこ
とを理解し、具体的な知識・技術を提供するとともに、セルフマネジメントしていける力を身に付けられるようア
プローチしていく必要がある。
本授業では、慢性疾患を抱えて生活している人の身体的・心理社会的なニーズを理解し、その人らしい生活を送る
ための行動変容を促す看護について考えることを目的とする。
また、臨床現場の第一線で活躍する専門・認定看護師からの講義を通して、専門性の高い慢性期看護を発展的に広
い視野で捉えることを目的とする。

到達目標
1.慢性疾患を抱える人の特徴と看護の役割を概説できる。
2.慢性疾患を抱える人の身体的・心理社会的なニーズを説明できる。
3.慢性の病気とともに自分らしい生活を送るための行動変容を促す看護について考えることができる。
4.慢性期看護の専門性について考えることができる。

教育方法の特徴 本科目の一部では、ロールプレイを取り入れています。また、実践した行動変容を促す関わりについてパワーポイ
ント等を用いて発表資料を作成し、他学生の前での発表（プレゼンテーション）がある。

関連科目 成人看護学概論、成人看護活動論Ⅰ、成人看護活動論Ⅱ、成人看護活動論Ⅲ、成人看護実習Ⅰ、成人看護実習Ⅱが
主な関連科目である。

テキスト 鈴木久美 他編「成人看護学 慢性期看護 - 病気とともに生活する人を支える 第 4 版」（南江堂）

参考書

1.鈴木志津枝・藤田佐和 編「慢性期看護論 第３版」（ヌーヴェルヒロカワ）
2.安酸史子 他「ナーシンググラフィカ 成人看護学② セルフマネジメント」（メディカ出版）
3.安酸史子「糖尿病患者のセルフマネジメント教育 エンパワメントと自己効力 改訂 3 版」（メディカ出版）
4.Ｐ・ディヤング 他「解決のための面接技法 第 3 版」「同 4 版」（金剛出版）
5.河口てる子 編「慢性看護の患者教育」（メディカ出版）
6.黒田裕子（監）「看護診断のためのよくわかる中範囲理論 第 3 版」（Gakken）

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験
目標到達状況をレポート・提出物によって評価する。
藤井 30％：課題レポートのテーマは講義時に説明する。
加藤 50％：事例発表会、レポート
渡辺 20％：小テストの出題範囲は渡辺担当 3 回分の授業からである。
レポートの評価基準は、ルーブリック表で提示します。
60 点未満の場合、再試験（課題の再提出）は 1 回に限って実施する。

レポート 30

小テスト 20

提出物

その他 50

履修上の
留意事項

・講義回は事前・事後の自己学習が必要である。詳しくはコースオリエンテーションで説明する。
・演習回は看護師役、患者役がペアとなって一連の展開を進めていく。慢性疾患を抱える患者に対する行動変容を
促す看護③～④（第 4 回、第 12 回）では、学生が看護師役、患者役となり、看護師役は行動変容を促す「ソリュ
ーション・フォーカストアプローチ」を患者役に実践してもらい、実際に約 1 か月後に、生活習慣の変化が患者役
にみられたかの評価までの一連の過程を展開していく。事例発表会では、主体的に協力し合いながら進める。な
お、各授業の予習・復習の詳細は別途知らせるが、概ね予習・復習それぞれに１～３時間の時間を要する。

課題に対するフィ
ードバックの方法

・慢性期の看護理論については、レポート提出後にリーブリック表を用いて返却する。
・行動変容プログラムについては、第 13～15 回の実践発表会で、修得ができている良い点、改善が必要な点など
を全体に向けフィードバックする。また、到達度がわかるようルーブリック表を授業終了後、返却する。
・専門看護師担当部分は小テストを後日フィードバックする。

実務経験を
活かした教育内容

実務経験者の立場から、臨床看護の経験や現場での事例などを講義に取り入れながら、それぞれの内容について理
解しやすいように授業を行う。

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1
(藤井)

ガイダンス、慢性疾患を抱える人
の特徴と看護の役割：危機理論、悲
哀・悲嘆

1．慢性の症状・疾患の特徴
2．危機理論、悲嘆・悲哀
3．危機理論を活用した看護援助

講義 事後学習：テーマにそって課題
をまとめる

2
(加藤)

ガイダンス、慢性疾患を抱える患
者に対する行動変容を促す看護①

1．解決のための面接技法「ソリューショ
ン・フォーカストアプローチ」
2．ソリューション・フォーカストアプロ
ーチの実践例

講義
事後学習：第 4 回で計画立案の
際、活用できるよう講義内容を
振り返る

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

3
(加藤)

慢性疾患を抱える患者に対する行
動変容を促す看護②

1．解決のための面接技法「ソリューシ
ョン・フォーカストアプローチ」
2．ソリューション・フォーカストアプ
ローチの実践例

講義

事後学習：自身の生活習慣で変
えたいと思っているが行動変容
が難しいものを記載する（第 4
回で患者役時に使用するため）

4
(加藤)

慢性疾患を抱える患者に対する行
動変容を促す看護③

1．行動変容を支援するプログラムの実
践

講義、ロール
プレイ

事後学習：実践した際の患者役
の言動の記録

5
(藤井)

慢性疾患を抱える人の特徴と看護
の役割：症状マネジメント

1．症状マネジメントモデル
2．症状マネジメントモデルを活用した
統合的アプローチ

講義 事後学習：テーマにそって課題
をまとめる

6
(藤井)

慢性疾患を抱える人の特徴と看護
の役割；病みの軌跡

1．病みの軌跡理論
2．病みの軌跡理論を活用した看護援助 講義 事後学習：課題レポートを講義

時に提示する

7
(伊藤)

透析看護認定看護師の役割
透析看護認定看護師が行う慢性腎
臓病を抱えて生活する人の看護

1．透析看護認定看護師の役割
2．透析看護認定看護師の慢性腎臓病の
人への看護の実際
3．キャリア形成

講義 事後学習：学びを整理する

8
(伊藤)

透析看護認定看護師の役割
透析看護認定看護師が行う慢性腎
臓病を抱えて生活する人の看護

1．透析看護認定看護師の役割
2．透析看護認定看護師の慢性腎臓病の
人への看護の実際
3．キャリア形成

講義 事後学習：学びを整理する

9
(渡辺)

慢性疾患看護専門看護師の役割
慢性疾患看護専門看護師が行う糖
尿病を抱えて生活する人の看護

1．慢性疾患看護専門看護師の役割
2．慢性疾患看護専門看護師の糖尿病の
人への看護の実際
3．キャリア形成

講義 事後学習：小テストに向けた学
修を行う

10
(渡辺)

慢性疾患看護専門看護師の役割
慢性疾患看護専門看護師が行う糖
尿病を抱えて生活する人の看護

1．慢性疾患看護専門看護師の役割
2．慢性疾患看護専門看護師の糖尿病の
人への看護の実際
3．キャリア形成

講義 事後学習：小テストに向けた学
修を行う

11
(渡辺)

慢性疾患看護専門看護師の役割
慢性疾患看護専門看護師が行う糖
尿病を抱えて生活する人の看護

1．慢性疾患看護専門看護師の役割
2．慢性疾患看護専門看護師の糖尿病の
人への看護の実際
3．キャリア形成

講義 事後学習：小テストに向けた学
修を行う

12
(加藤)

慢性疾患を抱える患者に対する行
動変容を促す看護④

1．行動変容を支援するプログラムの実
践の評価
発表スライド作成（立案したプログラ
ム全体のまとめ）

講義、ロール
プレイ

事後学習：発表スライド、原稿
作成

13
(加藤)

慢性疾患を抱える患者に対する行
動変容を促す看護⑤ 1．実践発表会

プレゼンテー
ション、ディ
スカッション

事後学習：学びを整理する

14
(加藤)

慢性疾患を抱える患者に対する行
動変容を促す看護⑥ 1．実践発表会

プレゼンテー
ション、ディ
スカッション

事後学習：学びを整理する

15
(加藤)

慢性疾患を抱える患者に対する行
動変容を促す看護⑦

1．実践発表会
2．意見交換（ディスカッション）

プレゼンテー
ション、ディ
スカッション

事後学習：学びを整理する
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授業科目
終末期看護論

担当教員 伊藤 円/小島 悦子
青田 美穂/梶原 陽子Terminal Care Nursing

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・前期 選択/必修

授業区分・単位 選択・講義・1 単位

授業目的
エンド・オブ・ライフにある患者・家族の身体的・精神的・社会的・スピリチュアルなニーズを理解し、QOL を維
持・向上するための看護支援について考える。また、エンド・オブ・ライフにある患者・家族を支える多職種チーム
アプローチについて理解し、そこで期待される看護師の役割について理解する。

到達目標
1.エンド・オブ・ライフにある患者・家族の身体的・精神的・社会的・スピリチュアルなニーズを理解できる。
2.事例をふまえてエンド・オブ・ライフにある患者・家族への看護支援について理解できる。
3.エンド・オブ・ライフにある患者・家族の意思を尊重し、患者・家族が希望する最期の過ごし方を支えるための看
護師の基本的な態度と看護支援について理解できる。

教育方法の特徴 本科目は、ペアワークを取り入れ、学生同士で意見交換しながらエンド・オブ・ライフケアについて考えます。また、
講義内容に基づく小レポートや課題（小テスト含む）を記述し、提出します。

関連科目 成人看護学概論/成人看護活動論Ⅰ・Ⅱ/成人看護実習Ⅱ
テキスト 谷本真理子/増島麻里子編「エンドオブライフケア その人にとっての最善をめざして」（南江堂）

参考書
田村恵子編「終末期看護：エンド・オブ・ライフ・ケア」（メヂカルフレンド社）
宮下光令編「ナーシンググラフィカ 緩和ケア」（メディカ出版）
長江弘子編「看護実践にいかすエンド・オブ・ライフケア」（日本看護協会出版会）
西川満則編「本人の意思を尊重する 意思決定支援 事例で学ぶアドバンス・ケア・プランニング」（南山堂）

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験

提出物による評価 100％
〇提出物（レポート・課題・小テスト）100％

到達目標 1～3 について評価します。
〇評価対象 授業出席回数が 6 回以上

レポート

小テスト

提出物 100

その他

履修上の
留意事項

既習の知識や実習での看護実践をふまえてエンド・オブ・ライフにある患者・家族への看護について考えますので、
ペアワークでは自分の考えを主体的に発表してください。また、課題については授業で学習した内容エンド・オブ・
ライフ生活体験や実習経験を振り返り、エンド・オブ・ライフとして重要だと考えたことを記述できるようにしっか
り取り組んでください。

課題に対するフィ
ードバックの方法 提出物に対してコメントを付し、授業内で解説をします。

実務経験を
活かした教育内容 実務経験者の立場から、臨床現場の事例を織り交ぜながら看護について理解できるように授業を行います。

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1
(伊藤)

ガイダンス 
エンド・オブ・ライ
フケアについて

1．エンド・オブ・ライフケアの概念と関連用語につ
いて
2．エンド・オブ・ライフケアの特徴と看護師の役割
3．自分のエンド・オブ・ライフについて

ペアワーク
小レポート

事後学習：講義内容に基づく小
レポートを記述し提出する。学
習の主題に関する復習(2.5 時間)

2
(伊藤)

エンド・オブ・ライ
フケアにおける倫理
的課題

1．エンド・オブ・ライフケアで直面する倫理的課題
と看護師の役割
2．アドバンス・ケア・プランニングと看護師の役割

ペアワーク
小レポート

事前学習：該当部分のテキスト
を読んでおく(1 時間)
事後学習：講義内容に基づく小
レポートを記述し提出する。学
習の主題に関する復習(2.5 時間)

3
(伊藤)

エンド・オブ・ライ
フケアにおける症状
マネジメント

1．エンド・オブ・ライフに起こる主な症状と症状マ
ネジメント
2．症状緩和における多職種連携

ペアワーク
小レポート

事前学習：該当部分のテキスト
を読んでおく(1 時間)
事後学習：講義内容に基づく小
レポートを記述し提出する。学
習の主題に関する復習(2.5 時間)

4
(小島)

家族の悲嘆に対する
ケア

1．喪失・悲嘆・死別とは
2．家族の悲嘆のアセスメントと援助 小レポート

事前学習：該当部分のテキスト
を読んでおく(1 時間)
事後学習：講義内容に基づく小
レポートを記述し提出する。学
習の主題に関する復習(2.5 時間)
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授業科目
終末期看護論

担当教員 伊藤 円/小島 悦子
青田 美穂/梶原 陽子Terminal Care Nursing

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・前期 選択/必修

授業区分・単位 選択・講義・1 単位

授業目的
エンド・オブ・ライフにある患者・家族の身体的・精神的・社会的・スピリチュアルなニーズを理解し、QOL を維
持・向上するための看護支援について考える。また、エンド・オブ・ライフにある患者・家族を支える多職種チーム
アプローチについて理解し、そこで期待される看護師の役割について理解する。

到達目標
1.エンド・オブ・ライフにある患者・家族の身体的・精神的・社会的・スピリチュアルなニーズを理解できる。
2.事例をふまえてエンド・オブ・ライフにある患者・家族への看護支援について理解できる。
3.エンド・オブ・ライフにある患者・家族の意思を尊重し、患者・家族が希望する最期の過ごし方を支えるための看
護師の基本的な態度と看護支援について理解できる。

教育方法の特徴 本科目は、ペアワークを取り入れ、学生同士で意見交換しながらエンド・オブ・ライフケアについて考えます。また、
講義内容に基づく小レポートや課題（小テスト含む）を記述し、提出します。

関連科目 成人看護学概論/成人看護活動論Ⅰ・Ⅱ/成人看護実習Ⅱ
テキスト 谷本真理子/増島麻里子編「エンドオブライフケア その人にとっての最善をめざして」（南江堂）

参考書
田村恵子編「終末期看護：エンド・オブ・ライフ・ケア」（メヂカルフレンド社）
宮下光令編「ナーシンググラフィカ 緩和ケア」（メディカ出版）
長江弘子編「看護実践にいかすエンド・オブ・ライフケア」（日本看護協会出版会）
西川満則編「本人の意思を尊重する 意思決定支援 事例で学ぶアドバンス・ケア・プランニング」（南山堂）

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験

提出物による評価 100％
〇提出物（レポート・課題・小テスト）100％

到達目標 1～3 について評価します。
〇評価対象 授業出席回数が 6 回以上

レポート

小テスト

提出物 100

その他

履修上の
留意事項

既習の知識や実習での看護実践をふまえてエンド・オブ・ライフにある患者・家族への看護について考えますので、
ペアワークでは自分の考えを主体的に発表してください。また、課題については授業で学習した内容エンド・オブ・
ライフ生活体験や実習経験を振り返り、エンド・オブ・ライフとして重要だと考えたことを記述できるようにしっか
り取り組んでください。

課題に対するフィ
ードバックの方法 提出物に対してコメントを付し、授業内で解説をします。

実務経験を
活かした教育内容 実務経験者の立場から、臨床現場の事例を織り交ぜながら看護について理解できるように授業を行います。

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1
(伊藤)

ガイダンス 
エンド・オブ・ライ
フケアについて

1．エンド・オブ・ライフケアの概念と関連用語につ
いて
2．エンド・オブ・ライフケアの特徴と看護師の役割
3．自分のエンド・オブ・ライフについて

ペアワーク
小レポート

事後学習：講義内容に基づく小
レポートを記述し提出する。学
習の主題に関する復習(2.5 時間)

2
(伊藤)

エンド・オブ・ライ
フケアにおける倫理
的課題

1．エンド・オブ・ライフケアで直面する倫理的課題
と看護師の役割
2．アドバンス・ケア・プランニングと看護師の役割

ペアワーク
小レポート

事前学習：該当部分のテキスト
を読んでおく(1 時間)
事後学習：講義内容に基づく小
レポートを記述し提出する。学
習の主題に関する復習(2.5 時間)

3
(伊藤)

エンド・オブ・ライ
フケアにおける症状
マネジメント

1．エンド・オブ・ライフに起こる主な症状と症状マ
ネジメント
2．症状緩和における多職種連携

ペアワーク
小レポート

事前学習：該当部分のテキスト
を読んでおく(1 時間)
事後学習：講義内容に基づく小
レポートを記述し提出する。学
習の主題に関する復習(2.5 時間)

4
(小島)

家族の悲嘆に対する
ケア

1．喪失・悲嘆・死別とは
2．家族の悲嘆のアセスメントと援助 小レポート

事前学習：該当部分のテキスト
を読んでおく(1 時間)
事後学習：講義内容に基づく小
レポートを記述し提出する。学
習の主題に関する復習(2.5 時間)

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

5
(伊藤)

高齢者のエンド・オ
ブ・ライフケア

1．高齢者を取り巻く社会状況とエンド・オブ・ライ
フを迎える場
2．エンド・オブ・ライフにおける高齢者に特徴的な
倫理的課題と尊厳を守る援助

ペアワーク
小レポート

事前学習：該当部分のテキスト
を読んでおく(1時間)
事後学習：講義内容に基づく小
レポートを記述し提出する。学
習の主題に関する復習(2.5時間)

6
(小島)

臨終前後のケア 1．臨終までのケア
2．エンゼルケア 小レポート

事前学習：該当部分のテキスト
を読んでおく(1時間)
事後学習：講義内容に基づく小
レポートを記述し提出する。学
習の主題に関する復習(2.5時間)

7
(青田)

エンド・オブ・ライ
フケアの実際(1）

1．臨死期のケアの実際
2．看取り時のケアの実際

リアクション
ペーパー

事前学習：学習の主題に関する
予習(1 時間)
事後学習：学習の主題に関する
復習(2 時間)

8
(梶原)

エンド・オブ・ライ
フケアの実際(2）

1．在宅における緩和ケアと多職種連携の実際
2．在宅における臨死期のケアの実際

リアクション
ペーパー

事前学習：学習の主題に関する
予習(1 時間)
事後学習：学習の主題に関する
復習(2 時間) 看
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授業科目
国際看護論

担当教員
武澤 千尋/正岡 経子
近藤 美智子/小池 真理子 
北間 砂織/鈴木 幹子 International Nursing

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・後期 選択/必修

授業区分・単位 選択・講義・1 単位

授業目的

グローバリゼーションの概念やグローバリゼーションが健康に与える影響について学び、世界の健康問題、特に途
上国を中心に世界の健康問題の現状と対策を理解し、各国の協調により問題を解決するための仕組みを学ぶ。ま
た、社会文化を背景とする健康・疾病概念、及び保健行動の多様性を知り、看護の普遍性と多様性を理解し、より
広い視野から看護の果たすべき役割を考察する。さらに、保健医療の国際協力における看護の役割、諸外国の社会
経済や文化・教育に起因する健康課題と看護の現地における活動、災害等への国際支援活動に関する基礎知識か
ら、看護活動を通じての国際共存の考え方を習得する。

到達目標
1．世界の様々な健康課題についての述べることができる。
2．国際看護の主要な概念と国際協力機関のしくみについて説明することができる。
3．国際看護の実践活動から、国際協力における現状と今後の課題について説明することができる。
4．グローバル・ヘルスにおいて看護職が果たす役割について考察することができる。

教育方法の特徴 国際看護の実践経験がある複数の講師が担当し、具体的な活動例をもとに理解を深めます。

関連科目 環境保健論、健康教育論、国際社会論
テキスト 特に指定はしない。

参考書 大橋一友・岩澤和子編：国際化と看護-日本と世界で実現するグローバルな看護を目指して
メディカ出版

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験

レポートの提出状況、内容から到達目標 1～3 の到達状況を評価する。
授業 1～７回のミニッツペーパーあるいはミニレポート：50％
授業８回の最終レポート：50％

レポート 100

小テスト

提出物

その他

履修上の
留意事項 授業スケジュールは非常勤講師の都合および学習の進捗状況により変更する場合がある。

課題に対するフィ
ードバックの方法 提出物にはコメントをして返却する。

実務経験を
活かした教育内容 具体的な活動経験を踏まえ、その知見を活かした授業を行う。

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1
(武澤)

世界の健康課題 1. 科目ガイダンス
2. 世界のさまざまな健康課題

講義
ディスカ
ッション

事前学習：世界情勢について調べる
（2 時間）
事後学習：ミニレポートに取り組む
（1 時間）

2
(正岡)

国際看護学とグローバ
ル・ナーシング

1．国際看護学の主要な概念
2．国際看護を行う看護職に必要な能力 講義

事前学習：看護に国際的な視点が必
要な背景を調べる（3 時間）
事後学習：ミニッツペーパーに取り
組む（0.5 時間）

3
(正岡)

世界の健康格差と国際的
な取り組み

1. 先進国と発展途上国の健康格差の現状と背景
2．国際協力機関の取組み
3．看護専門職の役割

講義

事前学習：世界の健康格差の現状に
ついて調べる（3 時間）
事後学習：ミニッツペーパーに取り
組む（0.5 時間）

4
(小池)

JOCV セネガル看護師隊
員としての活動

1．JOCV 青年海外協力隊の国際的役割
2．セネガルへの協力の実際 講義

事前学習：青年海外協力隊の役割、
セネガルについて調べる。（2 時
間）
事後学習：ミニレポートに取り組む
（1 時間）

5
(近藤)

国際緊急援助隊の活動 1．日本の国際緊急援助体制について
2．国際緊急援助隊の具体的な活動 講義

事前学習：国際緊急援助の現状につ
いて調べる（2 時間）
事後学習：ミニレポートに取り組む
（1 時間）
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授業科目
国際看護論

担当教員
武澤 千尋/正岡 経子
近藤 美智子/小池 真理子 
北間 砂織/鈴木 幹子 International Nursing

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・後期 選択/必修

授業区分・単位 選択・講義・1 単位

授業目的

グローバリゼーションの概念やグローバリゼーションが健康に与える影響について学び、世界の健康問題、特に途
上国を中心に世界の健康問題の現状と対策を理解し、各国の協調により問題を解決するための仕組みを学ぶ。ま
た、社会文化を背景とする健康・疾病概念、及び保健行動の多様性を知り、看護の普遍性と多様性を理解し、より
広い視野から看護の果たすべき役割を考察する。さらに、保健医療の国際協力における看護の役割、諸外国の社会
経済や文化・教育に起因する健康課題と看護の現地における活動、災害等への国際支援活動に関する基礎知識か
ら、看護活動を通じての国際共存の考え方を習得する。

到達目標
1．世界の様々な健康課題についての述べることができる。
2．国際看護の主要な概念と国際協力機関のしくみについて説明することができる。
3．国際看護の実践活動から、国際協力における現状と今後の課題について説明することができる。
4．グローバル・ヘルスにおいて看護職が果たす役割について考察することができる。

教育方法の特徴 国際看護の実践経験がある複数の講師が担当し、具体的な活動例をもとに理解を深めます。

関連科目 環境保健論、健康教育論、国際社会論
テキスト 特に指定はしない。

参考書 大橋一友・岩澤和子編：国際化と看護-日本と世界で実現するグローバルな看護を目指して
メディカ出版

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験

レポートの提出状況、内容から到達目標 1～3 の到達状況を評価する。
授業 1～７回のミニッツペーパーあるいはミニレポート：50％
授業８回の最終レポート：50％

レポート 100

小テスト

提出物

その他

履修上の
留意事項 授業スケジュールは非常勤講師の都合および学習の進捗状況により変更する場合がある。

課題に対するフィ
ードバックの方法 提出物にはコメントをして返却する。

実務経験を
活かした教育内容 具体的な活動経験を踏まえ、その知見を活かした授業を行う。

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1
(武澤)

世界の健康課題 1. 科目ガイダンス
2. 世界のさまざまな健康課題

講義
ディスカ
ッション

事前学習：世界情勢について調べる
（2 時間）
事後学習：ミニレポートに取り組む
（1 時間）

2
(正岡)

国際看護学とグローバ
ル・ナーシング

1．国際看護学の主要な概念
2．国際看護を行う看護職に必要な能力 講義

事前学習：看護に国際的な視点が必
要な背景を調べる（3 時間）
事後学習：ミニッツペーパーに取り
組む（0.5 時間）

3
(正岡)

世界の健康格差と国際的
な取り組み

1. 先進国と発展途上国の健康格差の現状と背景
2．国際協力機関の取組み
3．看護専門職の役割

講義

事前学習：世界の健康格差の現状に
ついて調べる（3 時間）
事後学習：ミニッツペーパーに取り
組む（0.5 時間）

4
(小池)

JOCV セネガル看護師隊
員としての活動

1．JOCV 青年海外協力隊の国際的役割
2．セネガルへの協力の実際 講義

事前学習：青年海外協力隊の役割、
セネガルについて調べる。（2 時
間）
事後学習：ミニレポートに取り組む
（1 時間）

5
(近藤)

国際緊急援助隊の活動 1．日本の国際緊急援助体制について
2．国際緊急援助隊の具体的な活動 講義

事前学習：国際緊急援助の現状につ
いて調べる（2 時間）
事後学習：ミニレポートに取り組む
（1 時間）

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

6
(鈴木)

国際的看護の活動（海外
における災害医療支援）

1．国際協力における看護の役割 
2．国際的看護活動の実際 講義

事前学習：国際看護師協会・日本看
護協会のホームページを閲覧し、国
際的看護活動の実際を調べる（2 時
間）
事後学習：ミニレポートに取り組む
（1 時間）

7
(北間)

在日外国人の健康支援
-医療通訳者の視点から-

1．在日外国人の健康意識
2．在日外国人が日本で経験する医療文化の違
い
3．医療通訳者としての在宅外国人への健康支
援

講義

事前学習：在日外国人が日本で生活
する中で抱く健康意識の現状とその
背景にある医療文化について調べ、
支援について考える（2 時間）
事後学習：ミニレポートに取り組む
（1 時間）

8
(武澤)

まとめ 1. グローバル・ヘルスと看護 個人ワー
ク

事前学習：授業で学んだ内容を整理
しておく（3 時間）
事後学習：不明な点を調べる（1 時
間)
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授業科目
看護教育論

担当教員 大日向 輝美
Nursing Education

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・後期 選択/必修

授業区分・単位 選択・講義・1 単位

授業目的

本科目は「看護教育の歴史・現状・課題」をテーマとします。しかし、これらを体系的に叙述することは不可能なの
で、看護・看護教育のありようを概観し、批判する材料を提供したいと思います。なぜなら、「教育」という営みの
本来的な価値は「多くのことを教えるのではなく、多くのことが見えてくることを教える」（須田勝彦）ことにある
と考えるからです。「多くのことが見えてくる」というのは、物ごとを多面的かつ批判的に捉え、将来を切り拓いて
いく力を得ていくことを意味します。本科目では、看護・看護教育の観点から「多くのことが見えてくる」ための材
料を提供し、それらをもとに自らの考えを深めてもらいたいと願います。この科目への取り組みによって、大学で看
護学を学んだ意味を改めて問い、看護・看護学に向き合う自己のありようを捉え直す契機としてください。

到達目標

1．教育・看護教育の目的・機能について、授業内容と関連づけて自己の意見を表明できる。
2．看護の専門職化について、授業内容と関連づけて自己の意見を表明できる。
3．我が国の看護職養成制度の変遷と特徴、課題について、規定要因と関連づけて説明できる。
4．我が国の看護職養成課程の特徴、課題について、規定要因と関連づけて説明できる。
5．大学で看護学を学んだ意味を問い直し、自己のキャリア・アップ、生涯学習のあり方について構想できる。

教育方法の特徴 授業は、まず自らで考える→他者の意見を聞く→再び自らで考える、このプロセスを重視します。

関連科目 看護管理論
テキスト なし

参考書
1．杉森みどり、舟島なをみ編「看護教育学」第 6 版（医学書院）
2. グレッグ美鈴、池西悦子「看護教育学」（南江堂）
その他、適宜授業中に紹介します。

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験

提出物：毎時の授業、事前・事後学習ではワークシートを用いて思考をまとめ、提出します。
評価基準等の詳細は 1 回目の授業で説明します。
レポート：看護教育に関する自分なりの考察を行っているか否か等を評価します。評価基準
等の詳細は 8 回目の授業で説明します。

レポート 30

小テスト

提出物 70

その他

履修上の
留意事項

授業は、学生と教員、学生同士の対話の場なので、積極的な参加を求めます。また、この科目では「考える」ことを
重視します。学生生活の最終年にこれまでの学修を改めて意味づけ、看護・看護教育について考えてみたいと希望す
る学生の履修を歓迎します。なお、授業進行は履修者の取り組みや希望によって変更することがありえます。下記の
授業計画は現時点における一応のストーリーと理解してください。

課題に対するフィ
ードバックの方法

提出物は基本的にコメントを記載して返却します。
前時の提出物の記載内容に関し、次の時間にコメントします。

実務経験を
活かした教育内容

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1 ガイダンス、教育と
は何か

・本科目の目的・内容・方法、履修上の留意事項（ガ
イダンス）
・「教育とは何か」にかかわる問いへの取り組み
・教育の概念と概要に関する講義

講義、ライテ
ィング、グル
ープワーク

事後（1 時間）：ワークシートの課
題に取り組む

2 看護教育とは何か
・「看護教育とは何か」にかかわる問いへの取り組
み
・看護教育の概念と概要に関する講義

講義、ライテ
ィング、グル
ープワーク

事後（1 時間）：ワークシートの課
題に取り組む

3 看護職は専門職か
・「専門職とは何か」にかかわる問いへの取り組み
・専門職の概念・要件、看護の専門職化等に関する
講義

講義、ライテ
ィング、グル
ープワーク

事後（1 時間）：ワークシートの課
題に取り組む

4 看護職養成制度の体
系と変遷を知る

・教育法制と看護職養成制度の位置づけ、変遷、規
定要因等に関する講義

講義、ライテ
ィング、グル
ープワーク

事後（1 時間）：ワークシートの課
題に取り組む
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授業科目
看護教育論

担当教員 大日向 輝美
Nursing Education

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・後期 選択/必修

授業区分・単位 選択・講義・1 単位

授業目的

本科目は「看護教育の歴史・現状・課題」をテーマとします。しかし、これらを体系的に叙述することは不可能なの
で、看護・看護教育のありようを概観し、批判する材料を提供したいと思います。なぜなら、「教育」という営みの
本来的な価値は「多くのことを教えるのではなく、多くのことが見えてくることを教える」（須田勝彦）ことにある
と考えるからです。「多くのことが見えてくる」というのは、物ごとを多面的かつ批判的に捉え、将来を切り拓いて
いく力を得ていくことを意味します。本科目では、看護・看護教育の観点から「多くのことが見えてくる」ための材
料を提供し、それらをもとに自らの考えを深めてもらいたいと願います。この科目への取り組みによって、大学で看
護学を学んだ意味を改めて問い、看護・看護学に向き合う自己のありようを捉え直す契機としてください。

到達目標

1．教育・看護教育の目的・機能について、授業内容と関連づけて自己の意見を表明できる。
2．看護の専門職化について、授業内容と関連づけて自己の意見を表明できる。
3．我が国の看護職養成制度の変遷と特徴、課題について、規定要因と関連づけて説明できる。
4．我が国の看護職養成課程の特徴、課題について、規定要因と関連づけて説明できる。
5．大学で看護学を学んだ意味を問い直し、自己のキャリア・アップ、生涯学習のあり方について構想できる。

教育方法の特徴 授業は、まず自らで考える→他者の意見を聞く→再び自らで考える、このプロセスを重視します。

関連科目 看護管理論
テキスト なし

参考書
1．杉森みどり、舟島なをみ編「看護教育学」第 6 版（医学書院）
2. グレッグ美鈴、池西悦子「看護教育学」（南江堂）
その他、適宜授業中に紹介します。

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験

提出物：毎時の授業、事前・事後学習ではワークシートを用いて思考をまとめ、提出します。
評価基準等の詳細は 1 回目の授業で説明します。
レポート：看護教育に関する自分なりの考察を行っているか否か等を評価します。評価基準
等の詳細は 8 回目の授業で説明します。

レポート 30

小テスト

提出物 70

その他

履修上の
留意事項

授業は、学生と教員、学生同士の対話の場なので、積極的な参加を求めます。また、この科目では「考える」ことを
重視します。学生生活の最終年にこれまでの学修を改めて意味づけ、看護・看護教育について考えてみたいと希望す
る学生の履修を歓迎します。なお、授業進行は履修者の取り組みや希望によって変更することがありえます。下記の
授業計画は現時点における一応のストーリーと理解してください。

課題に対するフィ
ードバックの方法

提出物は基本的にコメントを記載して返却します。
前時の提出物の記載内容に関し、次の時間にコメントします。

実務経験を
活かした教育内容

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1 ガイダンス、教育と
は何か

・本科目の目的・内容・方法、履修上の留意事項（ガ
イダンス）
・「教育とは何か」にかかわる問いへの取り組み
・教育の概念と概要に関する講義

講義、ライテ
ィング、グル
ープワーク

事後（1 時間）：ワークシートの課
題に取り組む

2 看護教育とは何か
・「看護教育とは何か」にかかわる問いへの取り組
み
・看護教育の概念と概要に関する講義

講義、ライテ
ィング、グル
ープワーク

事後（1 時間）：ワークシートの課
題に取り組む

3 看護職は専門職か
・「専門職とは何か」にかかわる問いへの取り組み
・専門職の概念・要件、看護の専門職化等に関する
講義

講義、ライテ
ィング、グル
ープワーク

事後（1 時間）：ワークシートの課
題に取り組む

4 看護職養成制度の体
系と変遷を知る

・教育法制と看護職養成制度の位置づけ、変遷、規
定要因等に関する講義

講義、ライテ
ィング、グル
ープワーク

事後（1 時間）：ワークシートの課
題に取り組む

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

5 看護職養成制度の現
状と課題を捉える

・看護職をめぐる二重制度（看護師・准看護師）に
関する講義
・准看護師制度にかかわる問いへ取り組み

講義、ライテ
ィング、グル
ープワーク

事前（1時間）：配付資料を講読し、
ワークシートの課題に取り組む
事後（1時間）：ワークシートの課
題に取り組む

6 看護職養成課程の特
徴と変遷を知る

・保健師助産師看護師法と指定規則、指定規則の変
遷等に関する講義
・指定規則の変遷と看護学の発展過程にかかわる
問いへの取り組み

講義、ライテ
ィング、グル
ープワーク

事後（1時間）：ワークシートの課
題に取り組む

7 看護職養成課程の現
状と課題を捉える

・本学の教育課程の特徴と課題にかかわる問いへ
の取り組み
・看護職養成課程の課題と展望に関する講義

講義、ライテ
ィング、グル
ープワーク

事後（1時間）：ワークシートの課
題に取り組む

8
看護職としてのキャ
リア・アップと継続
学習に向き合う

・キャリアと継続学習に関する講義
講義、ライテ
ィング、グル
ープワーク

事後（1時間）：自らのキャリアデ
ザインをワークシートにまとめ
る、その他ワークシートの課題に
取り組む
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授業科目
在宅看護実習

担当教員 安藤 陽子/作並 亜紀子
武澤 千尋/小川 克子Home Care Nursing:Practicum

対象学科・
年次・学期 看護学科・４年次・前期 選択/必修

授業区分・単位 必修・実習・２単位

授業目的
在宅における看護活動を通して、疾病や障がいを持ちながら地域で療養している人々と家族の健康状態や生活状
況、思いを理解する。そして、在宅療養者と家族が望む療養生活を支える看護の実践に必要な基礎的能力を養う。
地域包括ケアシステムにおける訪問看護の機能と訪問看護師の役割を理解する。

到達目標

1.在宅療養者と家族の健康状態や生活状況、思いを理解し、対象が望む療養生活を支える一連の看護過程を展開で
きる。
2.地域で生活する在宅療養者と家族を支える在宅看護活動の特徴を理解できる。
3.地域包括ケアシステムにおける訪問看護の役割・機能を理解できる。
4.在宅看護を学ぶ学生として適切な態度を取ることができる。

教育方法の特徴 具体的な内容については、実習要項を用いて、実習オリエンテーションにて説明する。

関連科目 3 年前期 在宅看護学概論 3 年後期 在宅看護論ⅠおよびⅡと密接に関連する。

テキスト

参考書

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験

実習評価表に基づき、実習施設での実習内容、実習態度、実習記録をもとに、目標達成度を
評価する。

レポート

小テスト

提出物

その他 100

履修上の
留意事項

・事前学習を必ず行い、実習に臨んでください。
・実習オリエンテーションも実習の一部です。必ず参加してください。
・看護の対象者は地域で療養している人々です。本人と家族がどのような思いを持ちながら生活しているかに関心を
持ち、生活を支える看護の役割をしっかり考えるようにしてください。
・実習で受けた説明や体験したことの意味を考えながら学びを深めてください。
・教員は巡回での指導となります。学生自ら、学び姿勢を持ち、実習指導者や本人、家族に積極的に関わるよう努力
してください。

課題に対するフィ
ードバックの方法 実習終了時には学生の成長を促すよう、学生の自己課題について伝える。

実務経験を
活かした教育内容

地域において多様な在宅療養者と家族を看護した実務経験者の立場から、在宅看護について理解しやすいように実
習指導を行います。

実習方法

グループ（2～3 名）ごとに、いずれかの訪問看護ステーションで以下の方法に従って実習を行う。
1.実習体制

1）実習は実習施設 10 日間、うち学内実習 3 日間の計 2 週間（2 単位 90 時間）で行う。
2.実習内容

1）受け持ち事例について：1 事例を受け持ち、看護過程を展開する。
2）受け持ち事例以外の方への訪問看護や訪問リハビリへの同行、デイケア等へ参加し、学びを深める。
3）他機関・他職種間の連携活動を学ぶ機会として、可能な限り「サービス担当者会議」「退院予定者の退院時カン

ファレンス」等へ参加する。
4）行動調整およびカンファレンス

・毎日、訪問看護ステーション内で実習指導者と行動調整を行い、実習に臨む。
・実習終了時には 1 日の振り返りを学生間で実施する（必要時、実習指導者もしくは実習担当教員も参加する）。
・1 週目木曜日には学内で中間カンファレンス、2 週目水曜日には指導者も含めた最終カンファレンスを行う。

5）学内日は、指定された課題に沿って実習を進める。

実習施設

訪問看護ステーションピンポンハート、訪問看護ステーション晴日、訪問看護ステーション温っとほむ、訪問看護ス
テーションみなみ、訪問看護ステーションまこまない、訪問看護ステーションとよひら・ちゅうおう、訪問看護ステ
ーション水源池すずらん、札幌山の上リハ訪問看護ステーション、SOMPO ケア札幌発寒訪問看護、勤医協つきさむ
訪問看護ステーション、勤医協きくすい訪問看護ステーション、勤医協札幌ひがし訪問看護ステーションしのろサブ
ステーション、札幌ひがし徳洲会訪問看護ステーション、訪問看護ステーション東札幌、訪問看護ステーションみず
ほ、訪問看護ステーションあおば、東苗穂訪問看護ステーション、訪問看護ステーションしらかば
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授業科目
在宅看護実習

担当教員 安藤 陽子/作並 亜紀子
武澤 千尋/小川 克子Home Care Nursing:Practicum

対象学科・
年次・学期 看護学科・４年次・前期 選択/必修

授業区分・単位 必修・実習・２単位

授業目的
在宅における看護活動を通して、疾病や障がいを持ちながら地域で療養している人々と家族の健康状態や生活状
況、思いを理解する。そして、在宅療養者と家族が望む療養生活を支える看護の実践に必要な基礎的能力を養う。
地域包括ケアシステムにおける訪問看護の機能と訪問看護師の役割を理解する。

到達目標

1.在宅療養者と家族の健康状態や生活状況、思いを理解し、対象が望む療養生活を支える一連の看護過程を展開で
きる。
2.地域で生活する在宅療養者と家族を支える在宅看護活動の特徴を理解できる。
3.地域包括ケアシステムにおける訪問看護の役割・機能を理解できる。
4.在宅看護を学ぶ学生として適切な態度を取ることができる。

教育方法の特徴 具体的な内容については、実習要項を用いて、実習オリエンテーションにて説明する。

関連科目 3 年前期 在宅看護学概論 3 年後期 在宅看護論ⅠおよびⅡと密接に関連する。

テキスト

参考書

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験

実習評価表に基づき、実習施設での実習内容、実習態度、実習記録をもとに、目標達成度を
評価する。

レポート

小テスト

提出物

その他 100

履修上の
留意事項

・事前学習を必ず行い、実習に臨んでください。
・実習オリエンテーションも実習の一部です。必ず参加してください。
・看護の対象者は地域で療養している人々です。本人と家族がどのような思いを持ちながら生活しているかに関心を
持ち、生活を支える看護の役割をしっかり考えるようにしてください。
・実習で受けた説明や体験したことの意味を考えながら学びを深めてください。
・教員は巡回での指導となります。学生自ら、学び姿勢を持ち、実習指導者や本人、家族に積極的に関わるよう努力
してください。

課題に対するフィ
ードバックの方法 実習終了時には学生の成長を促すよう、学生の自己課題について伝える。

実務経験を
活かした教育内容

地域において多様な在宅療養者と家族を看護した実務経験者の立場から、在宅看護について理解しやすいように実
習指導を行います。

実習方法

グループ（2～3 名）ごとに、いずれかの訪問看護ステーションで以下の方法に従って実習を行う。
1.実習体制

1）実習は実習施設 10 日間、うち学内実習 3 日間の計 2 週間（2 単位 90 時間）で行う。
2.実習内容

1）受け持ち事例について：1 事例を受け持ち、看護過程を展開する。
2）受け持ち事例以外の方への訪問看護や訪問リハビリへの同行、デイケア等へ参加し、学びを深める。
3）他機関・他職種間の連携活動を学ぶ機会として、可能な限り「サービス担当者会議」「退院予定者の退院時カン

ファレンス」等へ参加する。
4）行動調整およびカンファレンス

・毎日、訪問看護ステーション内で実習指導者と行動調整を行い、実習に臨む。
・実習終了時には 1 日の振り返りを学生間で実施する（必要時、実習指導者もしくは実習担当教員も参加する）。
・1 週目木曜日には学内で中間カンファレンス、2 週目水曜日には指導者も含めた最終カンファレンスを行う。

5）学内日は、指定された課題に沿って実習を進める。

実習施設

訪問看護ステーションピンポンハート、訪問看護ステーション晴日、訪問看護ステーション温っとほむ、訪問看護ス
テーションみなみ、訪問看護ステーションまこまない、訪問看護ステーションとよひら・ちゅうおう、訪問看護ステ
ーション水源池すずらん、札幌山の上リハ訪問看護ステーション、SOMPO ケア札幌発寒訪問看護、勤医協つきさむ
訪問看護ステーション、勤医協きくすい訪問看護ステーション、勤医協札幌ひがし訪問看護ステーションしのろサブ
ステーション、札幌ひがし徳洲会訪問看護ステーション、訪問看護ステーション東札幌、訪問看護ステーションみず
ほ、訪問看護ステーションあおば、東苗穂訪問看護ステーション、訪問看護ステーションしらかば

授業科目
看護総合実習

担当教員 木津 由美
吉田 祐子Integrative Nursing:Practicum

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・前期 選択/必修

授業区分・単位 必修・実習・2 単位

授業目的 本実習は、4 年間の集大成として既習の学習内容や体験を統合し、看護実践能力を培うことを目的に、複数患者の看
護実践の中で自己課題を明確にすることをねらいとしている。

到達目標
1．2 人の対象者に対し、看護の優先性に着目して看護実践をすることができる。
2．対象者および家族を中心とした保健医療チームにおける看護職者の役割と責任についての実際を理解する。
3．看護職の倫理綱領を踏まえて実習に取り組むことができる。
4．看護実践を基に、自己の看護実践能力に関する評価を行い、今後の学習課題を述べることができる。

教育方法の特徴 学生 1 名につき 2 名の患者を受け持ち、看護チームスタッフ/実習指導者とともに複数患者のケアの実際の見学と実
践を行う。具体的な内容については、実習要項を用い実習オリエンテーションで説明する。

関連科目 1 年次から学習した科目すべてが関連する。看護学生として 4 年間の学びの統合となる。

テキスト

参考書

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験

実習評価は、実習出席日数が３分の２以上の学生を対象に評価をする。
実習目標に沿って、実習状況、実習記録、レポート等を総合して評価を行う。
評価基準は、ルーブリック評価表に基づき、目標達成状況を評価する。

レポート

小テスト

提出物

その他 100

履修上の
留意事項

実習のオリエンテーションは必ず参加すること。その上で、病棟の特性に合わせた事前学習を必ず行っておく。また、
これまでの学習内容（講義・実習等）を復習し、複数の対象者を受け持ってタイムリーに看護実践ができるよう準備
を整えておく。

課題に対するフィ
ードバックの方法

実習中毎日記載する行動計画・評価用紙にコメントを付して返却する。また病棟での看護実践では、その都度口頭で
フィードバックする。

実務経験を
活かした教育内容

実習方法

1．複数患者を受け持ち、看護チームスタッフ / 実習指導者とともに看護を実践する。
2．看護チームスタッフ / 実習指導者とともに、複数患者のケアの優先度を考え、一日の行動計画を立案・実施する。
3．必要時、病棟カンファレンスに参加（見学）する。
4．学生同士で情報を共有し、協働しながら看護を実践する。
5．週１回、教員および施設の実習指導者の参加のもとでケースカンファレンスを行う。
※詳細は実習要項を参照のこと。

実習施設
札幌医科大学附属病院、札幌東徳洲会病院、札幌徳洲会病院、札幌孝仁会記念病院、札幌北楡病院、札幌麻生脳神経
外科病院、東札幌病院、北光記念病院、クラーク病院、札幌しらかば台病院、イムス札幌消化器中央総合病院、イム
ス札幌内科リハビリテーション病院
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授業科目
実践総合演習

担当教員
木津 由美子
吉田 祐子
他Comprehensive Seminar in Nursing Practice

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・後期 選択/必修

授業区分・単位 必修・演習・1 単位

授業目的
本科目では、既習の学習内容を踏まえ、臨床での看護実践につながる臨床判断についての学びを深め、課題を解決す
るための創造的思考力、看護実践力を養うことを目的とする。
具体的には、特定の状況下にある対象者の療養環境の安全を守るための観察の視点や、対象者の健康状態に即した看
護を行うための思考過程について学習し、自己の看護実践力の課題と対策を明確にする。

到達目標
1．看護師が行う臨床判断とはどのようなものか説明できる。
2．対象者の療養空間の観察を行い、環境に潜在する危険を明確にすることができる。
3．健康上の問題を有する事例に対して必要な看護を明確にすることができる。

教育方法の特徴
知識確認テスト、実技テスト、個人ワーク、グループ学習を取り入れて授業を展開します。紙面事例ではあるが、臨
床での看護実践につながる臨床判断を学び、４月から新人看護師としてスタートをする際の自己の看護実践力の課
題と対策を明確にできるように取り組みましょう。

関連科目 1 年次から学習した看護師に必要な科目すべてが関連し、4 年次卒業時の看護実践能力を培う。
テキスト なし

参考書 これまでの専門基礎科目・専門科目で使用したテキスト・参考書
※その他、学習内容に合わせ、 随時紹介する。

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験 40

目標の達成状況を下記の項目により総合的に評価する。
①小テスト(筆記) (30%)
②演習ワークシート・グループ学習成果発表(30%)
③実技試験（40%）

レポート

小テスト 30

提出物 30

その他

履修上の
留意事項 これまでの知識・技術・態度を振り返り、看護職者としての実践力を養うために、主体的に行動・学習してください。

課題に対するフィ
ードバックの方法 提出物の返却はしないが、授業内で、学生全体に口頭でコメントする。

実務経験を
活かした教育内容

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1 患者の療養環境の観
察トレーニング①

1．ガイダンス
2．危険予知・リスク管理
3．紙面事例の観察

講義、ライティン
グ、質問

事前：シラバスを読み、履修上の疑問
点を明らかにしておく(1 時間)
事後：配布資料を読み、次回の授業に
必要な復習をする(1 時間)

2 患者の療養環境の観
察トレーニング②

1．危険予知・リスク管理
2．紙面事例の観察

講義、ライティン
グ、グループ学習

事前：紙面事例への援助に必要な知識・
技術をテキストで確認する(1 時間)
事後：自己の看護実践の不十分な点を
明確にし、自己学習する(1 時間)

3
患者の療養環境の観
察トレーニング③
（事例１）

紙面事例を用いた実技テスト① 実技テスト

事前：紙面事例への援助に必要な知識・
技術をテキストで確認する(1 時間)
事後：自己の看護実践の不十分な点を
明確にし、自己学習する(1 時間)

4
患者の療養環境の観
察トレーニング④
（事例１）

1．事例の療養環境の観察についてのグル
ープ学習
2．グループ学習成果の発表
3．事例 1 の観察の解説

講義、グループ学
習、プレゼンテー
ション

事前：紙面事例への援助に必要な知識・
技術をテキストで確認する(1 時間)
事後：自己の看護実践の不十分な点を
明確にし、自己学習する(1 時間)

5
臨床判断に必要なア
セスメント力トレー
ニング①

1．臨床判断に必要なアセスメント力
2．紙面事例についてのアセスメント
3．紙面事例の看護実践の内容の検討

講義、ライティン
グ、質問

事前：紙面事例への援助に必要な知識・
技術をテキストで確認する(1 時間)
事後：自己のアセスメントや看護実践
の不十分な点を明確にし、自己学習す
る(1 時間)

看
護
学
科
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年
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授業科目
実践総合演習

担当教員
木津 由美子
吉田 祐子
他Comprehensive Seminar in Nursing Practice

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・後期 選択/必修

授業区分・単位 必修・演習・1 単位

授業目的
本科目では、既習の学習内容を踏まえ、臨床での看護実践につながる臨床判断についての学びを深め、課題を解決す
るための創造的思考力、看護実践力を養うことを目的とする。
具体的には、特定の状況下にある対象者の療養環境の安全を守るための観察の視点や、対象者の健康状態に即した看
護を行うための思考過程について学習し、自己の看護実践力の課題と対策を明確にする。

到達目標
1．看護師が行う臨床判断とはどのようなものか説明できる。
2．対象者の療養空間の観察を行い、環境に潜在する危険を明確にすることができる。
3．健康上の問題を有する事例に対して必要な看護を明確にすることができる。

教育方法の特徴
知識確認テスト、実技テスト、個人ワーク、グループ学習を取り入れて授業を展開します。紙面事例ではあるが、臨
床での看護実践につながる臨床判断を学び、４月から新人看護師としてスタートをする際の自己の看護実践力の課
題と対策を明確にできるように取り組みましょう。

関連科目 1 年次から学習した看護師に必要な科目すべてが関連し、4 年次卒業時の看護実践能力を培う。
テキスト なし

参考書 これまでの専門基礎科目・専門科目で使用したテキスト・参考書
※その他、学習内容に合わせ、 随時紹介する。

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験 40

目標の達成状況を下記の項目により総合的に評価する。
①小テスト(筆記) (30%)
②演習ワークシート・グループ学習成果発表(30%)
③実技試験（40%）

レポート

小テスト 30

提出物 30

その他

履修上の
留意事項 これまでの知識・技術・態度を振り返り、看護職者としての実践力を養うために、主体的に行動・学習してください。

課題に対するフィ
ードバックの方法 提出物の返却はしないが、授業内で、学生全体に口頭でコメントする。

実務経験を
活かした教育内容

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1 患者の療養環境の観
察トレーニング①

1．ガイダンス
2．危険予知・リスク管理
3．紙面事例の観察

講義、ライティン
グ、質問

事前：シラバスを読み、履修上の疑問
点を明らかにしておく(1 時間)
事後：配布資料を読み、次回の授業に
必要な復習をする(1 時間)

2 患者の療養環境の観
察トレーニング②

1．危険予知・リスク管理
2．紙面事例の観察

講義、ライティン
グ、グループ学習

事前：紙面事例への援助に必要な知識・
技術をテキストで確認する(1 時間)
事後：自己の看護実践の不十分な点を
明確にし、自己学習する(1 時間)

3
患者の療養環境の観
察トレーニング③
（事例１）

紙面事例を用いた実技テスト① 実技テスト

事前：紙面事例への援助に必要な知識・
技術をテキストで確認する(1 時間)
事後：自己の看護実践の不十分な点を
明確にし、自己学習する(1 時間)

4
患者の療養環境の観
察トレーニング④
（事例１）

1．事例の療養環境の観察についてのグル
ープ学習
2．グループ学習成果の発表
3．事例 1 の観察の解説

講義、グループ学
習、プレゼンテー
ション

事前：紙面事例への援助に必要な知識・
技術をテキストで確認する(1 時間)
事後：自己の看護実践の不十分な点を
明確にし、自己学習する(1 時間)

5
臨床判断に必要なア
セスメント力トレー
ニング①

1．臨床判断に必要なアセスメント力
2．紙面事例についてのアセスメント
3．紙面事例の看護実践の内容の検討

講義、ライティン
グ、質問

事前：紙面事例への援助に必要な知識・
技術をテキストで確認する(1 時間)
事後：自己のアセスメントや看護実践
の不十分な点を明確にし、自己学習す
る(1 時間)

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

6
臨床判断に必要なア
セスメント力トレー
ニング②（事例２）

1．紙面事例に関連する知識確認テスト
2．紙面事例についてのアセスメント
3．紙面事例の看護実践の内容の検討

講義、小テスト、グ
ループ学習、プレ
ゼンテーションの
準備

事前：紙面事例への援助に必要な知識・
技術をテキストで確認する(1時間)
事後：自己のアセスメントや看護実践
の不十分な点を明確にし、自己学習す
る(1 時間)

7
臨床判断に必要なア
セスメント力トレー
ニング③（事例２）

1．紙面事例についてのアセスメントと看
護実践内容のグループ発表
2．紙面事例について解説

講義、グループ学
習、プレゼンテー
ション

事前：紙面事例への援助に必要な知識・
技術をテキストで確認する(1時間)
事後：自己のアセスメントや看護実践
の不十分な点を明確にし、自己学習す
る(1 時間)

8
臨床判断に必要なア
セスメント力トレー
ニング④（事例３）

1．紙面事例に関連する知識確認テスト
2．紙面事例についてのアセスメント
3．紙面事例の看護実践の内容の検討

講義、小テスト、グ
ループ学習、プレ
ゼンテーションの
準備

事前：紙面事例への援助に必要な知識・
技術をテキストで確認する(1時間)
事後：自己のアセスメントや看護実践
の不十分な点を明確にし、自己学習す
る(1 時間)

9
臨床判断に必要なア
セスメント力トレー
ニング⑤（事例３）

1．紙面事例についてのアセスメントと看
護実践内容のグループ発表
2．紙面事例について解説

講義、グループ学
習、プレゼンテー
ション

事前：紙面事例への援助に必要な知識・
技術をテキストで確認する(1時間)
事後：自己のアセスメントや看護実践
の不十分な点を明確にし、自己学習す
る(1 時間)

10
臨床判断に必要なア
セスメント力トレー
ニング⑥（事例４）

1．紙面事例に関連する知識確認テスト
2．紙面事例についてのアセスメント
3．紙面事例の看護実践の内容の検討

講義、小テスト、グ
ループ学習、プレ
ゼンテーションの
準備

事前：紙面事例への援助に必要な知識・
技術をテキストで確認する(1時間)
事後：自己のアセスメントや看護実践
の不十分な点を明確にし、自己学習す
る(1 時間)

11
臨床判断に必要なア
セスメント力トレー
ニング⑦（事例４）

1．紙面事例についてのアセスメントと看
護実践内容のグループ発表
2．紙面事例について解説

講義、グループ学
習、プレゼンテー
ション

事前：紙面事例への援助に必要な知識・
技術をテキストで確認する(1時間)
事後：自己のアセスメントや看護実践
の不十分な点を明確にし、自己学習す
る(1 時間)

12
臨床判断に必要なア
セスメント力トレー
ニング⑧（事例５）

1．紙面事例に関連する知識確認テスト
2．紙面事例についてのアセスメント
3．紙面事例の看護実践の内容の検討

講義、小テスト、グ
ループ学習、プレ
ゼンテーションの
準備

事前：紙面事例への援助に必要な知識・
技術をテキストで確認する(1時間)
事後：自己のアセスメントや看護実践
の不十分な点を明確にし、自己学習す
る(1 時間)

13
臨床判断に必要なア
セスメント力トレー
ニング⑨（事例５）

1．紙面事例についてのアセスメントと看
護実践内容のグループ発表
2．紙面事例について解説

講義、グループ学
習、プレゼンテー
ション

事前：紙面事例への援助に必要な知識・
技術をテキストで確認する(1時間)
事後：自己のアセスメントや看護実践
の不十分な点を明確にし、自己学習す
る(1 時間)

14

臨床判断に必要なア
セスメントと看護実
践トレーニング（事
例６）

紙面事例を用いた実技テスト②（事例６） 実技テスト

事前：紙面事例への援助に必要な知識・
技術をテキストで確認する(1時間)
事後：自己のアセスメントや看護実践
の不十分な点を明確にし、自己学習す
る(1 時間)

15 実践総合演習のまと
め

1．第 14 回の実技テストの振り返りと自己
評価
2．自己評価から新人看護師としての課題
と対策

講義、ライティン
グ、質問

事前：紙面事例への援助に必要な知識・
技術をテキストで確認する(1時間)
事後：自己のアセスメントや看護実践
の不十分な点を明確にし、自己学習す
る(1 時間)

看
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授業科目
公衆衛生看護活動論Ⅲ

担当教員 小川 克子/近藤 明代
武澤 千尋Public Health Nursing Ⅲ

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・前期 選択/必修

授業区分・単位

選択 ※保健師国家試験受
験資格取得希望者のみ履修
可・1 単位

授業目的 地域で生活する人々の環境と健康⽔準及び健康課題に即した公衆衛生看護活動展開の方法を修得する。

到達目標
1．地域で生活する人々の健康⽔準の把握に必要なデータを特定し、収集できる。
2．地域で生活する人々の健康と生活実態をアセスメントし、健康課題を抽出できる。
3．個別の健康課題を構造化し、地域保健対策を考えることができる。

教育方法の特徴 実習地域の実際のデータを用いてグループワークを行い、地域の健康課題や対策を検討します。

関連科目 疫学、保健統計学Ⅰ・Ⅱ、保健医療福祉行政論Ⅰ・Ⅱ、公衆衛生看護学概論、公衆衛生看護活動論Ⅰ・Ⅱ、公衆衛生
看護管理論

テキスト 佐伯和子編著「地域保健福祉活動のための地域看護アセスメントガイド（第 2 版）」（医⻭薬出版）

参考書 厚生労働統計協会「国民衛生の動向 2023/2024」（厚生労働統計協会）
医療情報科学研究所編集「公衆衛生がみえる 2022-2023」（メディックメディア）

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験
・グループで作成した地域アセスメントレポート内容について、到達目標の観点から評価（80 
点）する。その他、グループ作業の取り組み姿勢、発表やディスカッションにおける参加状
況（20 点）をもとに評価する。
・レポートが未提出の場合は評価の対象としません。
・評価点が 60 点未満の場合は、レポートの再提出となります。

レポート 80

小テスト

提出物

その他 20

履修上の
留意事項

・事前、事後学習を確実に行い、演習に臨みましょう。
・授業中または授業終了後に生じた疑問はその都度担当教員に質問しましょう。

課題に対するフィ
ードバックの方法

・地域アセスメントレポートは提出日を設定し、添削の上返却を行います。また授業内で発表時間を設定しています
ので、その場面でフィードバックを行います。

実務経験を
活かした教育内容

実務経験者の立場から、保健師としての経験から地域の健康課題の捉え方、対策の立案方法について理解しやすいよ
うに授業を行います。

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1 コミュニティを対象とし
た看護過程（1）

本科目の目的、目標、学習内容の概要と履修上
の留意点、評価方法について説明する。
1．人々の健康と生活のアセスメントと健康課
題の特定まで
2．健康課題の種類、表現の原則、健康課題の
構造化
3．人々の健康と生活のアセスメントと健康課
題の優先順位

講義

事前：保健師の活動計画、地域保
健情報年報から地域の状況を把
握する（2 時間）
事後：授業で使用したプリント
や紹介された⽂献を確認し、全
体を構造化/体系化して捉える
（2 時間）

2
コミュニティ看護アセス
メント演習（1）（サブシ
ステムアセスメント①）

アセスメント項目を定めてサブシステムをア
セスメントする。
※科目担当教員全員で対応します。

グループワーク

事前：演習に向けて、各データが
⽰す内容について復習し、各⾃
データ収集を行う（2 時間）
事後：授業中に行ったアセスメ
ントを⾒直す（2 時間）

3
コミュニティ看護アセス
メント演習（2）（サブシ
ステムアセスメント②）

アセスメント項目を定めて人々の健康⽔準を
アセスメントする。
※科目担当教員全員で対応します。

グループワーク

事前：演習に向けて、各データが
⽰す内容について復習し、各⾃
データ収集を行う（2 時間）
事後：授業中に行ったアセスメ
ントを⾒直す（2 時間）

4
コミュニティ看護アセス
メント演習（3）（健康⽔
準アセスメント①）

アセスメント項目を定めて人々の健康⽔準を
アセスメントする。
※科目担当教員全員で対応します。

グループワーク

事前：演習に向けて、各データが
⽰す内容について復習し、各⾃
データ収集を行う（2 時間）
事後：授業中に行ったアセスメ
ントを⾒直す（2 時間）
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授業科目
公衆衛生看護活動論Ⅲ

担当教員 小川 克子/近藤 明代
武澤 千尋Public Health Nursing Ⅲ

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・前期 選択/必修

授業区分・単位

選択 ※保健師国家試験受
験資格取得希望者のみ履修
可・1 単位

授業目的 地域で生活する人々の環境と健康⽔準及び健康課題に即した公衆衛生看護活動展開の方法を修得する。

到達目標
1．地域で生活する人々の健康⽔準の把握に必要なデータを特定し、収集できる。
2．地域で生活する人々の健康と生活実態をアセスメントし、健康課題を抽出できる。
3．個別の健康課題を構造化し、地域保健対策を考えることができる。

教育方法の特徴 実習地域の実際のデータを用いてグループワークを行い、地域の健康課題や対策を検討します。

関連科目 疫学、保健統計学Ⅰ・Ⅱ、保健医療福祉行政論Ⅰ・Ⅱ、公衆衛生看護学概論、公衆衛生看護活動論Ⅰ・Ⅱ、公衆衛生
看護管理論

テキスト 佐伯和子編著「地域保健福祉活動のための地域看護アセスメントガイド（第 2 版）」（医⻭薬出版）

参考書 厚生労働統計協会「国民衛生の動向 2023/2024」（厚生労働統計協会）
医療情報科学研究所編集「公衆衛生がみえる 2022-2023」（メディックメディア）

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験
・グループで作成した地域アセスメントレポート内容について、到達目標の観点から評価（80 
点）する。その他、グループ作業の取り組み姿勢、発表やディスカッションにおける参加状
況（20 点）をもとに評価する。
・レポートが未提出の場合は評価の対象としません。
・評価点が 60 点未満の場合は、レポートの再提出となります。

レポート 80

小テスト

提出物

その他 20

履修上の
留意事項

・事前、事後学習を確実に行い、演習に臨みましょう。
・授業中または授業終了後に生じた疑問はその都度担当教員に質問しましょう。

課題に対するフィ
ードバックの方法

・地域アセスメントレポートは提出日を設定し、添削の上返却を行います。また授業内で発表時間を設定しています
ので、その場面でフィードバックを行います。

実務経験を
活かした教育内容

実務経験者の立場から、保健師としての経験から地域の健康課題の捉え方、対策の立案方法について理解しやすいよ
うに授業を行います。

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

1 コミュニティを対象とし
た看護過程（1）

本科目の目的、目標、学習内容の概要と履修上
の留意点、評価方法について説明する。
1．人々の健康と生活のアセスメントと健康課
題の特定まで
2．健康課題の種類、表現の原則、健康課題の
構造化
3．人々の健康と生活のアセスメントと健康課
題の優先順位

講義

事前：保健師の活動計画、地域保
健情報年報から地域の状況を把
握する（2 時間）
事後：授業で使用したプリント
や紹介された⽂献を確認し、全
体を構造化/体系化して捉える
（2 時間）

2
コミュニティ看護アセス
メント演習（1）（サブシ
ステムアセスメント①）

アセスメント項目を定めてサブシステムをア
セスメントする。
※科目担当教員全員で対応します。

グループワーク

事前：演習に向けて、各データが
⽰す内容について復習し、各⾃
データ収集を行う（2 時間）
事後：授業中に行ったアセスメ
ントを⾒直す（2 時間）

3
コミュニティ看護アセス
メント演習（2）（サブシ
ステムアセスメント②）

アセスメント項目を定めて人々の健康⽔準を
アセスメントする。
※科目担当教員全員で対応します。

グループワーク

事前：演習に向けて、各データが
⽰す内容について復習し、各⾃
データ収集を行う（2 時間）
事後：授業中に行ったアセスメ
ントを⾒直す（2 時間）

4
コミュニティ看護アセス
メント演習（3）（健康⽔
準アセスメント①）

アセスメント項目を定めて人々の健康⽔準を
アセスメントする。
※科目担当教員全員で対応します。

グループワーク

事前：演習に向けて、各データが
⽰す内容について復習し、各⾃
データ収集を行う（2 時間）
事後：授業中に行ったアセスメ
ントを⾒直す（2 時間）

回数
(担当) 学習の主題 授業内容 授業形態 事前・事後学習

5
コミュニティ看護アセス
メント演習（4）（健康⽔
準アセスメント②）

グループメンバーのアセスメントを統合し、健
康⽔準のアセスメントレポートを作成する。
※科目担当教員全員で対応します。

グループワーク

事前：前回実施したアセスメン
トを⾒直す（2時間）
事後：アセスメントレポートの
再確認を行う（2時間）

6
コミュニティ看護アセス
メント演習（5）（健康課
題の抽出）

グループメンバーのアセスメントから、健康課
題を抽出する。
※科目担当教員全員で対応します。

グループワーク

事前：グループで統合したアセ
スメントを⾒直し、健康課題を
検討する（2時間）
事後：アセスメントレポートを
再確認し、発表とディスカッシ
ョンの準備を行う（2時間）

7
コミュニティ看護アセス
メント演習（6）（発表と
ディスカッション）

サブシステムと人々の健康⽔準のアセスメン
ト、抽出した健康課題を発表し、ディスカッシ
ョンを行う。
※科目担当教員全員で対応します。

グループ発表及
びディスカッシ
ョン

事前：発表・ディスカッションの
準備を行う（2時間）
事後：ディスカッションでの学
びを整理し、アセスメントを修
正する（2時間）

8 コミュニティを対象とし
た看護過程（2） 健康課題解決の方法（対策立案と評価方法） 講義

事前：グループで抽出した健康
課題からその対策や評価方法を
検討する（2時間）
事後：講義内容から、事前に考え
た対策や評価方法を再検討する
（2時間）
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護
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科

四

年
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授業科目
公衆衛生看護実習Ⅰ

担当教員
近藤 明代
武澤 千尋
小川 克子Public Health Nursing:PracticumⅠ

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・後期 選択/必修

授業区分・単位 選択・実習・2 単位

授業目的
地域社会で生活している人々を、その地域の生活環境・社会環境と関連づけながら理解し、その人々が抱える健康問
題や課題を組織的に予防・改善する公衆衛生看護のあり方を理解する。また、公衆衛生看護を展開するために必要な
方法・技術の基本を習得する。

到達目標

1.地域社会で生活する個人・家族を公衆衛生看護の対象として捉え、家庭訪問の看護過程を通して個人・家族への支
援方法・技術を理解できる。
2.共通の健康課題を持つ人々の集団を公衆衛生看護の対象として捉え、健康教育の看護過程を通して集団への支援方
法・技術を理解できる。
3.地域社会で生活する人々および地域社会の健康課題解決のために展開される公衆衛生看護活動は、ハイリスクアプ
ローチやポピュレーションアプローチ等様々な方法や技術、理論を組み合わせて展開されることを理解できる。
4.住民の健康と生活を護る公衆衛生看護の役割を理解できる。

教育方法の特徴 具体的内容については実習要項を用い、実習オリエンテーションで説明します。

関連科目 2 年次後期から学修した公衆衛生看護学に関する科目すべて。保健医療福祉行政論、疫学、保健統計学Ⅰ・Ⅱ 等

テキスト

参考書

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験

目標達成度を実習の評価基準に沿って評価する。
※実習要項を参照

レポート

小テスト

提出物

その他 100

履修上の
留意事項

・事前に提示された学修内容を予習し、効果的・効率的な実習ができるように努めましょう。
・実習では実習指導者をはじめとする関係者及び住民との交流を大切にし、地域の人々の生活の理解に努めましょ
う。

課題に対するフィ
ードバックの方法

実習で見学、体験する保健活動を既習の学びと結び付けて考えることができる様に、振り返りをしながら助言を行い
ます。学生の学びの状況に応じて、講義や演習で学習したことを振り返りながら、支援技術の習得を目指します。

実務経験を
活かした教育内容

実務経験をもとに授業を担当した教員と、実際に保健師活動をしている実習指導者が協力し、学生が実習で体験する
内容を理解し、実践技術を修得できるように行います。

実習方法

1.保健師の同行のもと家庭訪問を行う。
2.集団を対象にして、健康教育の企画・実践・評価の一連のプロセスを体験する。
3.実習地域（施設）で行われる保健活動に参加し、保健師の支援方法について理解する。
4.関係機関、関係職種との会議等に参加し、多職種との連携・調整の実際を体験する。
5.実習終了後、実習の学びをテーマに沿ってまとめ、レポートを提出する。

実習施設 倶知安保健所、岩内保健所、帯広保健所および 3 保健所管内の市町村

看
護
学
科

四

年

次

68



授業科目
公衆衛生看護実習Ⅰ

担当教員
近藤 明代
武澤 千尋
小川 克子Public Health Nursing:PracticumⅠ

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・後期 選択/必修

授業区分・単位 選択・実習・2 単位

授業目的
地域社会で生活している人々を、その地域の生活環境・社会環境と関連づけながら理解し、その人々が抱える健康問
題や課題を組織的に予防・改善する公衆衛生看護のあり方を理解する。また、公衆衛生看護を展開するために必要な
方法・技術の基本を習得する。

到達目標

1.地域社会で生活する個人・家族を公衆衛生看護の対象として捉え、家庭訪問の看護過程を通して個人・家族への支
援方法・技術を理解できる。
2.共通の健康課題を持つ人々の集団を公衆衛生看護の対象として捉え、健康教育の看護過程を通して集団への支援方
法・技術を理解できる。
3.地域社会で生活する人々および地域社会の健康課題解決のために展開される公衆衛生看護活動は、ハイリスクアプ
ローチやポピュレーションアプローチ等様々な方法や技術、理論を組み合わせて展開されることを理解できる。
4.住民の健康と生活を護る公衆衛生看護の役割を理解できる。

教育方法の特徴 具体的内容については実習要項を用い、実習オリエンテーションで説明します。

関連科目 2 年次後期から学修した公衆衛生看護学に関する科目すべて。保健医療福祉行政論、疫学、保健統計学Ⅰ・Ⅱ 等

テキスト

参考書

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験

目標達成度を実習の評価基準に沿って評価する。
※実習要項を参照

レポート

小テスト

提出物

その他 100

履修上の
留意事項

・事前に提示された学修内容を予習し、効果的・効率的な実習ができるように努めましょう。
・実習では実習指導者をはじめとする関係者及び住民との交流を大切にし、地域の人々の生活の理解に努めましょ
う。

課題に対するフィ
ードバックの方法

実習で見学、体験する保健活動を既習の学びと結び付けて考えることができる様に、振り返りをしながら助言を行い
ます。学生の学びの状況に応じて、講義や演習で学習したことを振り返りながら、支援技術の習得を目指します。

実務経験を
活かした教育内容

実務経験をもとに授業を担当した教員と、実際に保健師活動をしている実習指導者が協力し、学生が実習で体験する
内容を理解し、実践技術を修得できるように行います。

実習方法

1.保健師の同行のもと家庭訪問を行う。
2.集団を対象にして、健康教育の企画・実践・評価の一連のプロセスを体験する。
3.実習地域（施設）で行われる保健活動に参加し、保健師の支援方法について理解する。
4.関係機関、関係職種との会議等に参加し、多職種との連携・調整の実際を体験する。
5.実習終了後、実習の学びをテーマに沿ってまとめ、レポートを提出する。

実習施設 倶知安保健所、岩内保健所、帯広保健所および 3 保健所管内の市町村

授業科目
公衆衛生看護実習Ⅱ

担当教員
近藤 明代
武澤 千尋
小川 克子Public Health Nursing:PracticumⅡ

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・後期 選択/必修

授業区分・単位 選択・実習・2 単位

授業目的
地域社会で生活している人々を、その地域の生活環境・社会環境と関連づけながら理解し、その人々が抱える健康問
題や課題を組織的に予防・改善する公衆衛生看護のあり方を理解する。また、公衆衛生看護を展開するために必要な
方法・技術の基本を習得する。

到達目標

1.地域社会で生活する人々および地域社会を公衆衛生看護の対象として理解し、地域で生活する人々および地域社会
の健康課題を明らかにすることができる。
2.地域社会で生活する人々および地域社会の健康課題を解決するための計画や対策を理解できる。
3.地域社会で生活する人々に対する公衆衛生看護活動は、保健・医療・福祉など様々な分野の人々との連携と協働及
び様々な制度や公的・私的資源を活用し、住民主体の展開が重視されていることを理解する。
4.健康危機管理における組織的な管理体制やシステム構築の必要性について理解できる。
5.住民の健康と生活を護る公衆衛生看護の役割を理解できる。

教育方法の特徴 具体的内容については実習要項を用い、実習オリエンテーションで説明する。

関連科目 2 年次後期から学習した公衆衛生看護学に関する科目すべて。保健医療福祉行政論、疫学、保健統計学Ⅰ・Ⅱ等

テキスト

参考書

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験

目標達成度を実習の評価基準に沿って評価する。
※実習要項を参照

レポート

小テスト

提出物

その他 100

履修上の
留意事項

・事前に提示された学修内容を予習し、効果的・効率的な実習ができるように努めましょう。
・実習地では実習指導者をはじめとする関係者および住民との交流を大切にし、地域の人々の生活の理解に努めまし
ょう。

課題に対するフィ
ードバックの方法

実習で見学、体験する保健活動を既習の学びと結び付けて考えることができる様に、振り返りを促しながら助言を行
います。学生の学びの状況に応じて講義や演習で学習した内容を振り返りながら、支援技術の習得をめざします。

実務経験を
活かした教育内容

実務経験をもとに授業を担当した教員と、実際に保健師活動をしている実習指導者が協力し、学生が実習で体験する
内容を理解し、実践技術を修得できるように実習を行います。

実習方法

1.実習地域のアセスメントを行い、地域の課題を抽出し、実際に取り組まれている健康課題との整合性、解決するた
めの計画や対策を検討する。
2.実習地域の環境を査定しながら、地域の実態に合った保健活動の方法について検討する。
3.地域における健康危機管理施策・体制がどの様に整備され、予防策が講じられているかを知り、予防活動と保健師
の役割について考える。
4.地域ケアシステムの果たす役割と地域における保健師のコーディネート機能について考える。
5.公衆衛生看護活動の評価の意義、評価の視点、方法などについて検討する。
6.実習終了後、実習の学びをテーマに沿ってまとめ、レポートを提出する。

実習施設 倶知安保健所、岩内保健所、帯広保健所および 3 保健所管内の市町村
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授業科目
公衆衛生看護実習Ⅲ

担当教員
近藤 明代
武澤 千尋
小川 克子Public Health Nursing:PracticumⅢ

対象学科・
年次・学期 看護学科・4 年次・後期 選択/必修

授業区分・単位 選択・実習・1 単位

授業目的 産業保健分野における労働者の健康の保持・増進活動がどの様な組織体系の中で行われているかを理解し、産業保健
における保健師の役割を理解する。

到達目標

1.労働者集団における健康課題の特徴を理解できる。
2.労働者の健康の保持・増進活動がどの様に組織体系の中で行われているかを理解する。
3.産業医や衛生管理者等との連携・協働の必要性を理解できる。
4.事業場に所属する保健師の役割を理解できる。
5.外部労働衛生機関における保健師の役割を理解できる。

教育方法の特徴 具体的内容については実習要項を用い、実習オリエンテーションで説明する。

関連科目 2 年次後期から学習した公衆衛生看護学に関する科目すべて、保健医療福祉行政論、疫学、保健統計学Ⅰ・Ⅱ

テキスト

参考書

評価基準・
観点

評価方法 評価割合
（％） 評価の観点

試験

目標到達度を実習の評価基準に沿って評価する。
※実習要項を参照

レポート

小テスト

提出物

その他 100

履修上の
留意事項

・事前に提示された学修内容を予習し、効果的・効率的な実習ができる様に務めましょう。
・実習施設では実習指導者をはじめとする関係者および働く人々との交流を大切にし、産業に従事する人々の理解に
努めましょう。

課題に対するフィ
ードバックの方法

実習で見学、体験する保健活動を既習の学びと結び付けて考えることができるように、振り返りを促しながら助言を
行います。

実務経験を
活かした教育内容

実務経験をもとに授業を担当した教員と、実際に保健師活動をしている実習指導者が協力し、学生が実習で体験する
内容を理解できるように関わります。

実習方法

1.産業保健分野における健康支援活動の実際を見学する。
2.健康相談、生活習慣病の予防健診、健康測定、医療機関との連携、健康教室、健康診断、個人情報の管理など実習
施設で実際の場面があれば見学する。参加できなかった内容については学習課題として取り組み、主体的に指導者の
説明を受ける。
3.健康診断の事後措置、事業者や衛生管理者への指導など、産業保健分野の保健師の活動をまとめる。
4.実習終了後、実習の学びをテーマに沿ってまとめレポートを提出する。

実習施設 北海道労働保健管理協会、JR 札幌病院、北洋銀行
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札幌保健医療大学

〒007-0894　札幌市東区中沼西4条2丁目1番15号

TEL（011）792-3350　FAX（011）792-3358
http://www.sapporo-hokeniryou-u.ac.jp


